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1
Shared Servicesについて

次も参照:

• Shared Servicesとは?

• Shared Services Consoleの起動
• Shared Services Consoleの概要
• ユーザー、グループ、役割および委任リストの検索

Shared Servicesとは?
Oracle Hyperion Foundation Servicesのコンポーネントである Oracle Hyperion Shared
Servicesは、Oracle Enterprise Performance Management System製品のためのセキュアな環
境の構築を支援します。Shared Servicesを使用して、EPM Systemのデプロイメントのセキ
ュリティを定義および管理します。Shared Servicesは、Oracle Hyperion Shared Services
Consoleを使用して操作します。
すべての EPM Systemコンポーネントのユーザー認証方法、および製品リソースの使用の許
可方法の定義は、Shared Servicesで行われます。

Shared Services Consoleの起動
Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceのメニュー・オプションを
使用して、Oracle Hyperion Shared Services Consoleにアクセスします。
Shared Services Consoleを起動するには:

1. 次に移動します:

http://web_server_name:port_number/workspace
URLの中で、web_server_nameは Oracle Hyperion Foundation Servicesが使用するWeb
サーバーが実行されているコンピュータの名前を示し、port_numberはWebサーバー・
ポートを示します。たとえば、http://myWebserver:19000/workspaceのようになりま
す。

ノート:

セキュアな環境の EPM Workspaceにアクセスする場合、プロトコルとして
https (httpではなく)を使用し、セキュアなWebサーバー・ポート番号を使用
します。たとえば、https://myserver:19043/workspaceのような URLを使用
します。

2. 「アプリケーションの起動」をクリックします。
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ノート:

ポップアップ・ブロッカが原因で EPM Workspaceが開かない場合があ
ります。

3. 「ログオン」で、ユーザー名とパスワードを入力します。
最初は、Shared Services Consoleへアクセスできる唯一のユーザーは、ユーザー
名とパスワードがデプロイメント・プロセス中に指定された Oracle Enterprise
Performance Management System管理者です。

4. 「ログオン」をクリックします。
5. 「ナビゲート」、「管理」、「Shared Services Console」の順に選択します。

Shared Services Consoleの概要
Oracle Hyperion Shared Services Consoleは、ビュー・ペイン(アプリケーション管理
ペインとも呼ばれる)とタスク・タブで構成されています。初めに Shared Services
Consoleにアクセスすると、ビュー・ペインと「参照」タブが表示されます。
ビュー・ペインは、ネイティブ・ディレクトリおよびアプリケーション・グループな
どのオブジェクトを選択できるナビゲーション・フレームです。通常は、ビュー・ペ
インで現在選択されている項目の詳細が「参照」タブに表示されます。その他のタス
ク・タブは、実行するタスクの必要に応じて開きます。たとえば、「レポート」タブは
レポートを生成または表示するときに開きます。
現在の構成に応じて、Shared Services Consoleのビュー・ペインには既存のオブジェ
クトが一覧表示されます。これらのオブジェクトを展開すると、詳細を表示できます。
たとえば、「ユーザー・ディレクトリ」ノードを選択すると、構成済のすべてのユーザ
ー・ディレクトリが一覧表示されます。
オブジェクトを右クリックすると表示されるショートカット・メニューは、ビュー・
ペインのオブジェクトに関連付けられています。
ビュー・ペインのオブジェクトに関連付けられたショートカット・メニューは、オブ
ジェクトに対する操作を実行する最も早い方法です。ショートカット・メニューのオ
プションは、選択した対象に従って動的に変更されます。これらのオプションは、メ
ニュー・バーのメニューからも使用できます。使用可能なメニュー・オプションを表
すボタンがツールバーに表示されます。

ノート:

ネイティブ・ディレクトリは Shared Services Consoleから管理されるため、
ネイティブ・ディレクトリのショートカット・メニューで使用可能なメニュ
ー・オプションの中には、他のユーザー・ディレクトリには使用できないも
のがあります。

次の機能が、Shared Services Consoleから使用できます:

• ユーザー・ディレクトリ構成

第 1章
Shared Services Consoleの概要
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• シングル・サインオン構成
• ネイティブ・ディレクトリ管理
• 役割ベースのユーザーのアクセス制御の管理
• 監査構成およびレポート管理
• Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理への
アクセスおよび製品のアーティファクトの検索

ユーザー、グループ、役割および委任リストの検索
Oracle Hyperion Shared Services Consoleでは、構成済ユーザー・ディレクトリのユーザー
およびグループを検索したり、Oracle Hyperion Shared Servicesに登録されたアプリケーシ
ョンの役割を検索できます。
ユーザーを検索する場合、指定できる検索パラメータは、選択するユーザー・ディレクトリ
のタイプによって異なります。たとえば、ネイティブ・ディレクトリでは、すべてのユーザ
ー、アクティブなユーザーおよび非アクティブなユーザーを検索できます。
「参照」タブに表示される検索ボックスは、ビュー・ペイン内の選択項目に基づいて検索コン
テキストを表します。
ユーザー、グループ、役割または委任リストを検索するには:

1. ビュー・ペインで、「ユーザー・ディレクトリ」を展開します。
2. 検索するユーザー・ディレクトリから、次のいずれかを選択します。

• ユーザー
• グループ
• 役割
• 委任リスト

ノート:

「役割」および「委任リスト」は、ネイティブ・ディレクトリの検索でのみ使用
可能です。
委任リストは、Shared Servicesが委任された管理モードの場合のみ使用可能で
す。詳細は、委任されたユーザー管理を参照してください。

使用可能な検索フィールドが「参照」タブに表示されます。
3. ユーザーを検索するには:

a. 「ユーザー・プロパティ」で、検索するユーザー・プロパティを選択します。
選択できるユーザー・プロパティは、選択したユーザー・ディレクトリのタイプによ
って異なります。たとえば、ユーザー名、名、姓、説明および電子メール・アドレス
を検索できます。ネイティブ・ディレクトリでは、すべてのユーザー、アクティブな
ユーザーまたは非アクティブなユーザーを検索できます(このオプションは、他のユ
ーザー・ディレクトリのユーザーを検索する際には使用できません)。ワイルドカー
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ド(アスタリスク)を使用した検索以外では、このプロパティ値が設定されてい
ないレコードは検索されません。
検索可能なユーザー・プロパティ:

• LDAPベースのユーザー・ディレクトリ: ユーザー名、名、姓、説明およ
び電子メール・アドレス

• データベース・プロバイダ: ユーザー名
b. オプション: 「ユーザー・フィルタ」では、特定のユーザーを識別するための
フィルタを指定します。パターン検索では、アスタリスク(*)をワイルドカード
として使用します。

c. オプション: 「グループ内」では、検索を実行するグループを指定します。パ
ターン検索では、アスタリスク(*)をワイルドカードとして使用します。複数の
グループを検索するには、セミコロンを使用してグループ名を区切ります。

d. ネイティブ・ディレクトリのみ: 「表示」から、検索コンテキスト(「すべて」、
「アクティブ」または「非アクティブ」)を選択します。

e. 「ページ・サイズ」で、検索結果ページに表示するレコード数を選択します。
f. 「検索」をクリックします。

4. グループを検索するには:

a. 「グループ・プロパティ」で、検索するプロパティを選択します。

ノート:

Shared Servicesでは、Oracleおよび SQL Serverの役割をユーザ
ー・ディレクトリのグループと同等とみなします。Shared Services
では、ネストされた Oracleデータベースの役割内の各役割を個々の
プロビジョニング可能な別々のグループとみなします。Shared
Servicesはネストされたデータベースの役割の間の関係を順守しま
せん。

b. オプション: 「グループ・フィルタ」では、検索を制限するためにフィルタを
入力します。パターン検索では、アスタリスク(*)をワイルドカードとして使用
します。

c. 「検索」をクリックします。
5. 役割を検索するには:

役割の検索は、ネイティブ・ディレクトリでのみサポートされています。
a. 「役割プロパティ」で、検索するプロパティを選択します。ネイティブ・ディ
レクトリでこのプロパティの値が設定されていないレコードは、ワイルドカー
ド(アスタリスク)を使用した検索以外では検索されません。

b. オプション: 「役割フィルタ」では、検索を制限するためにフィルタを入力し
ます。パターン検索では、アスタリスク(*)をワイルドカードとして使用しま
す。

c. 「検索」をクリックします。
6. 委任リストを検索するには:
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a. 「リスト名」では、検索文字列を入力します。パターン検索では、アスタリスク(*)を
ワイルドカードとして使用します。

b. 「検索」をクリックします。
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2
EPM Systemセキュリティの概念

次も参照:

• セキュリティ・コンポーネント
• ユーザー認証コンポーネント
• プロビジョニング(役割ベースの認証)

セキュリティ・コンポーネント
Oracle Enterprise Performance Management Systemセキュリティは、ユーザー・アクセスと
権限を制御する 2つの補完的なレイヤーから構成されています。
• ユーザー認証コンポーネント
• プロビジョニング(役割ベースの認証)

ユーザー認証コンポーネント
プロビジョニング・データをチェックして、Oracle Enterprise Performance Management
Systemユーザーがアクセス可能な EPM Systemコンポーネントを判別するためには、事前に
ユーザーが認証されている必要があります。デフォルトでは、ユーザーがログイン画面への
ユーザー名およびパスワードを入力し、プロビジョニングされたすべての EPM Systemコン
ポーネントへのシングル・サインオン(SSO)アクセスを取得します。
SSOは、EPM System製品のユーザーが、セッションの開始時に資格証明を 1度のみ入力し
て、複数の製品にアクセスするできるようにするセッションおよびユーザー認証プロセスで
す。SSOでは、ユーザーがアクセスする各製品に別々にログインする必要がなくなります。
セキュリティ強化のため、セキュリティ・エージェントを使用して認証済ユーザーのみが
EPM Systemに渡されるようにすることで、EPM Systemコンポーネントを保護できます。
また、EPM Systemセキュリティは、クライアント証明書認証、カスタム Java認証および
Kerberosなどの他のメカニズムを使用して、強化することもできます。EPM Systemのセキ
ュリティ・インフラストラクチャの確立の詳細は、Oracle Enterprise Performance
Management Systemセキュリティ構成ガイドを参照してください。
EPM Systemコンポーネントは、構成済ユーザー・ディレクトリに対する認証されたユーザ
ー資格証明を確認します。コンポーネント固有のプロビジョニングと共にユーザー認証は、
ユーザー・アクセスを EPM Systemコンポーネントに付与します。プロビジョニング・マネ
ージャは、EPM Systemコンポーネントに属するアーティファクトへのアクセス権をユーザ
ーに付与します。
次の項では、SSOをサポートするコンポーネントについて説明します。
• ネイティブ・ディレクトリ
• ユーザー・ディレクトリ
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ネイティブ・ディレクトリ
ネイティブ・ディレクトリとは、Oracle Hyperion Shared Servicesがプロビジョニン
グのサポート、およびデフォルト・ユーザー・アカウント、作成する追加のユーザー
とグループなどのシード・データの保管に使用するリレーショナル・データベースを
指します。
ネイティブ・ディレクトリ機能:

• ネイティブ・ユーザー・アカウントの維持および管理
• ネイティブ・グループ・アカウントの維持および管理
• Oracle Enterprise Performance Management Systemのすべてのプロビジョニン
グ情報の一元保管(グループ、役割およびアプリケーション間の関係を保管)

EPM Systemセキュリティを管理するシステム管理者を作成するために、管理者アカ
ウント(デフォルト名 admin)がデプロイメント・プロセス中にネイティブ・ディレクト
リに作成されます。これは、EPMシステムの最も強力なアカウントです。このアカウ
ントのユーザー名およびパスワードは Oracle Hyperion Foundation Servicesのデプロ
イメント中に設定されます。
ディレクトリ・マネージャは、Oracle Hyperion Shared Services Consoleからネイテ
ィブ・ディレクトリにアクセスして管理します。ネイティブ・ディレクトリの管理を
参照してください。

ユーザー・ディレクトリ
ユーザー・ディレクトリとは、Oracle Enterprise Performance Management Systemコ
ンポーネントと互換性のある企業ユーザーおよびアイデンティティ管理システムを指
します。
EPM Systemコンポーネントは、LDAPベースのユーザー・ディレクトリ、およびリレ
ーショナル・データベースを含む、いくつかのユーザー・ディレクトリでサポートさ
れます。このドキュメントでは、ネイティブ・ディレクトリ以外のユーザー・ディレ
クトリを外部ユーザー・ディレクトリと呼びます。外部ユーザー・ディレクトリの管
理を許可されている管理者のみです。

プロビジョニング(役割ベースの認証)
Oracle Enterprise Performance Management Systemのセキュリティでは、役割の概念
を使用してアプリケーションに対するユーザーのアクセス権を決定します。役割と
は、EPM Systemコンポーネント内の機能へのユーザー・アクセスを判別する権限で
す。一部の EPM Systemコンポーネントは、レポートおよびメンバーなどのアーティ
ファクトへのユーザー・アクセスをさらに詳細に制限するために、オブジェクトレベ
ルの ACLが使用されます。
各 EPM Systemコンポーネントでは、様々な業務上の必要に対して調整された数個の
デフォルトの役割が提供されます。EPM Systemコンポーネントに属するアプリケー
ションはこの役割を継承します。Oracle Hyperion Shared Servicesに登録されている
アプリケーションの事前定義済役割は、Oracle Hyperion Shared Services Consoleに
表示されます。
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プロビジョニングを促進するために、特定の要件に合うようにデフォルトの役割を集約する、
カスタム・ネイティブ・ディレクトリの役割を作成できます。EPM Systemアプリケーショ
ンに属する役割およびオブジェクト ACLをユーザーおよびグループに付与するプロセスを
プロビジョニングと呼びます。
ネイティブ・ディレクトリおよび構成済ユーザー・ディレクトリは、プロビジョニング用の
ユーザーとグループ情報のソースです。
ユーザーが認証された後、ユーザーがアクセスしようとした EPM Systemコンポーネントに
よってユーザーのグループが判別されます。次に、ユーザーのプロビジョニング・データを
取得して、ユーザーに適用できる EPM Systemアプリケーションの役割が判別されます。追
加のデータまたはオブジェクトのアクセス・セキュリティは、アプリケーション内で定義さ
れるより詳細な権限を使用して処理される場合があります。
EPM System製品の役割ベースのプロビジョニングでは、これらのコンセプトが使用されま
す。

役割
役割とは、Oracle Enterprise Performance Management Systemコンポーネント機能を使用す
る権限を定義したコンストラクトです。これは、通常アプリケーションの特定のリソースま
たはオブジェクトのアクセス権限を指定するアクセス制御リストとは異なります。
EPM Systemアプリケーション・リソースへのアクセスは制限されています。アクセスを提
供する役割がユーザー、またはユーザーが属するグループに割り当てられてからのみ、ユー
ザーはこれらのリソースにアクセスできます。
役割に基づいたアクセス制限では、機能の管理者は、アプリケーション・アクセスを制御お
よび管理できます。EPM Systemの役割を参照してください。

グローバル役割
グローバル役割、つまり複数のコンポーネントに及ぶ Oracle Hyperion Shared Servicesの役
割により、ユーザーは複数の製品間で特定のタスクを実行できます。Shared Servicesで管理
されるこの役割は削除できません。グローバル役割のリストは、Foundation Servicesの役割
を参照してください。

事前定義済役割
事前定義済役割は、Oracle Enterprise Performance Management Systemコンポーネントに組
み込まれた役割となり、削除できません。EPM Systemコンポーネントの各アプリケーショ
ン・インスタンスは、製品のすべての事前定義済役割を継承します。各アプリケーションの
これらの役割は、アプリケーションの作成および登録時に Oracle Hyperion Shared Services
に登録されます。事前定義済役割のリストは、EPM Systemの役割を参照してください。

集約役割
カスタム役割という名でも知られる集約役割では、複数の事前定義済アプリケーション役割
が集約されます。集約役割には、他の集約役割を含めることができます。たとえば、Oracle
Hyperion Planningのアプリケーションのプロビジョニング・マネージャは、そのアプリケー
ションのプランナと表示ユーザーの役割を組み合せた集約役割を作成できます。役割を集約
することにより、複数の細かい役割を持つアプリケーションの管理を簡略化できます。グロ
ーバル Oracle Hyperion Shared Servicesの役割は、集約役割に含めることができます。複数
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のアプリケーションまたは Oracle Enterprise Performance Management Systemコン
ポーネントに及ぶ集約役割は作成できません。

ユーザー
ユーザー・ディレクトリ(ネイティブ・ディレクトリおよび企業ユーザー・ディレクト
リ)は、Oracle Enterprise Performance Management Systemコンポーネントにアクセ
スできるユーザーのソースです。認証および承認プロセスでユーザー情報が使用され
ます。
ネイティブ・ディレクトリ・ユーザーの作成と管理は、Oracle Hyperion Shared Services
Consoleでのみ行うことができます。すべての構成済ユーザー・ディレクトリからの
ユーザーは、Shared Services Consoleから確認できます。ユーザーを個別にプロビジ
ョニングして、Oracle Hyperion Shared Servicesに登録された EPM Systemアプリケ
ーションに対するアクセス権を付与することは可能ですが、個別ユーザーのプロビジ
ョニングはお薦めしません。

デフォルトの EPM System管理者
管理者アカウント(デフォルト名 admin)は、デプロイメント・プロセス中にネイティ
ブ・ディレクトリに作成されます。これは最も強力な Oracle Enterprise Performance
Management Systemアカウントで、EPM Systemセキュリティおよび環境の管理の責
任を負う情報テクノロジの専門家であるシステム管理者の設定にのみ使用される必要
があります。

システム管理者
システム管理者(通常は、企業の情報テクノロジの専門家)は、Oracle Enterprise
Performance Management Systemのセキュアな環境の設定と維持を担当します。

機能の管理者
機能の管理者は、Oracle Enterprise Performance Management Systemの専門家である
企業ユーザーです。通常、このユーザーは外部ユーザー・ディレクトリとして Oracle
Hyperion Shared Servicesに構成されている企業ディレクトリで定義されます。
システム管理者は、他の機能の管理者の作成、委任された管理の設定、アプリケーシ
ョンやアーティファクトの作成およびプロビジョニングなどの EPM System管理タス
クを実行する、EPM System機能の管理者を作成します。

グループ
グループは、ユーザーまたは他のグループのコンテナです。Oracle Hyperion Shared
Services Consoleからネイティブ・ディレクトリ・グループを作成して、管理できま
す。構成済ユーザー・ディレクトリのグループおよびユーザーをネイティブ・ディレ
クトリ・グループのメンバーとして割り当てることができます。これらのグループを
プロビジョニングすることで、Oracle Hyperion Shared Servicesに登録された Oracle
Enterprise Performance Management System製品に対する権限を付与できます。
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3
ユーザー・ディレクトリの構成

次も参照:

• ユーザー・ディレクトリおよび EPM Systemセキュリティ
• ユーザー・ディレクトリ構成に関連する操作
• Oracle Identity Managerと EPM System

• Active Directoryの情報
• OID、Active Directoryおよびその他の LDAPベースのユーザー・ディレクトリの構成
• リレーショナル・データベースをユーザー・ディレクトリとして構成する
• ユーザー・ディレクトリの接続のテスト
• ユーザー・ディレクトリ設定の編集
• ユーザー・ディレクトリ構成の削除
• ユーザー・ディレクトリの検索順の管理
• セキュリティ・オプションの設定
• 暗号化キーの再生成
• 特殊文字の使用

ユーザー・ディレクトリおよび EPM Systemセキュリ
ティ

Oracle Enterprise Performance Management System製品は、ユーザー・ディレクトリと総称
される多くのユーザーおよびアイデンティティ管理システムでサポートされています。その
中には、Sun Java System Directory Server (旧 SunONE Directory Server)、Active Directory
など、Lightweight Directory Access Protocol (LDAP)対応のユーザー・ディレクトリが含まれ
ています。また、EPM Systemは、外部ユーザー・ディレクトリとしてリレーショナル・デ
ータベースもサポートします。
通常、EPM System製品では、プロビジョニングにネイティブ・ディレクトリおよび外部ユ
ーザー・ディレクトリが使用されます。サポートされているユーザー・ディレクトリのリス
トは、Oracle Enterprise Performance Management Systemの動作保証マトリックスを参照し
てください。
EPM System製品では、製品にアクセスする各ユーザーにユーザー・ディレクトリ・アカウ
ントが必要です。これらのユーザーは、プロビジョニングを円滑にするようグループに割り
当てることができます。ユーザーおよびグループには、EPM Systemの役割とオブジェクト
ACLをプロビジョニングすることができます。管理のオーバーヘッドのため、個別ユーザー
のプロビジョニングはお薦めしません。すべての構成済ユーザー・ディレクトリからのユー
ザーおよびグループは、Oracle Hyperion Shared Services Consoleに表示されます。
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デフォルトで、EPM Systemコンフィグレータにより、EPM System製品をサポート
する Shared Servicesリポジトリがネイティブ・ディレクトリとして構成されます。デ
ィレクトリ・マネージャは、Shared Services Consoleからネイティブ・ディレクトリ
にアクセスして管理します。

ユーザー・ディレクトリ構成に関連する操作
SSOと承認をサポートするには、システム管理者が外部ユーザー・ディレクトリを構
成する必要があります。Oracle Hyperion Shared Services Consoleから、システム管
理者はユーザー・ディレクトリの構成と管理に関連する複数のタスクを実行できます。
これらのトピックは、次の手順に示されています。
• ユーザー・ディレクトリの構成:

– OID、Active Directoryおよびその他の LDAPベースのユーザー・ディレクトリ
の構成

– リレーショナル・データベースをユーザー・ディレクトリとして構成する
• ユーザー・ディレクトリの接続のテスト
• ユーザー・ディレクトリ設定の編集
• ユーザー・ディレクトリ構成の削除
• ユーザー・ディレクトリの検索順の管理
• セキュリティ・オプションの設定

Oracle Identity Managerと EPM System
Oracle Identity Managerは、エンタープライズ・リソース全体でユーザー・アカウン
トと属性レベルの権限の両方を追加、更新および削除するプロセスを自動化する、役
割およびユーザーの管理ソリューションです。Oracle Identity Managerは、スタンド
アロン製品として、あるいは Oracle Identity and Access Management Suite Plusの一
部として使用できます。
Oracle Enterprise Performance Management Systemは、LDAPグループであるエンタ
ープライズ・ロールの使用によって Oracle Identity Managerと統合されます。EPM
Systemコンポーネントの役割は、エンタープライズ・ロールに割り当てることができ
ます。Oracle Identity Managerエンタープライズ・ロールに追加されたユーザーまた
はグループは、割り当てられている EPM Systemの役割を自動的に継承します。
たとえば、Budget Planningという名前の Oracle Hyperion Planningアプリケーション
があるとします。このアプリケーションをサポートするには、Budget Planningインタ
ラクティブ・ユーザー、Budget Planningエンド・ユーザー、Budget Planning管理者
の 3つの役割を Oracle Identity Managerで作成します。EPM Systemの役割をプロビ
ジョニングする際には、プロビジョニング・マネージャに指示して、Oracle Identity
Managerのエンタープライズ・ロールに Budget Planningおよびその他の EPM
Systemコンポーネント(Shared Servicesなど)の必須役割を必ずプロビジョニングさ
せます。Oracle Identity Mangerのエンタープライズ・ロールに割り当てられているユ
ーザーとグループはすべて、EPM Systemの役割を継承します。Oracle Identity
Managerのデプロイと管理の詳細は、Oracle Identity Managerのドキュメントを参照
してください。
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Oracle Identity Managerと EPM Systemを統合するには、管理者は次のステップを実行する
必要があります。
• EPM Systemプロビジョニングに使用する予定の Oracle Identity Managerエンタープラ
イズ・ロールのメンバー(ユーザーとグループ)が LDAP対応のユーザー・ディレクトリ
(OID、Active Directoryなど)で定義されていることを確認します。

• EPM Systemで、エンタープライズ・ロールのメンバーが定義されている LDAP対応の
ユーザー・ディレクトリを外部ユーザー・ディレクトリとして構成します。OID、Active
Directoryおよびその他の LDAPベースのユーザー・ディレクトリの構成を参照してくだ
さい。

Active Directoryの情報
この項では、このドキュメントで使用される Microsoft Active Directoryの概念について説明し
ます。
DNS検索とホスト名検索
システム管理者は、Oracle Hyperion Shared Servicesが静的ホスト名検索または DNS検索を
行って Active Directoryを識別できるように Active Directoryを構成できます。静的ホスト名
検索は Active Directoryフェイルオーバーをサポートしません。
高可用性を確保するために Active Directoryを複数のドメイン・コントローラに構成するシナ
リオでは、DNS検索を使用すると、Active Directoryの高可用性が実現されます。DNS検索
を実行するように構成されている場合、Shared Servicesは登録されているドメイン・コント
ローラを識別する問合せを DNSサーバーに対して行い、最大の重みのドメイン・コントロー
ラに接続します。Shared Servicesが接続されているドメイン・コントローラで障害が発生し
た場合、Shared Servicesは、次に使用可能な最大の重みのドメイン・コントローラに動的に
切り替えます。

ノート:

DNS検索は、フェイルオーバーをサポートする冗長 Active Directory設定が使用可
能な場合のみ構成できます。詳細は、Microsoftのドキュメントを参照してくださ
い。

グローバル・カタログ
グローバル・カタログは、フォレスト内のすべての Active Directoryオブジェクトのコピーを
保管するドメイン・コントローラです。そのホスト・ドメインのディレクトリ内のその他す
べてのドメインのすべてのオブジェクトの完全なコピーおよびフォレスト内のその他すべて
のドメインのすべてのオブジェクトの部分コピーを保管し、これらは通常のユーザー検索操
作で使用されます。グローバル・カタログの設定については、Microsoftのドキュメントを参
照してください。
組織でグローバル・カタログを使用する場合、次の方法のいずれかを使用して、Active
Directoryを構成します。
• 外部ユーザー・ディレクトリとしてグローバル・カタログ・サーバーを構成する(推奨)。
• 個別の外部ユーザー・ディレクトリとして各 Active Directoryドメインを構成する。
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個々の Active Directoryドメインではなく、グローバル・カタログを構成することによ
り、Oracle Enterprise Performance Management System製品がフォレスト内のローカ
ルおよびユニバーサル・グループにアクセスできるようになります。

OID、Active Directoryおよびその他の LDAPベースの
ユーザー・ディレクトリの構成

この項で示す手順を使用して、システム管理者は、OID、Sun Java System Directory
Server、Oracle Virtual Directory、Active Directory、IBM Tivoli Directory Serverなどの
LDAPベースの企業ユーザー・ディレクトリを構成するか、あるいは構成画面に示され
ない LDAPベースのユーザー・ディレクトリを構成します。
OID、Active Directoryおよび他の LDAPベースのユーザー・ディレクトリを構成する
には:

1. システム管理者として Oracle Hyperion Shared Services Consoleにアクセスしま
す。Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. 「管理」、「ユーザー・ディレクトリの構成」の順に選択します。
「プロバイダ構成」タブが開きます。この画面には、ネイティブ・ディレクトリを
含め、すでに構成済のすべてのユーザー・ディレクトリがリストされます。

3. 「新規」をクリックします。
4. 「ディレクトリ・タイプ」で、次のいずれかのオプションを選択します:

• Lightweight Directory Access Protocol (LDAP): Active Directoryではなく、
LDAPベースのユーザー・ディレクトリを構成します。Oracle Virtual Directory
を構成するには、このオプションを選択します。

• Microsoft Active Directory (MSAD): Active Directoryを構成します。
Active Directoryおよび Active Directory Application Mode (ADAM)のみ:
カスタム ID属性(ObjectGUID以外の属性、たとえば sAMAccountName)を Active
Directoryまたは ADAMで使用する場合、「Lightweight Directory Access
Protocol (LDAP)」を選択し、ディレクトリ・タイプ「その他」として構成しま
す。

5. 「次」をクリックします。
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6. 必要なパラメータを入力します。
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表 3-1 接続情報画面

ラベル 説明
ディレクトリ・サーバ
ー

ユーザー・ディレクトリを選択します。ID属性値が、選択した製品
の推奨される一定の一意のアイデンティティ属性に変わります。
ステップ 4で Active Directoryを選択した場合、このプロパティは
自動的に選択されます。
次のシナリオで、「その他」を選択します。
• リストされていないユーザー・ディレクトリ・タイプ(Oracle

Virtual Directoryなど)を構成しています。
• リストされている LDAP対応ユーザー・ディレクトリ(たとえ
ば OID)を構成していますが、カスタム ID属性は使用しませ
ん。

• カスタム ID属性を使用するように Active Directoryまたは
ADAMを構成しています。

ノート:

Oracle Virtual Directoryでは、LDAPディレクトリと
RDMBSデータ・リポジトリの抽象化が仮想化されて 1
つのディレクトリ・ビューで提供されるため、Oracle
Virtual Directoryでサポートされるユーザー・ディレク
トリの数やタイプに関係なく、Oracle Enterprise
Performance Management Systemでは 1つの外部ユ
ーザー・ディレクトリとみなされます。

例: Oracle Internet Directory
名前 ユーザー・ディレクトリのわかりやすい名前。複数のユーザー・デ

ィレクトリが構成されている場合は、特定のユーザー・ディレクト
リを識別するために使用します。「名前」には、空白とアンダース
コア以外の特殊文字を含めることはできません。
例: Corporate_OID
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表 3-1 (続き) 接続情報画面

ラベル 説明
DNS検索 Active Directoryのみ: このオプションを選択して DNS検索を使

用可能にします。DNS検索とホスト名検索を参照してください。
DNS検索は、接続が失敗しないように、本番環境での Active
Directoryへの接続方法として構成することをお薦めします。

ノート:

グローバル・カタログを構成している場合は、このオプ
ションを選択しないでください。

このオプションを選択すると、次のフィールドが表示されます:
• ドメイン: Active Directoryフォレストのドメイン名です。

例: example.comまたは us.example.com
• ADサイト: Active Directoryサイト名で、通常は Active

Directory構成コンテナに保管されているサイト・オブジェク
トの相対的な識別名です。一般的に ADサイトにより、市、都
道府県、地域や国などの地理的な場所が識別されます。
例: Santa Claraまたは US_West_region

• DNSサーバー: ドメイン・コントローラの DNSサーバー検索
をサポートするサーバーの DNS名。

ホスト名 Active Directoryのみ: このオプションを選択して静的なホスト
名検索を使用可能にします。DNS検索とホスト名検索を参照して
ください。

ノート:

Active Directoryグローバル・カタログを構成している
場合は、このオプションを選択します。

ホスト名 ユーザー・ディレクトリ・サーバーの DNS名。SiteMinderから
SSOをサポートするためにユーザー・ディレクトリを使用する場合
は、完全修飾のドメイン名を使用します。ホスト名は、テスト目的
で Active Directory接続を確立する場合にのみ使用することをお
薦めします。

ノート:

Active Directoryグローバル・カタログを構成している
場合は、グローバル・カタログ・サーバーのホスト名を
指定します。グローバル・カタログを参照してください。

例: MyServer
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表 3-1 (続き) 接続情報画面

ラベル 説明
ポート ユーザー・ディレクトリが実行するポート番号。

ノート:

Active Directoryグローバル・カタログを構成している
場合は、グローバル・カタログ・サーバーが使用するポ
ート(デフォルトは 3268)を指定します。グローバル・カ
タログを参照してください。

例: 389
SSL使用可能 このユーザー・ディレクトリとのセキュア通信を使用可能にするチ

ェック・ボックス。ユーザー・ディレクトリは、セキュア通信とし
て構成する必要があります。

ベース DN ユーザーおよびグループの検索を開始するノードの識別名(DN)。
また、「DNのフェッチ」ボタンを使用して、使用可能なベース DN
のリストを表示し、そのリストから適切なベース DNを選択できま
す。

ノート:

グローバル・カタログを構成している場合は、フォレス
トのベース DNを指定します。

特殊文字の使用上の制限については、特殊文字の使用を参照してく
ださい。
EPM System製品のすべてのユーザーとグループを含む最下位の
DNを選択することをお薦めします。
例: dc=example,dc=com

ID属性 この属性値は、「ディレクトリ・タイプ」で「その他」が選択されて
いる場合のみ変更できます。この属性はディレクトリ・サーバー上
のユーザーおよびグループ・オブジェクトに存在する共通の属性で
ある必要があります。
この属性の推奨値は、OID (orclguid)、SunONE (nsuniqueid)、
IBM Directory Server (Ibm-entryUuid)、Novell eDirectory
(GUID)および Active Directory (ObjectGUID)に自動的に設定され
ます。
例: orclguid
「ディレクトリ・サーバー」で「その他」を選択後、ID属性値を手
動で設定する場合(Oracle Virtual Directoryを構成する場合など)、
ID属性値は次のようになります:
• 一意の属性を指します
• 場所に固有ではありません
• 時間の経過とともに変わりません
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表 3-1 (続き) 接続情報画面

ラベル 説明
最大サイズ 検索が戻す結果の最大数。ユーザー・ディレクトリ設定でサポート

する値よりもこの値が大きい場合は、ユーザー・ディレクトリ値が
この値をオーバーライドします。
Active Directory以外のユーザー・ディレクトリの場合、このフィ
ールドを空白にすると、検索条件を満たすすべてのユーザーとグル
ープが取得されます。
Active Directoryの場合、この値を 0に設定すると、検索条件を満
たすすべてのユーザーとグループが取得されます。
委任された管理モードで Oracle Hyperion Shared Servicesを構
成している場合は、この値を 0に設定します。

信頼済 このプロバイダが信頼できる SSOソースであることを示すチェッ
ク・ボックス。信頼できるソースからの SSOトークンにはユーザー
のパスワードは含まれません。

匿名のバインド Shared Servicesで匿名をユーザー・ディレクトリにバインドして
ユーザーおよびグループを検索できることを示すチェック・ボック
ス。ユーザー・ディレクトリが匿名のバインドを許可する場合にの
み使用できます。このオプションを選択しない場合は、ユーザー情
報が保管されたディレクトリを検索するのに十分なアクセス権限
を持つアカウントをユーザー DNに指定する必要があります。
匿名のバインドを使用しないことをお薦めします。

ノート:

匿名のバインドは OIDではサポートされません。

ユーザー DN 「匿名のバインド」が選択されている場合、このオプションは使用
不可です。
Shared Servicesがユーザー・ディレクトリとのバインドに使用す
るユーザーの識別名。このユーザーには DN内の RDN属性に対す
る検索権限が必要です。たとえば、dn: cn=John Doe,
ou=people, dc=myCompany, dc=comでは、バインド・ユーザー
には cn属性への検索アクセス権が必要です。
ユーザー DNの値に特殊文字を指定する場合はエスケープ文字を
使用する必要があります。制限については、特殊文字の使用を参照
してください。
例: cn=admin,dc=myCompany,dc=com

ベース DNの追加 ベース DNをユーザー DNに追加するためのチェック・ボックス。
ディレクトリ・マネージャ・アカウントをユーザー DNとして使用
している場合は、ベース DNを追加しないでください。
「匿名のバインド」オプションが選択されている場合、このチェッ
ク・ボックスは使用不可です。

パスワード ユーザー DNパスワードです
「匿名のバインド」オプションが選択されている場合、このボック
スは使用不可です。
例: UserDNpassword

詳細オプションの表
示

詳細オプションを表示するチェック・ボックス。
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表 3-1 (続き) 接続情報画面

ラベル 説明
参照 Active Directoryのみ:

参照に従うように Active Directoryが構成されている場合は、「従
う」を選択すると、LDAP参照に自動的に従います。「無視」を選択
すると、参照は使用されません。

別名の逆参照 Shared Servicesの検索で使用するメソッドを選択すると、ユーザ
ー・ディレクトリの別名が逆参照されます。これにより、別名の
DNが指すオブジェクトが検索で取得されます。次を選択します:
• 常時: 常に別名を逆参照します。
• なし: 別名を逆参照しません。
• 検索中: 名前解決の間にのみ別名を逆参照します。
• 検索中: 名前解決の後にのみ別名を逆参照します。

接続読取りタイムア
ウト

この間隔(秒数)が経過した後も応答がない場合、LDAPプロバイダ
は LDAP読取り試行を中止します。
デフォルト: 60秒

最大接続数 接続プール内の最大接続数。LDAPベースのディレクトリ (Active
Directoryを含む)の場合、デフォルトは 100です。
デフォルト: 100

タイムアウト プールから接続を取得するまでのタイムアウト。この期間が過ぎ
ると例外が発生します。
デフォルト: 300000ミリ秒(5分)

削除間隔 オプション: 削除プロセスを実行してプールを消去するための間
隔。削除プロセスによって、「アイドル状態の接続許容時間」を超え
たアイドル状態の接続が除去されます。
デフォルト: 120分

アイドル状態の接続
許容時間

オプション: 削除プロセスがプール内のアイドル状態の接続を除去
するまでの許容時間。
デフォルト: 120分

接続の拡大 このオプションは、接続プールが最大接続数を超える接続を保持で
きるかどうかを示します。デフォルトで選択されています。接続
プールが接続を保持できず、接続がタイムアウトに設定された時間
内に使用できない場合、システムはエラーを返します。

カスタム認証モジュ
ールを使用可能にす
る

カスタム認証モジュールの使用を使用可能にして、このユーザー・
ディレクトリで定義されたユーザーを認証するためのチェック・ボ
ックス。認証モジュールの完全修飾 Javaクラス名も、「セキュリテ
ィ・オプション」画面で入力する必要があります。セキュリティ・
オプションの設定を参照してください。
カスタム認証モジュールの認証は、シン・クライアントおよびシッ
ク・クライアントに対して透過的で、クライアントのデプロイメン
ト変更は必要ありません。Oracle Enterprise Performance
Management Systemセキュリティ構成ガイドのカスタム認証モジ
ュールの使用を参照してください。

7. 「次」をクリックします。
Shared Servicesは、「ユーザー構成」画面に設定されたプロパティを使用して、ユ
ーザーの検索を開始するノードの特定に利用されるユーザー URLを作成します。
この URLを使用すると、検索効率が向上します。
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注意:

ユーザー URLは別名をポイントできません。EPM Systemのセキュリティで
は、ユーザー URLが実際のユーザーをポイントすることを求められます。

画面の「自動構成」領域を使用して、必要な情報を取得することをお薦めします。
 

 

ノート:

ユーザー構成で使用できる特殊文字のリストについては、特殊文字の使用を参
照してください。

8. 「自動構成」に、フォーマット attribute=identifierを使用して、一意のユーザー識別
子を入力します。例: uid=jdoe。
ユーザーの属性は、「ユーザー構成」領域に表示されます。
OIDを構成している場合は、OIDのルート DSEがネーミング・コンテキスト属性内にエ
ントリを含まないため、ユーザー・フィルタを自動的に構成できません。Oracle Fusion
Middleware Oracle Internet Directory管理者ガイドのネーミング・コンテキストの管理を
参照してください。
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ノート:

「ユーザー構成」領域のテキスト・ボックスに、必要なユーザー属性を手
動で入力できます。

表 3-2 ユーザー構成画面

ラベル 説明 1

ユーザー RDN ユーザーの相対的な識別名。DNの各コンポーネントは RDN
と呼ばれ、ディレクトリ・ツリー内の分岐を表します。ユーザ
ーの RDNは一般に、uidまたは cnと同じです。
制限については、特殊文字の使用を参照してください。
例: ou=People

ログイン属性 ユーザーのログオン名を保管する一意の属性(カスタム属性も
可能)。ユーザーは、EPM System製品にログインするとき、こ
の属性の値をユーザー名として使用します。
ユーザー ID (「ログイン属性」の値)は、すべてのユーザー・デ
ィレクトリにわたって一意である必要があります。たとえば、
SunONE構成と Active Directory構成の「ログイン属性」と
して、それぞれ uidと sAMAccountNameを使用できます。こ
れらの属性の値は、ネイティブ・ディレクトリを含むすべての
ユーザー・ディレクトリにわたって一意である必要がありま
す。

ノート:

ユーザー IDでは、大文字と小文字が区別されませ
ん。

ノート:

Kerberos環境の Oracle Application Serverにデ
プロイされた EPM System製品の外部ユーザー・デ
ィレクトリとして OIDを構成している場合は、この
プロパティを userPrincipalNameに設定する必
要があります。

デフォルト
• Active Directory: cn
• Active Directory以外の LDAPディレクトリ: uid

名の属性 ユーザーの名を保管する属性
デフォルト: givenName

姓の属性 ユーザーの姓を保管する属性
デフォルト: sn

電子メール属性 オプション: ユーザーの電子メール・アドレスを保管する属性
デフォルト: mail
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表 3-2 (続き) ユーザー構成画面

ラベル 説明 1

オブジェクト・クラス ユーザーのオブジェクト・クラス(ユーザーに関連付けられる必
須とオプションの属性)。Shared Servicesは、この画面に表示
されたオブジェクト・クラスを検索フィルタで使用します。こ
れらのオブジェクト・クラスを使用して、Shared Servicesは、
プロビジョニングされたすべてのユーザーを検索する必要が
あります。

ノート:

ユーザー・ディレクトリ・タイプ「その他」として
Active Directoryまたは ADAMを、カスタム ID属
性を使用するように構成している場合、この値を
userに設定する必要があります。

オブジェクト・クラスは、必要に応じて手動で追加できます。
オブジェクト・クラスを追加するには、「オブジェクト・クラ
ス」ボックスにオブジェクト・クラス名を入力し、「追加」を
クリックします。
オブジェクト・クラスを削除するには、オブジェクト・クラス
を選択し、「削除」をクリックします。
デフォルト
• Active Directory: user
• Active Directory以外の LDAPディレクトリ: person,

organizationalPerson, inetorgperson
ユーザーを制限するフィ
ルタ

EPM System製品の役割がプロビジョニングされるユーザー
のみを取得する LDAP問合せ。たとえば、LDAP問合せ
(uid=Hyp*)は、名前が Hypで始まるユーザーのみを取得しま
す。
ユーザー構成画面はユーザー RDNを検証します。必要な場合
は、ユーザー・フィルタの使用をお薦めします。
ユーザー・フィルタは、問合せで戻されるユーザー数を制限し
ます。ユーザー RDNによって識別されるノードが、プロビジ
ョニングされる必要のない多くのユーザーを含む場合に特に
重要です。ユーザー・フィルタは、プロビジョニングされる必
要のないユーザーを除外するために使用できます。これによ
り、パフォーマンスが向上します。

第 3章
OID、Active Directoryおよびその他の LDAPベースのユーザー・ディレクトリの構成

3-13



表 3-2 (続き) ユーザー構成画面

ラベル 説明 1

複数属性の RDN用のユ
ーザー検索属性

Active Directory以外の LDAP対応ユーザー・ディレクトリ
のみ: ディレクトリ・サーバーが複数属性の RDNを使用するよ
うに構成される場合にのみ、この値を設定します。設定した値
はいずれかの RDN属性である必要があります。指定した属性
の値は一意で、属性は検索可能である必要があります。
たとえば、SunONEディレクトリ・サーバーが、cn (cn=John
Doe)および uid (uid=jDoe12345)属性を組み合わせるように
構成され、次のような複数属性の RDNを作成するとします:

cn=John Doe+uid=jDoe12345, ou=people,
 dc=myCompany, dc=com

この場合、これらの属性が次の条件を満たしている場合には、
cnまたは uidのいずれかを使用できます:

• この属性は「接続情報」タブにファイルされたユーザー
DNで識別されたユーザーにより検索可能です

• この属性はユーザー・ディレクトリ全体で一意の値に設定
する必要があります

カスタム・プライマリ・グ
ループの解決

Active Directoryのみ: 効果的な役割を決定するためにユー
ザーのプライマリ・グループを識別するかどうかを示すチェッ
ク・ボックスです。このチェック・ボックスはデフォルトで選
択されています。この設定は変更しないことをお薦めします。

ユーザー・パスワードの期
限が次の日数以内に切れ
る場合に警告を表示

Active Directoryのみ: Active Directoryユーザーのパスワ
ードが指定した日数以内に期限切れになる場合に警告メッセ
ージを表示するかどうかを示すチェック・ボックス。

1 EPM Systemセキュリティでは、構成値がオプションの一部のフィールドにデフォルト値が使用さ
れます。そのようなフィールドに値を入力しない場合、デフォルト値が実行時に使用されます。

9. 「次」をクリックします。
「グループ構成」画面が開きます。Shared Servicesは、この画面に設定されたプロ
パティを使用して、グループの検索を開始するノードを特定するグループ URLを
作成します。この URLを使用すると、検索効率が向上します。

注意:

グループ URLは別名をポイントできません。EPM Systemのセキュリ
ティでは、グループ URLが実際のグループをポイントすることを求めら
れます。グループの別名を使用する Novell eDirectoryを構成している場
合、グループ URL内でグループの別名とグループ・アカウントを使用で
きる必要があります。
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ノート:

「グループ構成」画面のデータ入力はオプションです。グループ URLの設定を
入力しない場合、Shared Servicesは、ベース DN内を検索してグループを見つ
けます。これは特に、ユーザー・ディレクトリに多くのユーザーが含まれてい
る場合に悪影響をパフォーマンスに及ぼします。

 

 

10. 組織で、グループのプロビジョニングを予定していない場合、またはユーザーがユーザ
ー・ディレクトリでループに分類されない場合は、「グループのサポート」をクリアしま
す。このオプションをクリアすると、この画面のフィールドは使用不可になります。
グループをサポートしている場合は、自動構成機能を使用して、必要な情報を取得するこ
とをお薦めします。
OIDをユーザー・ディレクトリとして構成している場合は、自動構成機能を使用できませ
ん。理由は、OIDのルート DSEがネーミング・コンテキスト属性内にエントリを含まな
いからです。Oracle Fusion Middleware Oracle Internet Directory管理者ガイドのネーミ
ング・コンテキストの管理を参照してください。

11.「自動構成」テキスト・ボックスに、一意のグループ識別子を入力し、「検索」をクリック
します。
グループ識別子は、フォーマット attribute=identifierで指定する必要があります。
例: cn=western_region。
グループの属性は、「グループ構成」領域に表示されます。

ノート:

必要なグループ属性は、「グループ構成」テキスト・ボックスに入力できます。
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注意:

ノード名に/ (スラッシュ)または\ (円記号(バックスラッシュ))を含むユー
ザー・ディレクトリにグループ URLが設定されていない場合、ユーザー
およびグループの検索は失敗します。たとえば、ユーザーおよびグルー
プが存在するノード内(OU=child\ou,OU=parent/ouまたは OU=child/
ou,OU=parent \ ouなど)のユーザー・ディレクトリにグループ URLが
指定されていない場合、ユーザーまたはグループを表示する操作は失敗
します。

表 3-3 グループ構成画面

ラベル 説明 1

グループ RDN グループの相対 DN。この値は、ベース DNの相対パスで、グ
ループ URLとして使用されます。
グループ RDNを指定します。これにより、プロビジョニング
する予定のすべてのグループが使用可能な最下位のユーザー・
ディレクトリ・ノードが識別されます。
プロビジョニングに Active Directoryプライマリ・グループを
使用する場合、プライマリ・グループがグループ RDN下にあ
ることを確認します。Shared Servicesでは、グループ URLの
スコープ外のプライマリ・グループは取得されません。
グループ RDNはログインと検索のパフォーマンスに重大な影
響を及ぼします。グループ RDNはすべてのグループ検索の開
始点であるため、EPM System製品のすべてのグループが使用
可能な最下位ノードを識別する必要があります。最適なパフ
ォーマンスを保証するには、グループ RDN内に存在するグル
ープのメンバーが 10,000を超えないようにする必要がありま
す。これより多くのグループが存在する場合は、グループ・フ
ィルタを使用して、プロビジョニングするグループのみを取得
します。

ノート:

グループ URL内の使用可能なグループ数が 10,000
を超えると、Shared Servicesは警告を表示します。

制限については、特殊文字の使用を参照してください。
例: ou=Groups

名前の属性 グループの名前を保管する属性
デフォルト
• Active Directoryを含む LDAPディレクトリ: cn
• ネイティブ・ディレクトリ: cssDisplayNameDefault
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表 3-3 (続き) グループ構成画面

ラベル 説明 1

オブジェクト・クラス グループのオブジェクト・クラス。Shared Servicesは、この
画面に表示されたオブジェクト・クラスを検索フィルタで使用
します。これらのオブジェクト・クラスを使用して、Shared
Servicesは、ユーザーに関連付けられたすべてのグループを検
索する必要があります。

ノート:

ユーザー・ディレクトリ・タイプ「その他」として
Active Directoryまたは ADAMを、カスタム ID属
性を使用するように構成している場合、この値を
group?memberに設定する必要があります。

オブジェクト・クラスは、必要に応じて手動で追加できます。
オブジェクト・クラスを追加するには、「オブジェクト・クラ
ス」テキスト・ボックスにオブジェクト・クラス名を入力し、
「追加」をクリックします。
オブジェクト・クラスを削除するには、オブジェクト・クラス
を選択し、「削除」をクリックします。
デフォルト
• Active Directory: group?member
• Active Directory以外の LDAPディレクトリ:

groupofuniquenames?uniquemember,
groupOfNames?member

• ネイティブ・ディレクトリ:: groupofuniquenames?
uniquemember, cssGroupExtend?cssIsActive

グループを制限するフィ
ルタ

EPM System製品の役割がプロビジョニングされるグループ
のみを取得する LDAP問合せ。たとえば、LDAP問合せ(|
(cn=Hyp*)(cn=Admin*))は、名前が Hypまたは Adminで始
まるグループのみを取得します。
グループ・フィルタは、問合せで戻されるグループ数を制限す
るために使用します。グループ RDNによって識別されるノー
ドが、プロビジョニングされる必要のない多くのグループを含
む場合に特に重要です。フィルタは、プロビジョニングされる
必要のないグループを除外するために使用できます。これに
より、パフォーマンスが向上します。
プロビジョニングに Active Directoryプライマリ・グループを
使用する場合、設定したグループ・フィルタがグループ URL
のスコープ内に含まれるプライマリ・グループを取得できるこ
とを確認します。たとえば、フィルタ(|(cn=Hyp*)
(cn=Domain Users))は、名前が Hypで始まるグループと
Domain Usersという名前のプライマリ・グループを取得しま
す。

1 EPM Systemセキュリティでは、構成値がオプションの一部のフィールドにデフォルト値が使用されます。
そのようなフィールドに値を入力しない場合、デフォルト値が実行時に使用されます。

12.「終了」をクリックします。
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Shared Servicesは構成を保存して、「定義済ユーザー・ディレクトリ」画面に戻り
ます。この画面には、今構成したユーザー・ディレクトリが表示されます。

13. 構成をテストします。ユーザー・ディレクトリの接続のテストを参照してくださ
い。

14. 必要に応じて、検索順の割当てを変更します。詳細は、ユーザー・ディレクトリの
検索順の管理を参照してください。

15. 必要に応じて、セキュリティ・オプションを指定します。詳細は、セキュリティ・
オプションの設定を参照してください。

16. Oracle Hyperion Foundation Servicesとその他の EPM Systemコンポーネントを
再起動します。

リレーショナル・データベースをユーザー・ディ
レクトリとして構成する

Oracle、SQL Server、および IBM DB2リレーショナル・データベースのシステム表か
らのユーザーおよびグループ情報を使用して、プロビジョニングをサポートできます。
グループ情報がデータベースのシステム・スキーマから取得できない場合、Oracle
Hyperion Shared Servicesはそのデータベース・プロバイダからのグループのプロビジ
ョニングはサポートしません。たとえば、Shared Servicesは、データベースがオペレ
ーティング・システム上で定義されているグループを使用するため、古いバージョン
の IBM DB2からグループ情報を抽出できません。ただし、プロビジョニング・マネー
ジャはネイティブ・ディレクトリのグループにこれらのユーザーを追加して、このグ
ループをプロビジョニングできます。サポートされているプラットフォーム情報は、
Oracle Technology Network (OTN)の Oracle Fusion Middleware Supported System
Configurationsページに掲載されている Oracle Enterprise Performance Management
Systemの動作保証マトリックスを参照してください。

ノート:

DB2データベースを使用する場合、ユーザー名は 8文字以上にする必要があ
ります。Oracleおよび SQL Serverデータベースの場合は 256文字、DB2の
場合は 1000文字を超えないようにしてください。

ユーザーおよびグループのリストを取得するには、データベース管理者、たとえば、
Oracle SYSTEMユーザーとしてデータベースに接続できるように Shared Servicesを
構成します。

ノート:

Shared Servicesは、プロビジョニングに対してアクティブなデータベース・
ユーザーのみ取得します。非アクティブでロックされているデータベース・
ユーザー・アカウントは無視されます。

データベース・プロバイダを構成するには:
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1. システム管理者として Oracle Hyperion Shared Services Consoleにアクセスします。
Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. 「管理」、「ユーザー・ディレクトリの構成」の順に選択します。
3. 「新規」をクリックします。
4. 「ディレクトリ・タイプ」画面で、「リレーショナル・データベース(Oracle、DB2、SQL

Server)」を選択します。
5. 「次」をクリックします。

 

 

6. 「データベースの構成」タブで、構成パラメータを入力します。
表 3-4 「データベース構成」タブ

ラベル 説明
データベース・タイプ リレーショナル・データベース・プロバイダ。Shared Servicesは、

データベース・プロバイダとして Oracleおよび SQL Serverデータ
ベースのみサポートしています。
例: Oracle

名前 データベース・プロバイダの一意の構成名。
例: Oracle_DB_FINANCE

サーバー データベース・サーバーが稼働しているコンピュータの DNS名。
例: myserver

ポート データベース・サーバーのポート番号
例: 1521

サービス/SID (Oracleのみ) システム識別子(デフォルトは orcl)
例: orcl

データベース(SQL Server
および DB2のみ)

Shared Servicesが接続する必要があるデータベース
例: master

ユーザー名 Shared Servicesがデータベースへのアクセスに使用するユーザー
名。このデータベース・ユーザーには、データベース・システム表
へのアクセス権が必要です。Oracleデータベースには systemア
カウント、SQL Serverデータベースにはデータベース管理者のユー
ザー名を使用することをお薦めします。
例: SYSTEM
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表 3-4 (続き) 「データベース構成」タブ

ラベル 説明
パスワード 「ユーザー名」でユーザーを識別するパスワード。

例: system_password
信頼済 このプロバイダが信頼できる SSOソースであることを指定するチ

ェック・ボックス。信頼できるソースからの SSOトークンにはユー
ザーのパスワードは含まれません。

7. オプション: 接続プールを構成するには、「次へ」をクリックします。
「詳細なデータベース構成」タブが開きます。
 

 

8. 「詳細なデータベース構成」タブで、接続プールのパラメータを入力します。
表 3-5 「詳細なデータベース構成」タブ

ラベル 説明
最大接続数 プールの最大接続数。デフォルトは 50です。
初期サイズ プールを初期化する場合に使用可能な接続数。デフォルトは

20です。
アイドル状態の接続許容
時間

オプション: 削除プロセスがプール内のアイドル状態の接続を
除去するまでの許容時間。デフォルトは 10分です。

削除間隔 オプション: プールを消去するために削除プロセスを実行する
間隔。削除はアイドル状態の接続許容時間を超えたアイドル接
続を除去します。デフォルトは 5分です。

接続の拡大 接続プールが最大接続数を超える接続を保持できるかどうかを
示します。デフォルトでは、このオプションはクリアされてお
り、接続は保持できないことを示します。接続プールが接続を
保持できず、接続がタイムアウトに設定された時間内に使用で
きない場合、システムはエラーを返します。

カスタム認証モジュール
を使用可能にする

カスタム認証モジュールの使用を使用可能にして、このユーザ
ー・ディレクトリで定義されたユーザーを認証するためのチェ
ック・ボックス。認証モジュールの完全修飾 Javaクラス名も、
「セキュリティ・オプション」画面で入力する必要があります。
セキュリティ・オプションの設定を参照してください。
カスタム認証モジュールの認証は、シン・クライアントおよび
シック・クライアントに対して透過的に行われます。Oracle
Enterprise Performance Management Systemセキュリティ構成ガイドのカスタム認証モジュールの使用を参照してくだ
さい。
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9. 「終了」をクリックします。
10.「定義済ユーザー・ディレクトリ」画面に戻るには、「OK」をクリックします。
11. データベース・プロバイダ構成をテストします。ユーザー・ディレクトリの接続のテスト
を参照してください。

12. 必要に応じて、検索順の割当てを変更します。詳細は、ユーザー・ディレクトリの検索順
の管理を参照してください。

13. 必要に応じて、セキュリティ設定を指定します。セキュリティ・オプションの設定を参照
してください。

14. Oracle Hyperion Foundation Servicesおよびその他の Oracle Enterprise Performance
Management Systemコンポーネントを再起動します。

ユーザー・ディレクトリの接続のテスト
ユーザー・ディレクトリの構成後、Oracle Hyperion Shared Servicesが現在の設定を使用し
てユーザー・ディレクトリに接続できることを確認するため、接続をテストします。
ユーザー・ディレクトリ接続をテストするには:

1. システム管理者として Oracle Hyperion Shared Services Consoleにアクセスします。
Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. 「管理」、「ユーザー・ディレクトリの構成」の順に選択します。
3. ユーザー・ディレクトリのリストから、テストする外部ユーザー・ディレクトリ構成を選
択します。

4. 「テスト」、「OK」の順にクリックします。

ユーザー・ディレクトリ設定の編集
管理者は名前以外のユーザー・ディレクトリ構成のパラメータを変更できます。プロビジョ
ニング用に使用されていたユーザー・ディレクトリの構成データは編集しないことをお薦め
します。

注意:

たとえば、ユーザー・ディレクトリ構成の ID属性などのいくつかの設定を編集する
と、プロビジョニング・データが使用不可になります。プロビジョニングされたユ
ーザー・ディレクトリの設定を変更する場合は、十分注意してください。

ユーザー・ディレクトリ構成を編集するには:

1. システム管理者として Oracle Hyperion Shared Services Consoleにアクセスします。
Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. 「管理」、「ユーザー・ディレクトリの構成」の順に選択します。
3. 編集するユーザー・ディレクトリを選択します。
4. 「編集」をクリックします。
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5. 構成設定を変更します。

ノート:

構成名は変更できません。LDAPユーザー・ディレクトリ構成を変更す
る場合、「ディレクトリ・サーバー」リストから別のディレクトリ・サー
バーや「その他」(カスタム LDAPディレクトリの場合)を選択できます。
ネイティブ・ディレクトリ・パラメータは編集できません。

編集可能なパラメータの説明については、次の表を参照してください:

• Active Directoryおよびその他の LDAPベースのユーザー・ディレクトリ、
OID、Active Directoryおよびその他の LDAPベースのユーザー・ディレクトリ
の構成の表を参照してください。

• データベース: リレーショナル・データベースをユーザー・ディレクトリとし
て構成するの表を参照してください

6. 「OK」をクリックして、変更を保存します。

ユーザー・ディレクトリ構成の削除
システム管理者はユーザー・ディレクトリ構成をいつでも削除できます。構成を削除
すると、ユーザー・ディレクトリから取得されたユーザーおよびグループのプロビジ
ョニング情報がすべて使用不可になり、検索順からディレクトリが除去されます。

ヒント:

プロビジョニング用に使用された構成済のユーザー・ディレクトリを使用し
ない場合、ユーザーおよびグループの検索に使用されないように検索順から
除去します。このアクションにより、プロビジョニング情報の整合性を維持
し、後でユーザー・ディレクトリを使用できます。

ユーザー・ディレクトリ構成を削除するには:

1. システム管理者として Oracle Hyperion Shared Services Consoleにアクセスしま
す。Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. 「管理」、「ユーザー・ディレクトリの構成」の順に選択します。
3. ディレクトリを選択します。
4. 「削除」をクリックします。
5. 「OK」をクリックします。
6. 再度「OK」をクリックします。
7. Oracle Hyperion Foundation Servicesおよびその他の Oracle Enterprise

Performance Management Systemコンポーネントを再起動します。
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ユーザー・ディレクトリの検索順の管理
システム管理者が外部ユーザー・ディレクトリを構成すると、Oracle Hyperion Shared
Servicesにより自動的にユーザー・ディレクトリが検索順に追加され、ネイティブ・ディレ
クトリの検索順より上位の次の使用可能な検索順が割り当てられます。検索順は、Oracle
Enterprise Performance Management Systemでユーザーとグループについて検索する際、構
成されたユーザー・ディレクトリ間を循環するために使用されます。
システム管理者はユーザー・ディレクトリを検索順から除去できます。この場合、Shared
Servicesにより残りのディレクトリの検索順が自動的に再割当てされます。検索順に含まれ
ないユーザー・ディレクトリは、認証およびプロビジョニングのサポートに使用されません。

ノート:

Shared Servicesは、指定されたアカウントを検出するとユーザーまたはグループの
検索を停止します。EPM Systemユーザーの大部分が存在する企業ディレクトリを
検索順の一番上に配置することをお薦めします。

デフォルトでは、ネイティブ・ディレクトリは検索順の最後のディレクトリとして設定され
ます。管理者は検索順を管理するために、次のタスクを実行できます。
• ユーザー・ディレクトリの検索順への追加
• 検索順の変更
• 検索順の割当ての除去
ユーザー・ディレクトリの検索順への追加
新規に構成されたユーザー・ディレクトリは、検索順に自動的に追加されます。検索順から
ディレクトリを除去した場合、検索順の最後にそれを追加できます。
検索順にユーザー・ディレクトリを追加するには:

1. システム管理者として Oracle Hyperion Shared Services Consoleにアクセスします。
Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. 「管理」、「ユーザー・ディレクトリの構成」の順に選択します。
3. 検索順に追加する非アクティブなユーザー・ディレクトリを選択します。
4. 「含む」をクリックします。
このボタンは、検索順にないユーザー・ディレクトリを選択している場合のみ使用可能で
す。

5. 「定義済ユーザー・ディレクトリ」画面に戻るには、「OK」をクリックします。
6. Oracle Hyperion Foundation Servicesとその他の EPM Systemコンポーネントを再起動
します。

検索順の割当ての除去
検索順からユーザー・ディレクトリを除去してもディレクトリ構成が無効にならず、ユーザ
ー認証のために検索されるディレクトリのリストからユーザー・ディレクトリが除去されま
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す。検索順に含まれないディレクトリは、「非アクティブ」ステータスに設定されます。
管理者が検索順からユーザー・ディレクトリを除去すると、他のユーザー・ディレク
トリに割り当てられている検索順は自動的に更新されます。

ノート:

ネイティブ・ディレクトリは検索順から削除できません。

検索順からユーザー・ディレクトリを除去するには:

1. システム管理者として Shared Services Consoleにアクセスします。Shared
Services Consoleの起動を参照してください。

2. 「管理」、「ユーザー・ディレクトリの構成」の順に選択します。
3. 検索順から除去するディレクトリを選択します。
4. 「除外」をクリックします。
5. 「OK」をクリックします。
6. 「ディレクトリの構成結果」画面で「OK」をクリックします。
7. Foundation Servicesとその他の EPM Systemコンポーネントを再起動します。
検索順の変更
各ユーザー・ディレクトリに割り当てられているデフォルトの検索順は、ディレクト
リが構成されたシーケンスに基づきます。デフォルトでは、ネイティブ・ディレクト
リは検索順の最後のディレクトリとして設定されます。
検索順を変更するには:

1. システム管理者として Shared Services Consoleにアクセスします。Shared
Services Consoleの起動を参照してください。

2. 「管理」、「ユーザー・ディレクトリの構成」の順に選択します。
3. 検索順を変更するユーザー・ディレクトリを選択します。
4. 「上へ移動」または「下へ移動」をクリックします。
5. 「OK」をクリックします。
6. Foundation Servicesとその他の EPM Systemコンポーネント、および Shared

Servicesセキュリティ APIを使用するカスタム・アプリケーションを再起動しま
す。

セキュリティ・オプションの設定
セキュリティ・オプションは、検索順に含まれるすべてのユーザー・ディレクトリに
適用可能なグローバル・パラメータから構成されています。
セキュリティ・オプションを設定するには:

1. システム管理者として Oracle Hyperion Shared Services Consoleにアクセスしま
す。Shared Services Consoleの起動を参照してください。
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2. 「管理」、「ユーザー・ディレクトリの構成」の順に選択します。
3. 「セキュリティ・オプション」を選択します。
4. 「セキュリティ・オプション」では、グローバル・パラメータを設定します。

 

 

表 3-6 ユーザー・ディレクトリ用のセキュリティ・オプション

パラメータ 説明
トークンのタイムアウト Oracle Enterprise Performance Management System製品または

Webアイデンティティ管理ソリューションによって発行された
SSOトークンが期限切れになるまでの時間(分単位)。ユーザーは、
この期間が過ぎてからログインする必要があります。トークンのタ
イムアウトは、サーバーのシステム・クロックに基づいて設定され
ます。デフォルトは 480分です。

ノート:

トークンのタイムアウトは、セッションのタイムアウトと
は異なります。

キャッシュのリフレッシュ
間隔

Oracle Hyperion Shared Servicesでグループとユーザーの関係デ
ータのキャッシュをリフレッシュする間隔(分単位)。デフォルトは
60分です。
Shared Servicesでは、次のキャッシュ・リフレッシュ後にのみ、
新しい外部ユーザー・ディレクトリ・グループと、既存のグループ
に追加された新しいユーザーに関する情報がキャッシュされます。
新規に作成された外部ユーザー・ディレクトリ・グループを通じて
プロビジョニングされたユーザーの役割は、キャッシュがリフレッ
シュされるまでプロビジョニングされません。
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表 3-6 (続き) ユーザー・ディレクトリ用のセキュリティ・オプション

パラメータ 説明
今すぐリフレッシュ グループを含む Shared Servicesキャッシュのユーザー関係データ

へのリフレッシュを手動で開始するには、このボタンをクリックし
ます。外部ユーザー・ディレクトリに新規グループを作成し、それ
らをプロビジョニングした後、または新規ユーザーを既存のグルー
プに追加した後に、キャッシュ・リフレッシュを開始することが必
要な場合があります。キャッシュは、Shared Servicesによってキ
ャッシュ内のデータを使用する呼出しが行われた後にのみリフレッ
シュされます。

SSO互換性の使用可能化 デプロイメントが Oracle Business Intelligence Enterprise
Editionリリース 11.1.1.5以前と統合した場合は、このオプション
を選択します。

委任されたユーザー管理モ
ードを使用可能にする

EPM System製品の委任されたユーザー管理を使用可能にし、配布
されたプロビジョニング・アクティビティの管理をサポートするオ
プション。Oracle Enterprise Performance Management Systemユーザー・セキュリティ管理ガイドの委任されたユーザー管理を参
照してください。

SSOの使用可能 Oracle Access Managerなどのセキュリティ・エージェントからの
SSOのサポートを使用可能にするオプション

SSOプロバイダ/エージェン
ト

EPM System製品が SSOを受け入れる必要のあるWebアイデンテ
ィティ管理ソリューションを選択します。Webアイデンティティ
管理ソリューション(Kerberosなど)がリストされていない場合、
「その他」を選択します。
SSOプロバイダを選択すると、希望する SSOメカニズムと名前が自
動的に選択されます。必要に応じて、SSOメカニズム(HTTPヘッダ
ーまたはカスタム・ログイン・クラス)の名前を変更できます。
SSOプロバイダまたはエージェントとして「その他を選択した場合、
EPM Systemのサポートする SSOメカニズムをサポートすること
を確認する必要があります。Oracle Enterprise Performance
Management Systemセキュリティ構成ガイドのサポートされてい
る SSOの方法を参照してください。

SSOメカニズム ユーザーのログイン名を EPM System製品に提供するために選択
したWebアイデンティティ管理ソリューションで使用されるメソ
ッド。使用可能な SSOメソッドの説明は、Oracle Enterprise
Performance Management Systemセキュリティ構成ガイドのサポ
ートされている SSOの方法を参照してください。
• カスタム HTTPヘッダー: セキュリティ・エージェントが EPM

Systemに渡すヘッダーの名前を設定します。
• カスタム・ログイン・クラス: 認証用の HTTP要求を処理するカ

スタム Javaクラスを指定します。Oracle Enterprise
Performance Management Systemセキュリティ構成ガイドの
カスタム・ログイン・クラスを参照してください。

ノート:

カスタム・ログイン・クラスは、カスタム認証と同じ
ではありません。

• HTTP認証ヘッダー: 標準 HTTPメカニズム。
• HTTP要求からリモート・ユーザーを取得: セキュリティ・エージ

ェントによって HTTP要求にリモート・ユーザーが挿入される
場合、このオプションを選択します。
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表 3-6 (続き) ユーザー・ディレクトリ用のセキュリティ・オプション

パラメータ 説明
カスタム認証モジュール 認証モジュールで、カスタム認証モジュールが選択されているすべ

てのユーザー・ディレクトリでユーザーの認証に使用される必要が
あるカスタム認証モジュールの完全修飾 Javaクラス名(たとえば、
com.mycompany.epm.CustomAuthenticationImpl)。
認証モジュールは、ディレクトリ構成で使用可能(デフォルト)である
場合にのみ、ユーザー・ディレクトリに使用されます。
Oracle Hyperion Foundation Servicesでは、カスタム認証 JARフ
ァイルの名前が CustomAuth.jarである必要があります。
CustomAuth.jarは、
MIDDLEWARE_HOME\user_projects\domains\WEBLOGIC_DOMAI
N\lib (通常は C:\Oracle/Middleware/user_projects/
domains/EPMSystem/lib)に存在する必要があります。
いずれのクライアント・インストールにおいても、CustomAuth.jar
は EPM_ORACLE_HOME/common/jlib/11.1.2.0 (通常は
C:\Oracle\Middleware\EPMSystem11R1\common\jlib\11.1.
2.0)に存在する必要があります。
JARファイル内では任意のパッケージ構造およびクラス名を使用で
きます。
詳細は、Oracle Enterprise Performance Management Systemセキュリティ構成ガイドのカスタム認証モジュールの使用を参照してく
ださい。

5. 「OK」をクリックします。
6. Foundation Servicesとその他の EPM Systemコンポーネントを再起動します。

暗号化キーの再生成
Oracle Enterprise Performance Management Systemでは、次のキーを使用してセキュリティ
が確保されます:

• シングル・サインオン・トークン暗号化キー。EPM System SSOトークンの暗号化と復
号化に使用されます。このキーは、Oracle Hyperion Shared Servicesレジストリに保管さ
れます。

• 信頼できるサービス・キー。EPM Systemコンポーネントで、SSOトークンを要求して
いるサービスの認証の確認に使用されます

• プロバイダ構成暗号化キー。EPM Systemセキュリティで、構成されている外部ユーザ
ー・ディレクトリとのバインドに使用されるパスワード(LDAP対応ユーザー・ディレク
トリのユーザー DNパスワード)の暗号化に使用されます。このパスワードは、外部ユー
ザー・ディレクトリの構成時設定されます。

EPM Systemセキュリティを強化するために、これらのキーを定期的に変更します。Oracle
Hyperion Shared Servicesおよび EPM Systemのセキュリティ・サブシステムでは、128ビ
ットのキーの強度の AES暗号化が使用されます。
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注意:

Oracle Hyperion Financial Managementおよび Oracle Hyperion Profitability
and Cost Managementで使用されるタスクフローは、シングル・サインオン
暗号化キーを再生成すると無効化されます。キーを再生成した後に、タスク
フローを開いて保存して再度有効にします。

シングル・サインオン暗号化キー、プロバイダ構成キーまたは信頼できるサービス・
キーを再生成するには:

1. システム管理者として Oracle Hyperion Shared Services Consoleにアクセスしま
す。Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. 「管理」、「ユーザー・ディレクトリの構成」の順に選択します。
3. 「暗号化オプション」を選択します。
4. 「暗号化オプション」で、再生成するキーを選択します。
表 3-7 EPM Systemの暗号化オプション

オプション 説明
シングル・サインオン・ト
ークン

EPM System SSOトークンの暗号化と復号化に使用される暗
号化キーを再生成する場合に選択します。
「セキュリティ・オプション」で「SSO互換性の使用可能化」
が設定されている場合、次のいずれかのボタンを選択します。
• 新規 SSOトークン暗号化キーを作成する場合、「新しいキ
ーの生成」

• デフォルトの SSOトークン暗号化キーをリストアする場
合、「デフォルトにリセット」

ノート:

デフォルトの暗号化キーに戻す場合は、既存の
キーストア・ファイル(EPM_ORACLE_HOME/
common/CSS/ssHandlerTK)を、すべての EPM
Systemホスト・マシンから削除する必要があり
ます。

信頼できるサービス・キー EPM Systemコンポーネントで、SSOトークンを要求している
サービスの認証の確認に使用される信頼できる認証キーを再
生成する場合、このオプションを選択します。

プロバイダ構成キー EPM Systemセキュリティで、構成されている外部ユーザー・
ディレクトリとのバインドに使用されるパスワード(LDAP対
応ユーザー・ディレクトリのユーザー DNパスワード)の暗号化
に使用されるキーを再生成する場合、このオプションを選択し
ます。このパスワードは、外部ユーザー・ディレクトリの構成
時設定されます。

5. 「OK」をクリックします。
6. SSO暗号化キーを新たに生成する場合、このステップを完了させます。

第 3章
暗号化キーの再生成

3-28



a. 「ダウンロード」をクリックします。
b. 「OK」をクリックして、Oracle Hyperion Foundation Servicesをホストするサーバー
のフォルダに ssHandlerTK (新規 SSO暗号化キーをサポートするキーストア・ファイ
ル)を保存します。

c. ssHandlerTKをすべての EPM Systemホスト・マシン上の EPM_ORACLE_HOME/
common/CSSにコピーします。

7. Foundation Servicesとその他の EPM Systemコンポーネントを再起動します。

特殊文字の使用
Active Directoryおよびその他の LDAPベースのユーザー・ディレクトリでは、DN、ユーザー
名、役割およびグループ名などのエンティティで特殊文字が使用可能です。このような文字
を理解させるには、Oracle Hyperion Shared Servicesに対して特別な処理が必要になる場合
があります。
通常、ユーザー・ディレクトリ設定(ベース DNやユーザーおよびグループの URLなど)で特
殊文字を指定する場合は、エスケープ文字を使用する必要があります。次の表は、ユーザー
名、グループ名、ユーザー URL、グループ URL、およびユーザー DNの OUの値で使用可能
な特殊文字をリストしています。
表 3-8 サポートされている特殊文字

文字 名前または意味 文字 名前または意味
( 左カッコ $ ドル
) 右カッコ + プラス
" 二重引用符 & アンパサンド
' 一重引用符 \ 円記号(バックスラッシュ)

, カンマ ^ キャレット
= 次と等しい ; セミコロン
< 次より小さい # ポンド
> 次より大きい @ アットマーク

ノート:

ベース DN内の組織単位名に/(スラッシュ)を使用しないでください

• 特殊文字はログイン・ユーザー属性の値には使用できません。
• アスタリスク(*)は、ユーザー名、グループ名、ユーザー URL、グループ URL、およびユ
ーザー DNの OU名には使用できません。

• 特殊文字の組合せを含んだ属性値は使用できません。
• アンパサンド(&)は、エスケープ文字なしで使用できます。Active Directoryの設定では、

&は&amp;のように指定する必要があります。
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• ユーザー名とグループ名には円記号(バックスラッシュ)(\)とスラッシュ(/)の両方を
使用できません。たとえば、test/\userや new\test/userのような名前は使用で
きません。

表 3-9 エスケープする必要がない文字

文字 名前または意味 文字 名前または意味
( 左カッコ ' 一重引用符
) 右カッコ ^ キャレット
$ ドル @ アットマーク
& アンパサンド

ノート:

&は&amp;のように記述されている必要があります。

これらの文字は、ユーザー・ディレクトリの設定(ユーザー名、グループ名、ユーザー
URL、グループ URLおよびユーザー DN)で使用する場合にエスケープされる必要があ
ります。
表 3-10 ユーザー・ディレクトリ構成設定における特殊文字のエスケープ

特殊文字 エスケープ 設定例 エスケープの例
カンマ(,) 円記号/バックスラッシュ

(\)
ou=test,ou ou=test\,ou

プラス記号(+) 円記号/バックスラッシュ
(\)

ou=test+ou ou=test\+ou

等しい(=) 円記号/バックスラッシュ
(\)

ou=test=ou ou=test\=ou

シャープ(#) 円記号/バックスラッシュ
(\)

ou=test#ou ou=test\#ou

セミコロン(;) 円記号/バックスラッシュ
(\)

ou=test;ou ou=test\;ou

より小さい(<) 円記号/バックスラッシュ
(\)

ou=test<ou ou=test\<ou

より大きい(>) 円記号/バックスラッシュ
(\)

ou=test>ou ou=test\>ou

二重引用符(") 二重の円記号/バックスラ
ッシュ(\\)

ou=test"ou ou=test\\"ou

円記号/バックス
ラッシュ(\)

三重の円記号/バックスラ
ッシュ(\\\)

ou=test\ou ou=test\\\\ou

第 3章
特殊文字の使用

3-30



ノート:

• ユーザー DNでは、二重引用符(")は、1つの円記号(バックスラッシュ)でエスケ
ープされる必要があります。たとえば、ou=test"ouは ou=test\"ouと指定する
必要があります。

• ユーザー DNでは、円記号(バックスラッシュ)(\)は、1つの円記号(バックスラッ
シュ)でエスケープされる必要があります。たとえば、ou=test\ouは ou=test\
\ouと指定する必要があります。

注意:

ユーザー URLが指定されていない場合、RDNルート内で作成されるユーザーに/
(スラッシュ)または\ (円記号(バックスラッシュ))が含まれていてはいけません。同
様に、グループ URLが指定されない場合、これらの文字は RDNルート内に作成さ
れたグループ名で使用してはいけません。たとえば、OU=child\ou,OU=parent/ouま
たは OU=child/ou,OU=parent\ouなどのグループ名は、サポートされません。この
問題は、ユーザー・ディレクトリ構成の ID属性に一意の属性を使用している場合は
該当しません。

ネイティブ・ディレクトリでの特殊文字
ネイティブ・ディレクトリのユーザー名とグループ名には、特殊文字がサポートされていま
す。
表 3-11 サポートされている特殊文字: ネイティブ・ディレクトリ

文字 名前または意味 文字 名前または意味
@ アットマーク , カンマ
# ポンド = 次と等しい
$ ドル + プラス
^ キャレット ; セミコロン
( 左カッコ ! 感嘆符
) 右カッコ % パーセント
' 一重引用符
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4
アプリケーション・グループおよびアプリケーションでの操作

次も参照:

• 概要
• アプリケーション・グループの操作
• アプリケーションの管理
• アプリケーションの参照

概要
アプリケーション・グループとアプリケーションは、Oracle Enterprise Performance
Management Systemにおける重要な概念です。アプリケーションは、Oracle Hyperion
Shared Servicesに登録されている EPM Systemコンポーネントの 1つのインスタンスへの
参照です。プロビジョニング・アクティビティは、アプリケーションに対して実行されます。
通常、アプリケーションはアプリケーション・グループにグループ分けされます。

アプリケーション・グループの操作
通常、デプロイしたアプリケーション・インスタンスは、Oracle Enterprise Performance
Management Systemによって、デプロイ時に選択した既存のアプリケーション・グループ
か、デフォルト・アプリケーション・グループ内に置かれます。
アプリケーション・グループは EPM Systemアプリケーションのコンテナです。たとえば、
アプリケーション・グループには、Oracle Hyperion Planningアプリケーションと Oracle
Hyperion Financial Managementアプリケーションが含まれている場合があります。アプリ
ケーションが属すことのできるアプリケーション・グループの数は 1つですが、アプリケー
ション・グループには複数のアプリケーションを含められます。
通常、アプリケーションは、EPM Systemコンポーネントによって、固有のアプリケーショ
ン・グループ内に置かれます。EPM Systemコンポーネントによって独自のアプリケーショ
ン・グループが作成されない場合、アプリケーションを登録しているユーザーは、アプリケ
ーション・グループ(たとえば、デフォルト・アプリケーション・グループ)を選択し、アプリ
ケーションを整理できます。Oracle Hyperion Shared Servicesに登録されているが、アプリ
ケーション・グループに追加されていないアプリケーションは、ビュー・ペインの「デフォ
ルト・アプリケーション・グループ」ノードの下にリストされます。プロビジョニング・マ
ネージャはユーザーおよびグループを「デフォルト・アプリケーション・グループ」ノード
にリストされているアプリケーションからの役割でプロビジョニングできます。
アプリケーション・グループの管理タスクを詳しく解説するトピック:

• アプリケーション・グループの作成
• アプリケーション・グループ・プロパティの変更
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• アプリケーション・グループの削除

ノート:

アプリケーション・グループを作成および管理するには、機能の管理者また
は LCM管理者である必要があります。機能の管理者はすべての登録済アプ
リケーションを操作できます。プロジェクト・マネージャは、自分がプロビ
ジョニング・マネージャで担当するアプリケーションのみ表示できます。

アプリケーション・グループの作成
アプリケーション・グループの作成中、新規アプリケーション・グループにアプリケ
ーションを割り当てることもできます。
アプリケーション・グループを作成するには:

1. 機能の管理者として Oracle Hyperion Shared Services Consoleにアクセスしま
す。Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. ビュー・ペインで、「アプリケーション・グループ」を右クリックし、「新規アプリ
ケーション・グループ」を選択します。

3. 「名前」に一意のアプリケーション・グループ名を入力し、「説明」にはオプション
の説明を入力します。
アプリケーション・グループ名では、大文字と小文字が区別されます。たとえば、
Test_1、TEst_1および test_1はそれぞれ一意のグループ名です。

4. このアプリケーション・グループにアプリケーションを割り当てるには:

a. 「アプリケーション・グループのアプリケーションのリスト」から、割り当て
るアプリケーションを含むアプリケーション・グループを選択します。

b. 「リストの更新」をクリックします。使用可能なアプリケーションのリストに、
アプリケーション・グループに割当て可能なアプリケーションが表示されま
す。

c. 「使用可能なアプリケーション」で、アプリケーション・グループに割り当て
るアプリケーションを選択し、 をクリックします。

d. 割り当てられたアプリケーションを削除するには、「割り当てられたアプリケ
ーション」から、削除するアプリケーションを選択して、 をクリックしま
す。

5. 「終了」をクリックします。
6. 「追加作成」をクリックし、別のアプリケーション・グループを作成するか、「OK」
をクリックしてステータス画面を閉じます。

アプリケーション・グループ・プロパティの変更
プロパティおよびアプリケーションの割当てなどアプリケーション・グループの設定
はすべて変更できます。
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ノート:

機能の管理者はアプリケーションを別のアプリケーション・グループから移動する
ことで、アプリケーション・グループに追加することもできます。アプリケーショ
ンの移動を参照してください。

アプリケーション・グループを変更するには:

1. 機能の管理者として Oracle Hyperion Shared Services Consoleにアクセスします。
Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. ビュー・ペインでアプリケーション・グループを右クリックし、「開く」を選択します。
3. 必要に応じてアプリケーション・グループ・プロパティを変更します。アプリケーション
の割当てまたは削除の詳細は、アプリケーション・グループの作成のステップ 4を参照し
てください。

ノート:

グループから削除するアプリケーションは、自動的にデフォルト・アプリケー
ション・グループに再度割り当てられます。

4. 「保存」をクリックします。

アプリケーション・グループの削除
アプリケーション・グループを除去すると、アプリケーションとアプリケーション・グルー
プとの関連付けが除去され、アプリケーション・グループが削除されますが、アプリケーシ
ョンからプロビジョニング割当ては削除されません。次のアプリケーション・グループは削
除できません。
• デフォルト・アプリケーション・グループ
• Foundation

• ファイル・システム
アプリケーション・グループを削除するには:

1. 機能の管理者として Oracle Hyperion Shared Services Consoleにアクセスします。
Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. ビュー・ペインでアプリケーション・グループを右クリックし、「削除」を選択します。

ノート:

アプリケーション・グループに割り当てられているアプリケーションは自動的
にデフォルト・アプリケーション・グループに再度割り当てられます。

3. 「はい」をクリックします。
4. 「OK」をクリックします。
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アプリケーションの管理
Oracle Hyperion Shared Servicesにより、登録済 Oracle Enterprise Performance
Management Systemアプリケーションが追跡されます。
一般的には、アプリケーション・インスタンスは、デプロイメント・プロセス中に
Shared Servicesに登録されます。
一部のアプリケーションの登録では、アプリケーション・グループが作成され、その
アプリケーション・グループにアプリケーションを割り当てます。登録でアプリケー
ション・グループが作成されない場合は、アプリケーションがデフォルト・アプリケ
ーション・グループの下に一覧表示されます。プロビジョニング・マネージャは、こ
れらのアプリケーションをプロビジョニングできます。機能の管理者がデフォルト・
アプリケーション・グループから別のアプリケーション・グループにアプリケーショ
ンを移動する場合、Shared Servicesはプロビジョニング情報を保持します。
アプリケーション管理タスクについてのトピック
• アプリケーションの移動
• アプリケーション間のプロビジョニング情報のコピー
• アプリケーションの削除
• Essbaseアプリケーション・アーティファクトのプロビジョニング

アプリケーションの移動
機能の管理者はプロビジョニング・データを失うことなく、1つのアプリケーション・
グループから別のアプリケーション・グループにアプリケーションを移動できます。
アプリケーション・グループからアプリケーションを移動すると、アプリケーション
とアプリケーション・グループ間の関連付けが除去されます。

ノート:

Shared Servicesとデプロイメント・メタデータのアプリケーションは、
Foundationアプリケーション・グループから移動できません。

アプリケーションを移動するには:

1. 機能の管理者として Oracle Hyperion Shared Services Consoleにアクセスしま
す。Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. 移動するアプリケーションを含むアプリケーション・グループのノードを展開しま
す。

3. アプリケーションを右クリックし、「移動」を選択します。
4. 「移動」でアプリケーションの移動先のアプリケーション・グループを選択します。
5. 「保存」をクリックします。
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アプリケーション間のプロビジョニング情報のコピー
機能の管理者は、複数の Oracle Enterprise Performance Management Systemアプリケーシ
ョン・インスタンス(たとえば、2つの Oracle Hyperion Planningアプリケーション)間でプロ
ビジョニング情報をコピーできます。プロビジョニング・マネージャがプロビジョニング情
報をコピーすると、すべてのユーザー、グループ、および役割の情報がターゲット・アプリ
ケーションにコピーされます。アーティファクト・プロビジョニング情報はアプリケーショ
ン間でコピーできません。
アプリケーション間でプロビジョニング情報をコピーするには:

1. プロビジョニング・マネージャまたは機能の管理者として Oracle Hyperion Shared
Services Consoleにアクセスします。Shared Services Consoleの起動を参照してくださ
い。

2. ビュー・ペインで、プロビジョニング情報のコピー元のアプリケーションを含むアプリケ
ーション・グループのノードを展開します。

3. プロビジョニング情報をコピーするアプリケーションを右クリックして、「プロビジョニ
ングのコピー」を選択します。
「プロビジョニングのコピー」が開きます。このタブには、プロビジョニング情報をコピ
ーできるターゲット・アプリケーションが一覧表示されます。

4. 目的のアプリケーションを選択します。
5. 「保存」をクリックします。

複数のアプリケーションの削除
機能の管理者がアプリケーションを削除すると、プロビジョニング情報も削除されます。
アプリケーションを削除するには:

1. 機能の管理者として Oracle Hyperion Shared Services Consoleにアクセスします。
Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. ビュー・ペインで、「アプリケーション・グループ」を右クリックし、「削除」を選択しま
す。

3. 削除するアプリケーションを選択します。アプリケーション・グループ内のすべてのアプ
リケーションを削除するには、そのアプリケーション・グループを選択します。

ノート:

この画面でアプリケーション・グループを削除できません。アプリケーション・
グループの削除を参照してください。

4. 「削除」をクリックします。
5. 「OK」をクリックします。
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アプリケーションの削除
機能の管理者はアプリケーション・グループからアプリケーションを削除できます。
アプリケーション・グループからアプリケーションを削除する場合、そのアプリケー
ションのプロビジョニング情報はすべて除去されます。
アプリケーションを削除するには:

1. 機能の管理者として Oracle Hyperion Shared Services Consoleにアクセスしま
す。Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. ビュー・ペインで、削除するアプリケーションを含むアプリケーション・グループ
のノードを展開します。

3. アプリケーションを右クリックし、「削除」を選択します。
4. 「OK」をクリックします。

Essbaseアプリケーション・アーティファクトのプロビジ
ョニング

Oracle Enterprise Performance Management Systemでは、アプリケーション・レベル
とアーティファクト・レベルのプロビジョニングを使用して、アプリケーションとデ
ータのセキュリティが確保されます。各 EPM Systemアプリケーションへのアクセス
は、ユーザーおよびグループにアプリケーションの役割をプロビジョニングすること
で制限されます。通常、プロビジョニング・マネージャは、Oracle Hyperion Shared
Services Consoleを使用して EPM Systemアプリケーションに対するユーザーおよび
グループのプロビジョニングを行います。
一部の EPM Systemアプリケーションは、独自のアーティファクト (アプリケーション
のみに属するレポートおよび計算スクリプトなど)を作成します。ほとんどの場合、ア
プリケーションのアーティファクトへのアクセスは、アプリケーション・ユーザーお
よびグループにプロビジョニングすることで制御できます。たとえば、Oracle
Essbase Administration Servicesコンソールまたは MaxLを使用して Oracle Essbase
のフィルタおよび計算スクリプトを作成します。Essbaseアプリケーションのプロビ
ジョニング・マネージャは、Shared Services Consoleを使用して、これらのフィルタ
および計算スクリプトをプロビジョニングできます。
プロビジョニング・マネージャはプロビジョニング・マネージャとして定義されたア
プリケーションからの役割でグループをプロビジョニングできます。一般的には、ア
プリケーションの所有者(アプリケーションを作成し、Oracle Hyperion Foundation
Servicesに登録したユーザー)にはアプリケーションのプロビジョニング・マネージャ
の役割が自動的に付与されます。
この手順を開始する前に、必要なサーバーとアプリケーションが実行されていること
を確認してください。
アプリケーション固有のアクセス権限を割り当てるには:

1. プロビジョニング・マネージャとして Shared Services Consoleにアクセスしま
す。Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. ビュー・ペインで、アクセス権限を割り当てるアプリケーションを含むアプリケー
ション・グループを展開します。
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3. アプリケーションを右クリックし、「アクセス権の割当て」を選択します。このオプショ
ンは、アクセス権限を設定可能なアプリケーションにのみ使用可能です。

ノート:

アプリケーションが実行されていない場合は、アプリケーションを選択すると
エラー・メッセージが表示されます。アプリケーションにアクセスするには、
アプリケーションを起動し、「表示」、「リフレッシュ」の順にクリックして、ビ
ュー・ペインをリフレッシュします。

4. アクセス権を割り当てます。製品の役割のリストは、EPM Systemの役割を参照してくだ
さい。

アプリケーションの参照
Oracle Hyperion Shared Services Consoleの Oracle Hyperion Enterprise Performance
Management Systemライフサイクル管理インタフェースにより、アプリケーション・アーテ
ィファクトの表示、検索、エクスポートおよびインポートが可能です。アーティファクトは
各種カテゴリにソートされているため、整然と表示されます。Oracle Enterprise Performance
Management Systemライフサイクル管理ガイドを参照してください。
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5
委任されたユーザー管理

次も参照:

• 委任されたユーザー管理について
• 管理者の階層
• 委任されたユーザー管理モードを使用可能にする
• 委任された管理者の作成

委任されたユーザー管理について
委任されたユーザー管理では、Oracle Enterprise Performance Management System製品向け
の管理者の階層を作成できます。Oracle Hyperion Shared Services管理者は、この機能を使
用して、自分に管理責任があるユーザーとグループを管理するための制限付きアクセスを他
の管理者に付与し、その管理者にユーザーとグループの管理を委任できます。
Shared Services管理者の役割を持つユーザーのみが EPM System製品のすべてのユーザー
とグループを表示できます。委任された管理者は、責任のあるユーザーとグループのみを表
示および管理できます。また、委任された管理者は、割り当てられた役割によって許可され
た管理タスクのみを実行できます。

管理者の階層
システム管理者、機能の管理者および委任された管理者の 3層の管理者は、委任された管理
モードに存在します。

システム管理者
システム管理者は、Oracle Enterprise Performance Management Systemセキュリティおよび
システム環境の管理の責任を負う情報テクノロジの専門家です。

機能の管理者
システム管理者は、企業ユーザーに Oracle Hyperion Foundation Servicesの LCM管理者の役
割およびデプロイされた各 Oracle Enterprise Performance Management Systemコンポーネ
ントの管理者の役割をプロビジョニングすることによって、機能の管理者を作成します。こ
の機能の管理者はアプリケーション間でプロビジョニング・アクティビティをすべて実行で
きます。
機能の管理者は、EPM System内で、アクセスをより制限された他の機能の管理者を作成で
きます。たとえば、Oracle Hyperion Planningアプリケーション PlanApp1を管理する場合、
機能の管理者はユーザーに Foundation Servicesの LCM管理者の役割と Planningアプリケ
ーション PlanApp1の管理者の役割をプロビジョニングできます。
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委任された管理者
委任された管理者には、Oracle Enterprise Performance Management Systemコンポー
ネントに対する管理者レベルのアクセス権が制限付きで与えられます。委任された管
理者は、管理者アクセスを許可されているユーザーとグループにのみアクセスできま
す。これで、複数の管理者全体でユーザーとグループ管理のタスクを分割できます。
EPM Systemコンポーネントに対して委任された管理者が実行できるアクションのス
コープは、機能の管理者がプロビジョニングによって許可したアクセス権によってコ
ントロールされます。たとえば、委任された管理者が Oracle Hyperion Shared
Servicesでディレクトリ・マネージャのグローバルの役割を許可され、ユーザーがネ
イティブ・ディレクトリでユーザーとグループを作成できると仮定してください。役
割を追加しない場合、この委任された管理者は、他の管理者が作成したユーザーとグ
ループのリストを表示できません。作成したユーザーを表示するには、委任された管
理者に役割の追加が必要です。

委任されたユーザー管理モードを使用可能にする
デフォルトの Oracle Hyperion Shared Servicesのデプロイメントでは、委任された管
理はサポートされていません。委任された管理者を作成する前に Shared Servicesの
委任されたユーザー管理モードを使用可能にする必要があります。委任されたユーザ
ー管理モードに切り替えると、追加の画面およびメニュー・オプションが使用可能に
なります。
委任された管理モードでは、委任された管理者に割り当てられた役割のスコープは、
委任されたリストのユーザーとグループに制限されています。デフォルト・モードに
戻すと、その制限が解除され、その役割のオリジナルのスコープが回復します。たと
えば、Essbaseプロビジョニング・マネージャの役割を割り当てられているユーザー
del_admin1は、Esb_group1および Esb_group2の委任された管理者であると仮定し
てください。デフォルト・モードに戻すと、del_admin1がすべてのユーザーとグルー
プに対して Essbaseプロビジョニング・マネージャになります。
委任されたユーザー管理モードを使用可能にするには:

1. 機能の管理者として Oracle Hyperion Shared Services Consoleにアクセスしま
す。Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. 「管理」から、「ユーザー・ディレクトリの構成」を選択します。
3. 「セキュリティ・オプション」、「詳細オプションの表示」の順に選択します。
4. 「委任されたユーザー管理モードを使用可能にする」を選択します。
5. 「OK」をクリックします。
6. 「OK」をクリックします。
7. Oracle Hyperion Foundation Servicesおよびその他の Oracle Enterprise

Performance Management Systemコンポーネントを再起動します。

委任された管理者の作成
• プランニング・ステップ
• 委任された管理者のプロビジョニング

第 5章
委任されたユーザー管理モードを使用可能にする

5-2



• 委任リストの作成
• 委任されたレポートの表示

プランニング・ステップ
• 委任された管理者のユーザー・アカウント
• 委任プランの作成

委任された管理者のユーザー・アカウント
機能の管理者は、Oracle Hyperion Shared Servicesで構成されたユーザー・ディレクトリの
ユーザー・アカウントから、委任された管理者を作成します。プロビジョニングとは異なり、
委任された管理者の機能はグループには割り当てることができません。Shared Services管
理の委任プロセスを開始する前に、委任された管理者が、構成されたユーザー・ディレクト
リでユーザーとして作成されることを確認します。

委任プランの作成
委任プランでは、Oracle Enterprise Performance Management Systemコンポーネントとタス
クを効果的に管理するために必要な管理者を委任先として識別し、その管理者にそれらのコ
ンポーネントとタスクの実行を許可する必要があります。プランではこれらのユーザー、グ
ループ、および役割が識別される必要があります。
• 各委任された管理者が管理する必要のあるユーザーとグループ。このリストは、委任リス
トを作成中に使用できます。委任リストの作成を参照してください。

• 委任された各管理者に付与する必要がある Oracle Hyperion Shared Services製品および
EPM System製品の役割

委任された管理者のプロビジョニング
機能の管理者は実施する必要のあるアクティビティを定義する委任プランに基づいて役割を
付与することにより、委任された管理者にプロビジョニングします。Foundation Servicesの
役割を参照してください。
委任された管理者には、Oracle Enterprise Performance Management System製品の役割を付
与できます。たとえば、委任された管理者に EPM System製品での管理タスクの実行を許可
するには、Oracle Hyperion Planningのプロビジョニング・マネージャの役割を付与します。

委任リストの作成
委任リストでは、委任された管理者が管理できるユーザーとグループが識別されます。各リ
ストは、1つ以上の委任された管理者に割り当てられます。委任された管理者は、次のタスク
を実行できます。
• 委任リストを通して、管理者に割り当てられたユーザーとグループのみを表示します。そ
の他のユーザーとグループはすべて、リストから非表示になったままです。

• 管理する他のユーザーの委任リストを作成します。
• 委任リストに含まれるユーザーとグループのみを検索して取得します。

第 5章
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ノート:

Oracle Hyperion Shared Servicesでは、現在のユーザーが委任リストの管理
を担当している場合にのみ、「委任リスト」ノードが表示されます。

委任された管理者が作成するユーザーとグループは、これらを作成した管理者に自動
的には割り当てられません。機能の管理者は、委任された管理者がこれらのユーザー
とグループにアクセスする前に、これらのユーザーとグループを委任リストに追加す
る必要があります。ただし、委任された管理者は、作成する委任リストにこれらのユ
ーザーとグループを割り当てることができます。
委任リストを作成するには:

1. Oracle Hyperion Shared Services Consoleにアクセスします。Shared Services
Consoleの起動を参照してください。

2. ビュー・ペインで、「委任リスト」を右クリックし、「新規委任」を選択します。
3. 「全般」に、一意の委任されたリンク名とオプションの説明を入力します。
4. オプション: このリストに割り当てられた委任された管理者が管理できるブループ
を追加するには、「次へ」をクリックします。
「グループ・メンバー」が表示されます。
a. 「ディレクトリ」で、グループを表示するユーザー・ディレクトリを選択しま
す。委任された管理者である場合は、自分に割り当てられているグループのみ
検索できます。

b. 検索するグループ属性(グループ名または説明)をドロップダウン・リストから
選択し、検索フィルタを入力します。

c. 「検索」をクリックします。
d. 「使用可能なグループ」から、グループを選択します。
e. をクリックします。

ノート:

Shared Servicesは、Oracleおよび SQL Serverデータベースの役割
をユーザー・ディレクトリのグループと同等のものとみなします。
Oracleデータベース の役割は、階層にすることができます。
SQL Serverデータベースの役割はネストできません。

f. オプション: 「割り当てられたグループ」からグループを選択し、 をクリッ
クしてグループの割当てを解除します。

5. オプション: 「次へ」をクリックして、このリストの委任された管理者が管理でき
るユーザーを追加します。
「ユーザー・メンバー」が表示されます。

第 5章
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a. 「ディレクトリ」で、ユーザーを表示するユーザー・ディレクトリを選択します。委
任された管理者である場合は、検索では、自分に割り当てられているユーザーのみが
リストされます。

b. 検索するユーザー属性をドロップダウン・リストから選択し、検索フィルタを入力し
ます。

c. 「検索」をクリックします。
d. 「使用可能なユーザー」から、ユーザーを選択します。
e. をクリックします。
選択したユーザーが「割り当てられたユーザー」に一覧表示されます。

f. オプション: 「割り当てられたユーザー」からユーザーを選択し、 をクリックして
ユーザーの割当てを解除します。

ノート:

リストの委任された管理者が、ユーザーとして自動的に追加されます。

6. オプション: 「次へ」をクリックして、このリスト用の委任された管理者を割り当てます。
「管理者」が表示されます。

a. 「ディレクトリ」で、ユーザーを表示するユーザー・ディレクトリを選択します。
b. 検索するユーザー属性をドロップダウン・リストから選択し、検索フィルタを入力し
ます。

c. 「検索」をクリックします。
d. 「使用可能なユーザー」から、ユーザーを選択します。
e. をクリックします。
選択したユーザーが「割り当てられたユーザー」に一覧表示されます。

f. オプション: 「割り当てられたユーザー」からユーザーを選択し、 をクリックして
ユーザーの割当てを解除します。

ノート:

リストを作成するユーザーが、リストの委任された管理者として自動的に追加
されます。

7. 「終了」をクリックします。
8. 「追加作成」をクリックして別のリストを作成するか、「OK」をクリックして「委任リス
トの作成」画面を閉じます。

委任リストの変更
委任された管理者は、自分に割り当てられているリストのみ変更できます。機能の管理者は
すべての委任リストを変更できます。
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委任リストを変更するには:

1. Oracle Hyperion Shared Services Consoleにアクセスします。Shared Services
Consoleの起動を参照してください。

2. ビュー・ペインのノードから「委任リスト」を選択します。
3. 変更する委任リストを検索します。ユーザー、グループ、役割および委任リストの
検索を参照してください。
検索条件に一致する委任リストが「参照」タブに一覧表示されます。

4. 委任リストを右クリックして、「プロパティ」を選択します。
5. オプション: 「全般」で、リスト名と説明を変更します。
6. オプション: グループの割当てを変更するには、「グループ・メンバー」をクリック
します。
a. 「ディレクトリ」で、グループを表示するユーザー・ディレクトリを選択しま
す。委任された管理者である場合は、自分に割り当てられているグループのみ
検索できます。

b. 検索するグループ属性(グループ名または説明)をドロップダウン・リストから
選択し、検索フィルタを入力します。

c. 「検索」をクリックします。
d. 「使用可能なグループ」から、グループを選択します。
e. をクリックします。

ノート:

Oracle Hyperion Shared Servicesは、Oracleおよび SQL Serverデー
タベースの役割をユーザー・ディレクトリのグループと同等のものと
みなします。
Oracleデータベース の役割は、階層にすることができます。
SQL Serverデータベースの役割はネストできません。

f. オプション: 「割り当てられたグループ」からグループを選択し、 をクリッ
クしてグループの割当てを解除します。

7. オプション: ユーザーの割当てを変更するには、「ユーザー・メンバー」をクリック
します。
a. 「ディレクトリ」で、ユーザーを表示するユーザー・ディレクトリを選択しま
す。委任された管理者である場合は、検索では、自分に割り当てられているユ
ーザーのみがリストされます。

b. 検索するユーザー属性をドロップダウン・リストから選択し、検索フィルタを
入力します。

c. 「検索」をクリックします。
d. 「使用可能なユーザー」から、ユーザーを選択します。
e. をクリックします。
選択したユーザーが「割り当てられたユーザー」に一覧表示されます。
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f. オプション: 「割り当てられたユーザー」からユーザーを選択し、 をクリックして
ユーザーの割当てを解除します。

8. オプション: 委任された管理者の割当てを変更するには、「管理者」をクリックします。
a. 「ディレクトリ」で、ユーザーを表示するユーザー・ディレクトリを選択します。
b. 検索するユーザー属性をドロップダウン・リストから選択し、検索フィルタを入力し
ます。

c. 「検索」をクリックします。
d. 「使用可能なユーザー」から、ユーザーを選択します。
e. をクリックします。
選択したユーザーが「割り当てられたユーザー」に一覧表示されます。

f. オプション: 「割り当てられたユーザー」からユーザーを選択し、 をクリックして
ユーザーの割当てを解除します。

9. 「OK」をクリックします。
10.「OK」をクリックします。

委任リストの削除
委任リストを削除するには:

1. Oracle Hyperion Shared Services Consoleにアクセスします。Shared Services Console
の起動を参照してください。

2. ビュー・ペインのノードから「委任リスト」を選択します。
3. 変更する委任リストを検索します。ユーザー、グループ、役割および委任リストの検索を
参照してください。
検索条件に一致する委任リストが「参照」タブに一覧表示されます。

4. 委任リストを右クリックして、「削除」を選択します。
5. 「はい」をクリックします。
6. 「OK」をクリックします。

委任されたレポートの表示
委任されたレポートには、選択された委任リストに割り当てられたユーザーとグループ、お
よびリストが割り当てられた委任された管理者に関する情報が含まれます。
機能の管理者は、すべての委任リストの委任されたレポートを生成および表示できます。委
任された管理者は、作成した委任リスト、および管理者に割り当てられた委任リスト上のレ
ポートを生成できます。
委任されたレポートを表示するには:

1. Oracle Hyperion Shared Services Consoleにアクセスします。Shared Services Console
の起動を参照してください。

2. ビュー・ペインのノードで、「委任リスト」を右クリックし、「委任されたレポートの表
示」を選択します。

第 5章
委任された管理者の作成

5-7



3. 「委任リスト名」で、レポートが生成されるリスト名を入力します。パターン検索
用にワイルドカードとして*を使用します。

4. 「管理者」で、指定リストの割当てがレポートされる委任された管理者のユーザー
IDを入力します。パターン検索にはワイルドカードとして*を使用します。

5. 「作成」をクリックします。
6. 「OK」をクリックしてレポートを閉じるか、または「印刷プレビュー」をクリック
してレポートをプレビューします。
レポートをプレビューする場合:

a. 「印刷」をクリックしてレポートを印刷します。
b. 「閉じる」をクリックしてレポートの表示ウィンドウを閉じます。
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6
ネイティブ・ディレクトリの管理

次も参照:

• ネイティブ・ディレクトリについて
• デフォルトのネイティブ・ディレクトリ・ユーザーおよびグループ
• ネイティブ・ディレクトリ・ユーザーの管理
• ネイティブ・ディレクトリ・グループの管理
• 役割の管理
• ネイティブ・ディレクトリのバックアップ

ネイティブ・ディレクトリについて
ネイティブ・ディレクトリは、ユーザー・プロビジョニング・データおよび製品登録データ
を格納するリレーショナル・データベースです。
Oracle Hyperion Shared Services Consoleは、ネイティブ・ディレクトリの管理インタフェ
ースです。Shared Services Consoleには、ネイティブ・ディレクトリを含め、構成済ユーザ
ー・ディレクトリから取得された Oracle Enterprise Performance Management Systemのユ
ーザーとグループのリストが表示されます。これらのユーザーおよびグループは、プロビジ
ョニングで使用されます。

デフォルトのネイティブ・ディレクトリ・ユーザー
およびグループ

ネイティブ・ディレクトリには、デフォルトで、デフォルトの管理者アカウント(推奨される
デフォルトのユーザー名は admin)が含まれています。このアカウントは、Oracle Enterprise
Performance Management Systemセキュリティおよびシステム環境の維持の責任を負うシ
ステム管理者の作成に使用されます。
システム管理者は、すべてのネイティブ・ディレクトリおよび Oracle Hyperion Shared
Services管理タスクを実行する機能の管理者を作成します。
EPM Systemのすべてのユーザー (ネイティブ・ディレクトリと外部ユーザー・ディレクトリ
のどちらで定義されていても )は、WORLDグループ(ネイティブ・ディレクトリの唯一のデフ
ォルト・グループ)に属しています。WORLDは論理グループです。Shared Servicesのすべて
のユーザーは、このグループに割り当てられたすべての役割を継承します。ユーザーは、ユ
ーザーに直接割り当てられたすべての権限およびユーザーのグループ(WORLDグループを含
む)に割り当てられたすべての権限を合せて取得します。
Shared Servicesが委任モードでデプロイされている場合、WORLDグループには、グループ
およびユーザーが含まれます。ユーザーの委任リストにWORLDグループが含まれている場
合、ユーザーは、検索時にすべてのユーザーおよびグループを取得できます。
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ネイティブ・ディレクトリ・ユーザーの管理
機能の管理者またはディレクトリ・マネージャは、次のタスクの一部を実行して、ネ
イティブ・ディレクトリのユーザー・アカウントを管理できます。
• ユーザーの作成
• ユーザー・アカウントの表示および変更
• ユーザー・アカウントの非アクティブ化
• ユーザー・アカウントの削除
• ユーザーとグループのプロビジョニング
• グループのプロビジョニング解除
• プロビジョニング・レポートの生成

ノート:

外部ユーザー・ディレクトリのユーザーは、Oracle Hyperion Shared Services
Consoleから管理できません。

ユーザーの作成
ユーザーを作成するには:

1. 機能の管理者またはディレクトリ・マネージャとして Oracle Hyperion Shared
Services Consoleにアクセスします。Shared Services Consoleの起動を参照して
ください。

2. ビュー・ペインのノードで、「ユーザー」を右クリックし、「新規ユーザー」を選択
します。

3. 「ユーザーの作成」に、必要な情報を入力します。
表 6-1 「ユーザーの作成」画面

ラベル 説明
ユーザー名 組織の名前付けルールに従う一意のユーザ

ー識別子(最大 256文字)(例: jyoungなどの
名の先頭文字とそれに続く姓)
ユーザー名には、任意の数値または文字の組
合せを含むことができます。
同じユーザー名(スペースの数のみが異なる
名前など)を作成できません。たとえば、ユ
ーザー名 user 1 (userと 1の間にスペー
スが 1つある)と user 1 (userと 1の間に
スペースが 2つある)は作成できません。

パスワード パスワードは大文字と小文字を区別し、文字
の任意の組合せを含むことができます。
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表 6-1 (続き) 「ユーザーの作成」画面

ラベル 説明
パスワードの確認 パスワードを再入力します。
名 ユーザーの名(オプション)
姓 ユーザーの姓(オプション)
説明 ユーザーの説明(オプション)
電子メール・アドレス ユーザーの電子メール・アドレス(オプショ

ン)。電子メール・サーバー・ドメインの拡
張子(.com、.org、.govなど)は、4文字まで
にする必要があります。

4. オプション: ネイティブ・ディレクトリ・グループにユーザーを割り当てるには、「次」
をクリックします。
a. 「使用可能なグループ」リストの上にあるフィールドを使用して、グループを検索し
ます。
i. ドロップダウン・リストから、「グループ名」を選択すると、グループ名に基づい
て検索します。「説明」を選択すると、グループの説明に基づいて検索されます。

ii. グループを取得するための条件を入力します。* (アスタリスク)をワイルドカー
ドとして使用すると、使用可能なすべてのグループが取得されます。

iii.「検索」をクリックします。
検索条件に一致するグループが、「使用可能なグループ」に表示されます。

b. 「使用可能なグループ」から、グループを選択します。
c. をクリックします。
選択したグループは、「割り当てられたグループ」リストに表示されます。

d. オプション: 別のグループを取得して割り当てるには、ステップ 4.aを繰り返します。
「割り当てられたグループ」の上にあるフィールドを使用すると、割り当てられたグ
ループを検索し、削除するグループを識別できます。
割り当てられたグループを削除するには、「割り当てられたグループ」から、削除す
るグループを選択して、 をクリックします。

5. 「終了」をクリックします。
6. 「追加作成」をクリックして別のユーザーを作成するか、「終了」をクリックして「ユーザ
ーの作成」を閉じます。

ユーザー・アカウントの表示および変更
機能の管理者およびディレクトリ・マネージャは、Oracle Enterprise Performance
Management Systemのデプロイの際に作成したシステム管理者アカウントのユーザー名な
ど、ネイティブ・ディレクトリ・ユーザー・アカウントのプロパティを表示および変更でき
ます。
管理者ではないネイティブ・ディレクトリ・ユーザーは、情報の表示はできますが、変更は
できません。
ユーザー情報を表示および変更するには:
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1. 機能の管理者またはディレクトリ・マネージャとして Oracle Hyperion Shared
Services Consoleにアクセスします。Shared Services Consoleの起動を参照して
ください。

2. ビュー・ペインのノードで、「ユーザー」を選択します。
3. ユーザー・アカウントを検索します。ユーザー、グループ、役割および委任リスト
の検索を参照してください。

4. 変更するユーザー・アカウントを右クリックし、「プロパティ」を選択します。

ノート:

Oracle Hyperion Shared Servicesが委任された管理モードでデプロイさ
れている場合、「ユーザー・プロパティ」には、「委任リスト」が表示さ
れます。

5. 「全般」で、ユーザー・プロパティを変更します。
変更可能なプロパティの説明は、表 1を参照してください。

6. オプション: ネイティブ・ディレクトリ・グループとのユーザーの関連を変更しま
す。
a. 「メンバー」をクリックします。
b. 「使用可能なグループ」の上にあるフィールドを使用して、グループを検索し
ます。
i. ドロップダウン・リストから、「グループ名」を選択すると、グループ名に
基づいて検索します。「説明」を選択すると、グループの説明に基づいて検
索されます。

ii. グループを取得するための条件を入力します。* (アスタリスク)をワイル
ドカードとして使用すると、使用可能なすべてのグループが取得されます。

iii.「検索」をクリックします。
検索条件に一致するグループが、「使用可能なグループ」に表示されます。

c. 「使用可能なグループ」から、グループを選択します。
d. をクリックします。
選択したグループは、「割り当てられたグループ」の下に表示されます。

e. オプション: 別のグループを取得して割り当てるには、ステップ 6.bを繰り返
します。
「割り当てられたグループ」の上にあるフィールドを使用すると、割り当てら
れたグループを検索し、削除するグループを識別できます。
割り当てられたグループを削除するには、「割り当てられたグループ」から、
削除するグループを選択して、 をクリックします。

7. オプション: 「委任リスト」をクリックすると、ユーザーの委任リストの割当てが
表示されます。

8. 「終了」をクリックします。
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ユーザー・アカウントの非アクティブ化
Oracle Enterprise Performance Management Systemアプリケーションへのアクセスを禁止
するネイティブ・ディレクトリ・ユーザー・アカウントを非アクティブ化できます。アカウ
ントの非アクティブ化は、通常、Oracle Hyperion Shared Services管理者が再アクティブ化
する予定がある場合に一時的に行われます。
• 非アクティブ・ユーザー・アカウントは、EPM Systemのアプリケーション(Oracle

Hyperion Shared Services Consoleを含む)へのログオンには使用できません。
• 非アクティブ・アカウントのグループ関連は維持され、機能の管理者に見える状態で残り
ます。

• 非アクティブ・アカウントの役割関連は維持されます。
• 非アクティブ・ユーザー・アカウントは、製品固有のアクセス制御画面に表示されませ
ん。

• 非アクティブ・ユーザー・アカウントは、ネイティブ・ディレクトリから削除されませ
ん。

ノート:

LCM管理者の役割でプロビジョニングされているユーザーは、システム管理者な
ど、他の管理者を非アクティブ化できます。

ユーザー・アカウントを非アクティブにするには :

1. 機能の管理者またはディレクトリ・マネージャとして Shared Services Consoleにアクセ
スします。Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. 非アクティブ化するユーザーを検索します。ユーザー、グループ、役割および委任リスト
の検索を参照してください。

3. ユーザー・アカウントを右クリックし、「非アクティブにする」を選択します。
4. 「OK」をクリックします。

非アクティブ・ユーザー・アカウントのアクティブ化
非アクティブ・ネイティブ・ディレクトリ・ユーザー・アカウントをアクティブにすると、
アカウントが非アクティブ化されるまでに存在した関連が元に戻ります。非アクティブ・ユ
ーザー・アカウントがメンバーであったグループが削除された場合、削除されたグループか
ら与えられた役割は元に戻りません。

ノート:

非アクティブ化されたシステム管理者および機能の管理者アカウントは、別の管理
者によってのみアクティブ化できます。

非アクティブなユーザー・アカウントをアクティブにするには :
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1. 機能の管理者またはディレクトリ・マネージャとして Oracle Hyperion Shared
Services Consoleにアクセスします。Shared Services Consoleの起動を参照して
ください。

2. 再アクティブ化するユーザーを検索します。ユーザー、グループ、役割および委任
リストの検索を参照してください。

3. ユーザー・アカウントを右クリックし、「アクティブにする」を選択します。
4. 「OK」をクリックします。

ユーザー・アカウントの削除
ユーザー・アカウントを削除すると、ネイティブ・ディレクトリ・グループとのユー
ザーの関連、ユーザーの役割の割当ておよびユーザー・アカウントがネイティブ・デ
ィレクトリから除去されます。

ノート:

システム管理者アカウント(デフォルトでは admin)は削除できません。

ユーザー・アカウントを削除するには:

1. 機能の管理者またはディレクトリ・マネージャとして Oracle Hyperion Shared
Services Consoleにアクセスします。Shared Services Consoleの起動を参照して
ください。

2. 削除するユーザーを検索します。ユーザー、グループ、役割および委任リストの検
索を参照してください。

3. ユーザー・アカウントを右クリックし、「削除」を選択します。
4. 「はい」をクリックします。
5. 「OK」をクリックします。

ネイティブ・ディレクトリのユーザー・パスワードの変更
ネイティブ・ディレクトリのアカウントは、他の企業アプリケーションのサポートに
使用されるユーザー・アカウントとは分離されているため、パスワードの変更は、
Oracle Enterprise Performance Management System製品にのみ影響します。
現在のユーザーのネイティブ・ディレクトリのパスワードを変更するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceを起動しま
す。Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. 「ツール」、「パスワードの変更」の順に選択します。
3. 「現在のパスワード」,に、パスワードを入力します。
4. 「新パスワード」と「パスワードの確認」に、新パスワードを入力します。
5. 「保存」をクリックします。

第 6章
ネイティブ・ディレクトリ・ユーザーの管理

6-6



ネイティブ・ディレクトリ・グループの管理
ネイティブ・ディレクトリ・ユーザーは、共通の特性に基づいてグループ化できます。たと
えば、ユーザーを機能に基づいてスタッフ、マネージャ、販売などのグループに分類したり、
場所に基づいて Sales_Westや Managers_HQなどのグループに分類できます。ユーザーは
多数のグループに属すことができます。
ネイティブ・ディレクトリ・グループには、Oracle Hyperion Shared Servicesで構成された
ユーザー・ディレクトリの他のグループおよびユーザーを含めることができます。
ユーザーのグループ所属は、認可プロセスでは重要な考慮事項です。通常、個々のユーザー・
アカウントではなくグループがプロビジョニングの円滑化に使用されます。
機能の管理者およびディレクトリ・マネージャが実行するタスク:

• グループの作成
• グループの変更
• グループの削除
• ユーザーとグループのプロビジョニング
• グループのプロビジョニング解除
• プロビジョニング・レポートの生成

ノート:

外部ユーザー・ディレクトリのグループは、Oracle Hyperion Shared Services
Consoleから管理できません。

ネストされたグループ
ネストされたグループは、他のグループ(親グループ)のメンバーであるグループです。ネスト
されたグループの使用によってプロビジョニングが容易になります。グループのメンバー
は、親グループに割り当てられた役割を継承します。構成済ユーザー・ディレクトリのグル
ープを使用して、ネストされたグループをネイティブ・ディレクトリに作成できます。非常
に複雑なネストされたネイティブ・ディレクトリ・グループの使用はお薦めしません。概念
を示した図:
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各コンポーネント・グループ(Group2など)は、コンポーネント・グループに直接割り
当てられている役割に加えて、親グループに割り当てられているすべての役割(図では
Role8と Role9)を継承します。たとえば、図の Group1の役割割当ては、Role1、
Role8、および Role9です。親グループはメンバー・グループに割り当てられた役割を
継承しません。

グループの作成
ネイティブ・ディレクトリ・グループには、ネイティブ・ディレクトリを含め、Oracle
Hyperion Shared Servicesで構成されたユーザー・ディレクトリからのユーザーとグル
ープを含めることができます。
外部ユーザー・ディレクトリのグループをネイティブ・ディレクトリ・グループに追
加すると、Shared Servicesにより、その関係を確立するための参照がデータベース内
に作成されます。
ネイティブ・ディレクトリ・グループを作成するには:

1. 機能の管理者またはディレクトリ・マネージャとして Oracle Hyperion Shared
Services Consoleにアクセスします。Shared Services Consoleの起動を参照して
ください。

2. ビュー・ペインで、「ネイティブ・ディレクトリ」を展開します。
3. 「グループ」を右クリックし、「新規グループ」を選択します。
4. 「名前」に、役割の名前を入力します(最大 256文字)。
グループ名では大文字と小文字は区別されません。

5. オプション: グループの説明を入力します。
6. 次のいずれかのアクションを実行します:

• 「終了」をクリックすると、グループまたはユーザーを追加せずにグループが
作成され、ステップ 11に進みます。

• 「次へ」をクリックすると、ネストされたグループが作成されるか、グループ
にユーザーが割り当てられます。

7. ネストされたグループを作成します。このステップをスキップするには、「次へ」
をクリックします。
a. 「使用可能なグループ」の上にあるフィールドを使用して、グループ・メンバ
ーとして追加するグループを検索します。
i. 「ディレクトリ」で、子グループの追加元のユーザー・ディレクトリを選択
します。「すべて」を選択すると、すべての構成済ユーザー・ディレクトリ
でグループが検索されます。

ii. ドロップダウン・リストから、「グループ名」を選択すると、グループ名に
基づいて検索します。「説明」を選択すると、グループの説明に基づいて検
索されます。

iii. グループを取得するための条件を入力します。* (アスタリスク)をワイル
ドカードとして使用すると、使用可能なすべてのグループが取得されます。

iv. 「検索」をクリックします。
検索条件に一致するグループが、「使用可能なグループ」に表示されます。
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b. 「使用可能なグループ」から、新しいグループのメンバー・グループを選択します。
c. をクリックします。
選択したグループは、「割り当てられたグループ」リストに表示されます。

d. オプション: 別のグループを取得して割り当てるには、ステップ 7.aから 7.cを繰り
返します。
「割り当てられたグループ」の上にあるフィールドを使用すると、割り当てられたグ
ループを検索し、削除するグループを識別できます。割り当てられたグループ内の検
索のステップは、ステップ 7.aからステップ 7.cを参照してください。
割り当てられたグループを削除するには、「割り当てられたグループ」から、削除す
るグループを選択して、 をクリックします。

8. 次のいずれかのアクションを実行します:

• 「終了」をクリックすると、ユーザーを追加せずにグループが作成され、ステップ 11
に進みます。

• 「次へ」をクリックすると、グループにユーザーが割り当てられます。
9. ユーザーをグループに割り当てるには:

a. 「使用可能なユーザー」リストの上にあるフィールドを使用して、グループ・メンバ
ーとして追加するユーザーを検索します。
i. 「ディレクトリ」で、ユーザー・メンバーを追加するユーザー・ディレクトリを選
択します。「すべて」を選択すると、すべての構成済ユーザー・ディレクトリでユ
ーザーが検索されます。

ii. ドロップダウン・リストから、「ユーザー名」を選択すると、ユーザー名に基づい
て検索します。「説明」を選択すると、ユーザーの説明に基づいて検索されます。

iii. ユーザーを取得するための条件を入力します。* (アスタリスク)をワイルドカー
ドとして使用すると、使用可能なすべてのユーザーが取得されます。

iv. 「検索」をクリックします。
検索条件に一致するユーザーが、「使用可能なユーザー」に表示されます。

b. 「使用可能なユーザー」から、グループに追加するユーザーを選択します。
c. をクリックして、選択したユーザー・アカウントを「割り当てられたユーザー」に
移動します。

d. オプション: 別のユーザーを取得して割り当てるには、ステップ 9.aから 9.cを繰り
返します。
「割り当てられたユーザー」の上にあるフィールドを使用すると、割り当てられたユ
ーザーを検索し、削除するユーザーを識別できます。
割り当てられたユーザーを削除するには、「割り当てられたユーザー」から、削除す
るユーザーを選択して、 をクリックします。

10.「終了」をクリックします。
11.「追加作成」を選択して別のグループを作成するか、または「終了」します。
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グループの変更
WORLDグループ以外のすべてのネイティブ・ディレクトリ・グループのプロパティ
を変更できます。ネストされたグループからサブグループ除去すると、サブグループ
の役割継承が更新されます。同様に、グループからユーザーを除去すると、ユーザー
の役割継承が更新されます。
グループを変更するには:

1. 機能の管理者またはディレクトリ・マネージャとして Oracle Hyperion Shared
Services Consoleにアクセスします。Shared Services Consoleの起動を参照して
ください。

2. グループを検索します。ユーザー、グループ、役割および委任リストの検索を参照
してください。

3. グループを右クリックして、「プロパティ」を選択します。

ノート:

Oracle Hyperion Shared Servicesが委任された管理モードでデプロイさ
れている場合、「グループ・プロパティ」画面には、「委任リスト」タブ
が表示されます。

4. 「全般」タブで名前と説明を編集して、グループの全般的なプロパティを変更しま
す。

5. 「グループ・メンバー」タブを開き、ステップ 5.a、ステップ 5.bまたはその両方の
アクションを実行してグループの割当てを変更します:

a. グループにグループを追加するには:

• 「ディレクトリ」で、ネストしたグループの追加元のユーザー・ディレクト
リを選択します。「すべて」を選択すると、すべての構成済ディレクトリで
グループが検索されます。

• 「グループ名」を選択すると、グループ名に基づいて検索されます。「説明」
を選択すると、グループの説明に基づいて検索されます。

• グループを取得するための条件を入力します。* (アスタリスク)をワイル
ドカードとして使用すると、使用可能なすべてのグループが取得されます。

• 「検索」をクリックします。
• 「使用可能なグループ」からグループを選択し、 をクリックします。
選択したグループが「割り当てられたグループ」に表示されます。選択し
たグループを除去するには、「割り当てられたグループ」からグループを選
択し、 をクリックします。

• オプション: この手順を繰返して、他のユーザー・ディレクトリのグルー
プを取得して割り当てます。

b. 割り当てられたグループを除去するには:

• 「割り当てられたグループ」から、除去するグループを選択します。

第 6章
ネイティブ・ディレクトリ・グループの管理

6-10



Shared Servicesを使用して、割り当てられたグループを検索すると、除去する
グループを識別できます。「割り当てられたグループ」リストの上にあるフィール
ドを使用して、割り当てられたグループ・リスト内を検索する検索条件を定義し
ます。

• をクリックします。
6. 「ユーザー・メンバー」タブを選択し、ステップ 6.a、ステップ 6.bまたはその両方のアク
ションを実行してユーザーの割当てを変更します:

a. グループにユーザーを追加するには:

• 「ディレクトリ」で、ユーザーの追加元のユーザー・ディレクトリを選択します。
「すべて」を選択すると、すべての構成済ディレクトリでユーザーが検索されま
す。

• 検索するユーザー・プロパティ(「ユーザー名」、「名」、「姓」、「電子メール・アド
レス」または「説明」)を選択します。

• ユーザーを取得するための条件を入力します。* (アスタリスク)をワイルドカー
ドとして使用すると、使用可能なすべてのユーザーが取得されます。

• 「検索」をクリックします。
• 「使用可能なユーザー」から、グループに割り当てるユーザーを選択します。
• をクリックします。
選択したグループは、「割り当てられたユーザー」リストに表示されます。

• オプション: この手順を繰返して、他のユーザー・ディレクトリのユーザーを取
得して割り当てます。

b. ユーザーをグループから除去するには:

• 「割り当てられたユーザー」から、除去するユーザーを選択します。
Shared Servicesを使用して、割り当てられたユーザーを検索すると、除去する
ユーザーを識別できます。「割り当てられたユーザー」リストの上にあるフィール
ドを使用して、検索条件を定義します。

• をクリックします。
7. 「委任リスト」(委任された管理モードで Shared Servicesがデプロイされている場合にの
み有効です)を選択し、グループに割り当てられた、委任された管理者を表示します。

8. 「OK」をクリックします。

グループの削除
グループを削除すると、グループに関連付けられたユーザーおよび役割が除去され、ネイテ
ィブ・ディレクトリからグループの情報が除去されます。ただし、削除されたグループに割
り当てられたユーザーまたはサブグループは削除されません。
グループを削除するには:

1. 機能の管理者またはディレクトリ・マネージャとして Oracle Hyperion Shared Services
Consoleにアクセスします。Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. 「ビュー・ペイン」から、「グループ」を選択します。
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3. 削除するグループを検索します。ユーザー、グループ、役割および委任リストの検
索を参照してください。

4. グループを右クリックして、「削除」を選択します。
5. 「はい」をクリックして削除操作を確認します。
6. 「OK」をクリックします。

役割の管理
ユーザーが Oracle Enterprise Performance Management Systemアプリケーションで
実行できるタスクは、役割によって定義されます。Oracle Hyperion Shared Services
Consoleでは、登録されたすべての EPM Systemアプリケーションからの役割を表示
できますが、更新または削除することはできません。機能の管理者およびプロビジョ
ニング・マネージャは次のタスクを実行できます。
• 集約役割の作成
• 集約役割の変更
• 集約役割の削除
• プロビジョニング・レポートの生成

ノート:

新しく作成されたユーザーおよびグループをプロビジョニングできます。た
だし、新しいユーザーおよびグループにプロビジョニングされた役割が有効
になるのは、Oracle Hyperion Shared Servicesがキャッシュをリフレッシュ
した後のみです。キャッシュのデフォルトのリフレッシュ間隔は 60分です。
この値は、「Shared Servicesセキュリティ・キャッシュのリフレッシュ間隔」の値
を更新することで変更できます。この値を短い間隔(たとえば、30分)に設定
すると、パフォーマンスが低下する可能性があります。
Oracle Enterprise Performance Management Systemユーザー・セキュリテ
ィ管理ガイドのセキュリティ・オプションの設定を参照してください。

集約役割の作成
管理とプロビジョニングを円滑にするために、機能の管理者およびプロビジョニング・
マネージャは、アプリケーション固有の複数の役割を Oracle Hyperion Shared
Servicesの 1つのカスタム役割に関連付ける集約役割を作成できます。Shared
Servicesのプロビジョニング・マネージャ役割を持つユーザーは、プロビジョニング・
マネージャを担当するアプリケーションの集約役割を作成できます。機能の管理者
は、すべての Oracle Enterprise Performance Management Systemアプリケーション
に対して集約役割を作成できます。
集約役割の詳細は、集約役割を参照してください。
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ノート:

役割を作成できるのは、少なくとも 1つの EPM Systemアプリケーションを
Shared Servicesに登録した後のみです。

集約役割を作成するには:

1. 機能の管理者またはプロビジョニング・マネージャとして Oracle Hyperion Shared
Services Consoleにアクセスします。Shared Services Consoleの起動を参照してくださ
い。

2. ビュー・ペインで、「ネイティブ・ディレクトリ」を展開します。
3. 「役割」を右クリックし、「新規役割」を選択します。
4. 「名前」に、役割の名前を入力します(最大 256文字)。
役割名には、特殊文字を含むことはできません。また、\ (円記号(バックスラッシュ))で開
始または終了できません。
詳細は、特殊文字の使用を参照してください。

5. オプション: 「説明」に、役割の説明を入力します。
6. 「製品名」から、役割を作成するアプリケーションを選択します。
7. 「次」をクリックします。
8. 「役割メンバー」タブで、追加する役割を見つけます。

• 「検索」をクリックして、選択したアプリケーションからすべての役割を取得します。
• 特定の役割を検索するには、「役割名」に役割名を入力し、「検索」をクリックしま
す。パターン検索では、アスタリスク(*)をワイルドカードとして使用します。

9. 「使用可能な役割」から、割り当てるアプリケーション役割を選択します。
10. をクリックします。
選択した役割は、「割り当てられた役割」に表示されます。
選択した役割を除去するには、「割り当てられた役割」から役割を選択して、 をクリッ
クします。

11.「終了」をクリックします。
12.「OK」をクリックして「参照」タブに戻るか、「追加作成」をクリックして別のカスタム
の役割を作成します。

集約役割の変更
集約役割のみを変更できます。アプリケーション固有のデフォルトの役割は、Oracle
Hyperion Shared Servicesから変更できません。製品名以外のすべての役割プロパティを変
更できます。
集約役割を変更するには:
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1. 機能の管理者またはプロビジョニング・マネージャとして Oracle Hyperion Shared
Services Consoleにアクセスします。Shared Services Consoleの起動を参照して
ください。

2. ビュー・ペインで、「ネイティブ・ディレクトリ」を展開します。
3. 「役割」を選択します。
4. 集約役割を取得します。ユーザー、グループ、役割および委任リストの検索を参照
してください。

5. 役割を右クリックして、「プロパティ」を選択します。
6. 「全般」タブで名前と説明を編集して、役割の全般的なプロパティを変更します。
7. 役割メンバーの割当てを変更するには、「役割メンバー」で、ステップ 7.a、ステ
ップ 7.bまたはその両方のアクションを実行します。
a. 役割メンバーを追加するには:

• 追加する役割を取得します。
– 「検索」をクリックして、すべての役割を取得します。
– 特定の役割を取得するには、「役割名」に役割名を入力し、「検索」を
クリックします。パターン検索では、アスタリスク(*)をワイルドカー
ドとして使用します。

• 「使用可能な役割」から、1つ以上の役割を選択します。
• をクリックします。選択した役割が「割り当てられた役割」に表示され
ます。
選択した役割を除去するには、「割り当てられた役割」から役割を選択し
て、 をクリックします。

b. 役割の割当てを除去するには:

• 「割り当てられた役割」から、除去する役割を選択します。
• をクリックします。

8. 「OK」をクリックします。

集約役割の削除
Oracle Hyperion Shared Servicesから作成される集約役割を削除できます。アプリケ
ーション固有の役割は削除できません。
集約役割を削除するには:

1. 機能の管理者またはプロビジョニング・マネージャとして Oracle Hyperion Shared
Services Consoleにアクセスします。Shared Services Consoleの起動を参照して
ください。

2. ビュー・ペインで、「ネイティブ・ディレクトリ」を展開します。
3. 「役割」を選択します。
4. 集約役割を取得します。
ユーザー、グループ、役割および委任リストの検索を参照してください。
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5. 役割を右クリックし、「削除」を選択します。
6. 「はい」をクリックします。
7. 「OK」をクリックします。

ネイティブ・ディレクトリのバックアップ
ネイティブ・ディレクトリは、Oracle Hyperion Shared Servicesデータベースの一部です。
メディア障害、ユーザー・エラー、および予期せぬ状況によるデータの損失からリカバリす
るために、データベース・バックアップ・ツールを使用して、Shared Servicesデータベース
を定期的にバックアップする必要があります。

第 6章
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7
プロビジョニングの管理

次も参照:

• プロビジョニングについて
• ユーザーとグループのプロビジョニング
• グループのプロビジョニング解除
• 監査セキュリティ・アクティビティおよびライフサイクル管理アーティファクト
• 監査データの手動での削除
• アプリケーションおよびアプリケーション・グループレベルの監査オブジェクトの選択
• 削除間隔の変更
• レポートの生成
• ネイティブ・ディレクトリ・データのインポートとエクスポート

プロビジョニングについて
組織にはそれぞれ一意のプロビジョニングの要件があります。この項では、ユーザーとグル
ープに Oracle Hyperion Shared Servicesの役割をプロビジョニングする一般的なフローにつ
いて説明します。
ユーザーとグループへの Shared Servicesの役割のプロビジョニングは、アプリケーションを
管理して、プロビジョニングできる管理レベルのユーザーを作成するために主に設計されて
います。Oracle Enterprise Performance Management System製品ユーザーとグループには、
Shared Servicesの役割をプロビジョニングする必要はありません。アクセスする必要があ
る EPM System製品およびアプリケーションからの役割のみが必要となります。

プロビジョニングを開始する前に
プロビジョニングを開始する前に、次のアクティビティを完了しておくようにします。
• Oracle Enterprise Performance Management System製品のプロビジョニング方法を計
画します:

– 使用可能な役割を理解します。EPM System製品の役割のリストは、Foundation
Servicesの役割を参照してください。

– 使用可能なアーティファクトレベルのアクセス権限を理解します。多くの EPM
System製品は、アーティファクトへのアクセスを制限するために、アクセス制御リ
スト(ACL)を使用したアーティファクトレベルのプロビジョニングを順守させます。
たとえば、アカウントは、アクセス権を設定できる Oracle Hyperion Planningアーテ
ィファクトです。

– EPM Systemユーザーとグループ用のアカウントを含む外部のユーザー・ディレクト
リを構成します。ユーザー・ディレクトリの構成を参照してください。
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– プロビジョニングに対してユーザーとグループを識別します。これらのユー
ザーとグループは、ネイティブ・ディレクトリまたは外部のユーザー・ディレ
クトリに属することができます。

• プロビジョニング・モードの、集中(デフォルト)、または委任された管理モードの
いずれかを決定します。委任された管理者に割り当てられている役割のスコープ
は、これらの管理者に割り当てらた委任リストに制限されます。たとえば、ユーザ
ー Admin1が DelegatedList1用の Essbaseプロビジョニング・マネージャの役割
を割り当てられたた場合、Admin1は DelegatedList1からのユーザーのみをプロビ
ジョニングできます。委任されたユーザー管理を参照してください。

プロビジョニング・ステップの概要
Oracle Hyperion Shared Servicesのすべてのプロビジョニング・アクティビティは、
機能の管理者またはプロビジョニング・マネージャが実行する必要があります。
ユーザーとグループのプロビジョニングは、組織専用に調整されたプロビジョニング・
プランに従う必要があります。一般に、機能の管理者およびアプリケーション固有の
プロビジョニング・マネージャを作成して、Oracle Enterprise Performance
Management Systemユーザーとグループをプロビジョニングします。組織の必要に
応じて、たとえば、LCM管理者のようなその他のパワー・ユーザーを、Shared Services
の役割を割り当てることにより作成することもできます。使用可能な役割およびその
アクセス権の詳細は、Foundation Servicesの役割を参照してください。
EPM System製品では、管理者とエンド・ユーザーの 2つのタイプのユーザーを持つ
ことができます。一般に、管理者は、ユーザー・ディレクトリの管理、アプリケーシ
ョンの作成、ユーザーとグループのプロビジョニング、およびアプリケーションおよ
びアーティファクトの移行など、管理的なアクションを実行することで EPM System
製品をサポートします。エンド・ユーザーは、アプリケーションの機能を利用します。
たとえば、Oracle Hyperion Planningアプリケーションを使用してプランを作成しま
す。
一般に、管理ユーザーは EPM System製品の機能を実行できません。たとえば、機能
の役割の割当てがない場合、Planningプロビジョニング・マネージャは、Planningア
プリケーションを使用してプランを作成または管理できません。

管理ユーザーのプロビジョニング
管理ユーザーおよびグループをプロビジョニングするときには、Oracle Hyperion
Shared Services Consoleを使用して、必要な Oracle Enterprise Performance
Management System製品の管理者の役割を割り当てます。たとえば、ユーザーとグル
ープに Planningの役割をプロビジョニングすることを許可するには、Oracle Hyperion
Planningプロビジョニング・マネージャの役割を割り当てます。その他の EPM
System製品には類似した管理の役割があります。機能の管理者は Shared Services
Consoleを使用して、これらの管理の役割をユーザーとグループに割り当てる必要が
あります。
役割を組み合せて、追加のアクセス権をユーザーまたはグループに割り当てたり、EPM
Systemコンポーネント間の管理アクセスを提供したりできます。プロビジョニング・
マネージャとディレクトリ・マネージャの役割を組み合せることはお薦めしません。
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EPM Systemユーザーのプロビジョニング
ユーザーが Oracle Enterprise Performance Management Systemアプリケーションにアクセ
スできるようにするには、そのユーザーにアプリケーションの役割をプロビジョニングする
必要があります。機能の管理者およびプロビジョニング・マネージャは、次のステップを実
行してユーザーとグループにプロビジョニングします。
1. Oracle Hyperion Shared Services Consoleから、EPM Systemへのアクセスを必要とする
ユーザー(またはユーザーが所属するグループ)を識別して選択します。ユーザー、グルー
プ、役割および委任リストの検索を参照してください。

2. EPM Systemコンポーネントへのユーザーのアクセスを許可する役割を割り当てます。
たとえば、すべての Oracle Essbaseユーザーには、Essbaseクラスタ(デフォルトでは
EssbaseCluster-1)のサーバー・アクセスの役割が必要です。ユーザーとグループのプロ
ビジョニングを参照してください。
EPM Systemの役割は、EPM Systemの役割で説明されています。

3. EPM Systemアプリケーションの機能へのアクセスを許可する、アプリケーション固有の
役割を割り当てます。たとえば、Essbaseアプリケーション Esb_App1には、Esb_App1の
計算スクリプトを操作する必要のあるユーザーに割り当てることができる計算の役割が
用意されています。
これらの役割は、アプリケーションを基準に割り当てられます。たとえば、Essbaseアプ
リケーション Esb_App1の役割では、ユーザーは Esb_App1の機能にのみアクセスできま
す。

4. 製品管理画面を使用して、EPM Systemアプリケーションによって管理されるアーティフ
ァクトへのアクセスを割り当てます。
次のステップを使用して、Shared Services Consoleから一部のアプリケーションの管理
画面を起動します。
アーティファクトレベルのアクセス制御では、管理者は、アプリケーション・オブジェク
トへのアクセスを詳細に設定できます。これらのアクセス権は、設計上、アプリケーショ
ンの役割より詳細なため、役割を使用して許可されたアクセス権の制限に使用できます。
a. Shared Services Consoleのビュー・ペインで、「アプリケーション・グループ」を展
開します。

b. アプリケーションを含むアプリケーション・グループ・ノードを展開します。
c. プロビジョニングするアプリケーションを右クリックします。
d. 「アクセス権の割当て」を選択します。Shared Services Consoleの一部ではない、製
品管理画面が開きます。

e. ユーザーをプロビジョニングします。
アーティファクトレベルのアクセス制御は、EPM System製品の管理ガイドで説明されて
います。

ユーザーとグループのプロビジョニング
プロビジョニングとは、ユーザーおよびグループに Oracle Enterprise Performance
Management Systemの役割を付与するプロセスです。プロビジョニングは、EPM Systemア
プリケーションの役割をグループに割り当てることにより、プロビジョニング・マネージャ
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または機能の管理者によって実行されます。プロビジョニング(役割ベースの認証)を
参照してください。

ノート:

プロビジョニング・マネージャは、自身のプロビジョニング・データを変更
できません。

ヒント:

管理を促進するには、ユーザーではなくグループをプロビジョニングして、
集約された役割を使用することをお薦めします。

ユーザーまたはグループをプロビジョニングするには:

1. 機能の管理者またはプロビジョニング・マネージャとして Oracle Hyperion Shared
Services Consoleにアクセスします。Shared Services Consoleの起動を参照して
ください。

2. プロビジョニングするグループを検索して選択します。ユーザー、グループ、役割
および委任リストの検索を参照してください。

3. 「管理」、「プロビジョニング」の順に選択します。
4. オプション: ビューを選択します。
役割は、階層(ツリー)またはリストに表示できます。階層をドリルダウンし、使用
可能な役割を表示する必要があります。リスト・ビューでは、使用可能な役割が表
示されますが、階層は表示されません。

5. 役割を選択し、 をクリックします。
6. 「OK」をクリックします。

グループのプロビジョニング解除
プロビジョニング解除により、グループに割り当てられているアプリケーションの役
割が削除されます。機能の管理者 1つ以上のアプリケーションから役割をプロビジョ
ニング解除できます。アプリケーションのプロビジョニング・マネージャにより、ア
プリケーションから役割をプロビジョニング解除できます。たとえば、グループ
Sales_Westは、Oracle Hyperion Planningおよび Oracle Hyperion Financial
Managementから役割をプロビジョニングされると仮定します。このグループが
Planningプロビジョニング・マネージャによりプロビジョニング解除される場合、
Planningからの役割のみが解除されます。
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ノート:

機能の管理者は自身のアカウントをプロビジョニング解除できます。Oracle
Hyperion Shared Servicesでは、ネイティブ・ディレクトリに少なくとも 1人のシ
ステム管理者(Shared Services管理者の役割がプロビジョニングされたユーザー)
が必要であるため、管理者は自身をプロビジョニング解除する前にこのようなアカ
ウントの存在を確認する必要があります。

グループをプロビジョニング解除するには:

1. 機能の管理者またはプロビジョニング・マネージャとして Oracle Hyperion Shared
Services Consoleにアクセスします。Shared Services Consoleの起動を参照してくださ
い。

2. プロビジョニング解除するグループを検索します。ユーザー、グループ、役割および委任
リストの検索を参照してください。

3. グループを右クリックし、「プロビジョニング解除」を選択します。
4. 次のいずれかのアクションを実行します:

• 役割割当てを特定のアプリケーションから除去するには、選択を行います。
• すべてのプロビジョニングされた役割を除去するには、「すべて確認」を選択します。

5. 「OK」をクリックします。
6. 確認のダイアログ・ボックスで、「はい」をクリックします。
7. 「プロビジョニング解除の要約」画面で、「OK」をクリックします。

監査セキュリティ・アクティビティおよびライフサ
イクル管理アーティファクト

Oracle Hyperion Shared Servicesでは、プロビジョニングおよびライフサイクル管理アクテ
ィビティを監査して、Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフ
サイクル管理機能によってエクスポートまたはインポートされたセキュリティ・オブジェク
トやアーティファクトに対する変更を追跡できます。
監査は、グローバル、アプリケーション・グループおよびアプリケーションの 3つのレベル
で構成できます。
グローバル・レベルでは、Shared Servicesで処理されるセキュリティおよびアーティファク
トを監査できます。アプリケーション・グループレベルおよびアプリケーションレベルの監
査では、Shared Servicesを介して実行されるアプリケーション・グループまたはアプリケー
ションに関連するセキュリティ・アクティビティの監査が可能です。Shared Services外で実
行されるアプリケーション・グループおよびアプリケーション・セキュリティのアクティビ
ティ、たとえば Oracle Essbaseにおける計算スクリプトの割当てなどは監査できません。
デフォルトでは、監査は使用不可になっています。機能の管理者のみが、監査を使用可能で
あるか、またはグローバル・レベルで監査されるオブジェクトおよびアーティファクトのリ
ストを変更できます。監査構成の変更を有効にするには、すべての Oracle Enterprise
Performance Management System製品を再起動する必要があります。
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監査構成を変更するには:

1. 機能の管理者として Oracle Hyperion Shared Services Consoleにアクセスしま
す。Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. 「管理」、「監査の構成」の順に選択します。
3. 「監査構成」画面で、次のアクションを行います:

a. 「監査の使用可能」を選択して監査をアクティブにします。このオプションが
選択されていない場合、Shared Servicesはどのレベルでも監査をサポートし
ません。デフォルトでは、監査は使用不可になっています。

b. グローバル設定のオーバーライド許可を選択し、アプリケーション・グループ
およびアプリケーションレベルの監査を使用不可にします。このオプション
が選択されている場合、アプリケーション・グループおよびアプリケーショ
ン・レベルのタスクの選択は破棄され、グローバル選択が使用されます。

c. オプション: システムから古い監査データを除去するには、「次より古いファイ
ルを削除」で、監査データを保持する日数を設定します。「OK」をクリックす
ると古い監査データに除去のマークが付きます。

d. 「タスクの選択」から、監査データが保持されるタスクを選択します。タスク
は、Shared Servicesで登録されるアプリケーションに基づいて分類されます。

e. 「OK」をクリックします。
4. Shared Servicesを含む EPM System製品を再起動します。

監査データの手動での削除
Oracle Enterprise Performance Management Systemでは、Oracle Hyperion Shared
Servicesレジストリに指定した削除設定に基づき、Oracle Hyperion Shared Services
データベースから監査データが自動的に削除されます。この手順を使用して監査デー
タを手動で削除します。

注意:

機能の管理者は、会社の監査データ保持規定に基づいてデータを削除する必
要があります。データを削除する前に、Shared Servicesデータベースをバッ
クアップしてください。

監査データを削除するには:

1. 機能の管理者として Oracle Hyperion Shared Services Consoleにアクセスしま
す。Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. 「管理」、「監査の構成」の順に選択します。
3. 「次より古いファイルを削除」で、監査データを保持する日数を設定します。
4. 「OK」をクリックします。
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アプリケーションおよびアプリケーション・グルー
プレベルの監査オブジェクトの選択

機能の管理者のみが、アプリケーションおよびアプリケーション・グループ・レベルで監査
用のオブジェクトを選択できます。
監査用のオブジェクトを選択するには:

1. 機能の管理者として Oracle Hyperion Shared Services Consoleにアクセスします。
Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. ビュー・ペインで、次のうち 1つを右クリックし、「監査の構成」を選択します。
• アプリケーション・グループ内のすべてのアプリケーションに対する監査を使用可能
にするアプリケーション・グループ

• アプリケーションに対する監査を使用可能にするアプリケーション

ノート:

「グローバル設定の上書きを許可」が「監査構成」画面で選択されている場合、
「監査の構成」は、アプリケーション・グループおよびアプリケーション・レベ
ルで使用できません。監査セキュリティ・アクティビティおよびライフサイク
ル管理アーティファクトを参照してください。

3. 「タスクの選択」から、監査データが保持されるタスクを選択します。タスクは、Oracle
Hyperion Shared Servicesに登録されているアプリケーションに基づいて分類されます。

4. 「OK」をクリックします。

削除間隔の変更
デフォルトでは、バックグラウンド・スレッドで 25日間より古い監査データは削除されま
す。AUDIT.PURGE.EARLIERTO.DAYS Oracle Hyperion Shared Servicesレジストリ設定を変更
して、削除間隔を変更できます。
削除間隔を変更するには:

1. Oracle Hyperion Foundation Servicesサーバー・ホスト・マシンでコマンド・プロンプト
を開始し、EPM_ORACLE_HOMEbinに移動します。たとえば、Windowsサーバーの
C:\Oracle\Middleware\user_projects\epmsystem1\binです。

2. 次のコマンドを使用して、現在の削除間隔を表示します。
epmsys_registry.bat view SHARED_SERVICES_PRODUCT/
@AUDIT.PURGE.EARLIERTO.DAYS

3. 次のコマンドを使用して、現在の削除間隔を更新します。
epmsys_registry.bat updateproperty SHARED_SERVICES_PRODUCT/
@AUDIT.PURGE.EARLIERTO.DAYS NEW_PURGE_INTERVAL
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前のコマンドで、NEW_PURGE_INTERVALを監査データが保存される日数で置き換え
ます。たとえば、監査データを 6か月保持する場合、次のコマンドを使用します。
epmsys_registry.bat updateproperty SHARED_SERVICES_PRODUCT/
@AUDIT.PURGE.EARLIERTO.DAYS 180

4. ステップ 2を繰り返して、削除間隔が更新されたことを確認します。

レポートの生成
Oracle Hyperion Shared Servicesでは、プロビジョニング・レポート、監査レポート
および移行ステータス・レポートの 3つのタイプのレポートを生成できます。次を参
照してください:

• プロビジョニング・レポートの生成
• 監査レポートの生成
• 移行ステータス・レポートの生成

プロビジョニング・レポートの生成
機能の管理者およびプロビジョニング・マネージャは、Oracle Hyperion Shared
Services Consoleのレポート機能を使用して、ユーザーおよび役割のプロビジョニン
グ・データを確認できます。プロビジョニング・レポートには、選択したアプリケー
ションからの役割に割り当てられたユーザーの情報、およびユーザーに割り当てられ
ている選択したアプリケーションからの役割の情報を含むことができます。またレポ
ートには、プロビジョニングされた役割をユーザーに許可する責任のあったオリジナ
ルのグループまたは役割で始まる、継承の順序を示す継承情報も含まれます。
機能の管理者およびプロビジョニング・マネージャは、プロビジョニング・レポート
を使用して、Oracle Enterprise Performance Management Systemアプリケーション全
体でユーザーに許可されたアクセス権および権限を確認できます。このレポートは、
コンプライアンス・レポート用にユーザーのアクセスを追跡するのに役に立ちます。
ネイティブ・ディレクトリのWORLDグループがプロビジョニングされている場合、
WORLDグループから継承される役割は、ユーザーまたはグループを対象として生成
したプロビジョニング・レポートにのみ含まれます。
プロビジョニング・レポートを生成するには:

1. 機能の管理者またはプロビジョニング・マネージャとして Shared Services
Consoleにアクセスします。Shared Services Consoleの起動を参照してくださ
い。

2. 役割を選択します。ユーザー、グループ、役割および委任リストの検索を参照して
ください。

3. 「管理」、「レポートの表示」の順に選択します。
4. レポート生成パラメータを入力します。
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表 7-1 「レポートの表示」画面

ラベル 説明
すべて検索 レポートが生成されるオブジェクト・タイプ(ユ

ーザー、グループまたは役割)を選択します。
ユーザーまたは役割 このラベルは「すべて検索」で選択される内容

に応じて変わります。
フィルタ条件 レポート・データをフィルタするために使用す

る基準。
有効な役割の表示 「はい」を選択すると、すべての有効な役割(継承

済および直接割り当てられた)に関してレポート
します。継承済役割(直接割り当てられた役割と
は対照的)は、ユーザーまたはグループが属する
グループに割り当てられます。「いいえ」を選択
すると、直接割り当てられた役割に関してのみ
レポートします。

グループ化基準 レポートのデータをグループ化する方法を選択
します。使用可能なグループ化の基準は「すべ
て検索」の選択内容によって異なります。

1ページ当たりの結果 1ページに表示するレポート結果の数。デフォ
ルトは 500です。

アプリケーション プロビジョニング・データのレポート元のアプ
リケーションを選択するか、または「すべて選
択」を選択してすべてのアプリケーションに関
してレポートします。

ノート:

アプリケーション・グループに属する
アプリケーションに関してのみレポ
ートできます。

5. 「レポート作成」を選択します。
6. オプション: レポートを印刷するには:

a. 「印刷プレビュー」をクリックします。
b. 「印刷」をクリックします。
c. プリンタを選択して、「印刷」をクリックします。
d. 「閉じる」をクリックします。

7. オプション: 「CSVにエクスポート」をクリックして、レポートをカンマ区切りの値(CSV)
ファイルにエクスポートします。

8. 「OK」をクリックします。

監査レポートの生成
セキュリティ・レポート、アーティファクト・レポート、および構成レポートの 3つの監査
レポートを生成できます。セキュリティ・レポートには、監査を構成するセキュリティ・タ
スクに関係する監査情報が表示されます。アーティファクト・レポートには、Oracle Hyperion
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Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理を使用してインポ
ートまたはエクスポートされたアーティファクトの情報が表示されます。
機能の管理者は、監査レポートを生成および表示し、セキュリティ・データの変更履
歴を追跡できます。

ノート:

監査は、監査レポートを生成する前に構成される必要があります。監査セキ
ュリティ・アクティビティおよびライフサイクル管理アーティファクトを参
照してください。

監査レポートを生成するには:

1. 機能の管理者として Oracle Hyperion Shared Services Consoleにアクセスしま
す。

2. 「管理」、「監査レポート」の順に選択します。
3. 次のいずれかのオプションを選択します:

• セキュリティ・レポート。セキュリティ監査レポートを生成します。
• アーティファクト・レポート。ライフサイクル管理を使用して移行されたアー
ティファクトに関するレポートを生成します。

• 構成レポート。実行された構成タスクに関するセキュリティ監査レポートを
生成します。

ノート:

これらのレポートは自動的に生成され、過去 30日間のユーザーのデータ
を表示します。

4. レポートを再生成するには、パラメータを選択します:

a. 「実行者」で、レポートが生成されるユーザーを選択します。
b. 「実行された期間」で、レポートを生成する期間を選択します。その期間は、
日数、または日付範囲として設定できます。

c. オプション: 「詳細ビュー」を選択して、変更された属性、および新規の属性
値に基づいてレポート・データをグループ化します。

d. オプション: 「ページ当たり」では、レポート・ページで表示するデータの行
数を選択します。

e. 「レポートの表示」をクリックします。
5. レポート・データを含む CSVファイルを作成するには、「エクスポート」をクリッ
クします。
a. 「CSVとして保存」を選択します。
b. 「OK」をクリックします。
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c. 「開く」をクリックしてファイルを開くか、または「保存」をクリックしてファイル・
システムにファイルを保存します。デフォルトの名前は、セキュリティ・レポート・
ファイルは auditsecurityreport.csv、アーティファクト・レポートは
AuditArtifactReport.csv、および構成レポートは AuditConfigReport.csvになって
います。

6. 「閉じる」をクリックします。

移行ステータス・レポートの生成
移行ステータス・レポートには、Oracle Hyperion Enterprise Performance Management
Systemライフサイクル管理機能を使用して実行されたアーティファクトの移行に関する情
報が含まれています。各移行について、このレポートには、移行を実行したユーザー、ソー
ス、宛先、開始時間、完了時間、継続時間、ステータスなどの情報が示されます。
失敗した移行の場合、ソースおよび宛先のアプリケーション、アーティファクト・パス、ア
ーティファクト名、および移行の失敗の原因となるエラーなどの情報を表示できます。
移行ステータス・レポートを生成するには:

1. 機能の管理者として Oracle Hyperion Shared Services Consoleにアクセスします。
2. 「管理」、「移行ステータス・レポート」の順に選択します。
このレポートは、自動的に生成され、過去 30日間に実行された移行をすべて表示しま
す。

3. レポートを再生成するには、「リフレッシュ」をクリックします。
4. レポートを閉じるには、「取消し」をクリックします。

ネイティブ・ディレクトリ・データのインポートと
エクスポート

Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理を使用し
て、次のタスクを実行します:

• 環境全体でのプロビジョニング・データの移動
• ユーザーとグループのバルク・プロビジョニング
• ネイティブ・ディレクトリのユーザーとグループの管理
Oracle Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理ガイドを参照して
ください。
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8
タスクフローの管理

次も参照:

• タスクフローについて
• タスクフロー・コンポーネント
• タスクフローを使用するための前提条件
• タスクフローの作成および管理
• タスクフロー情報の表示
• タスクフローのスケジュール
• タスクフローの手動実行
• タスクフロー・ステータスの表示および実行の詳細
• タスクフロー・スクリプトの場所

タスクフローについて
タスクフローは、すべてまたは一部のビジネス・プロセスを自動化します。タスクは、一連
のプロシージャ・ルールに基づいて、特定のタスクフロー参加者から別の参加者に渡されま
す。タスクフローでは、Oracle Hyperion Financial Managementや Oracle Hyperion
Profitability and Cost Managementなどの Oracle Enterprise Performance Management
Systemコンポーネントの製品タスクを自動化できます。
自動と手動の 2つのタイプのタスクフロー・アクションがサポートされています。自動タス
クフロー・アクションはワークフロー・エンジンによって開始され、ユーザーが操作しなく
とも、EPM Systemコンポーネントによって実行されます。手動タスクフロー・アクション
はワークフロー・エンジンによって開始されますが、ユーザーが手動で実行します。

タスクフロー・コンポーネント
一般的にタスクフローは、複数の変数、ステージおよびリンクを使用するよう設計されてい
ます。

ステージ
ステージは、通常 1人の個人が実行するタスクフロー内のステップを説明します。各ステー
ジには、タスクフローに 1つのアプリケーション・アクションまたはイベントがあります。
アクションには、実行時に値が提供されるパラメータを設定できます。
タスクフローを使用する各 Oracle Enterprise Performance Management Systemコンポーネ
ントには、多くのデフォルト・アクションが用意されています。これらのアクションは、タ
スクフローに対応している EPM Systemコンポーネントによって、定義および管理されます。
Oracle Hyperion Shared Servicesのデフォルト・アクションを表 1に示します。Oracle
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Hyperion Financial Managementアクションの説明は、Oracle Hyperion Financial
Managementユーザーズ・ガイドを参照してください。
表 8-1 デフォルトのステージ・アクションおよびパラメータ: Shared Services

アクション パラメータ
電子メール
1

このアクションにより、電子メール・メッセー
ジが自動的に送信されます。次の電子メール・
アクションのパラメータを入力します。
• 宛先: 受信者の電子メール・アドレスを入
力します

• 件名: 電子メールの件名を入力します
• メッセージ: 変数を選択して(変数リスト
から変数をダブルクリック)、成功か失敗
かを表示します。

• 変数: 電子メール・アクションに使用可能
な変数をリストします。

実行 このアクションにより、コマンド・ラインから
外部プログラムが実行されます。次の実行ア
クションのパラメータを入力します。
コマンド: 外部プログラムを実行するコマンド
を入力します。
外部プログラムは、有効なコマンドライン・ス
クリプト(Windowsの.batスクリプトなど)
および任意の有効なプログラム実行コマンド
です。スクリプト・ファイルでパスを動的に解
決しないようにしてください; パスを解決する
ためにファイルで変数を使用すると機能しな
くなります。
たとえば、Internet Explorerを起動するには、
IEXPLORE.EXEを入力します。タスクフロ
ー・スクリプトの場所を参照してください。

1 このアクションを正常に実行するには、Oracle Hyperion Foundation Servicesで SMTPメール構成が使用
可能になっている必要があります。

リンク
リンクはタスクフローのステージを接続します。リンクは、1つのステージの完了によ
り次のステージが開始される場合は無条件に、ステージの操作結果によってタスクフ
ローの続行方法が決定される場合は条件付きにすることができます。
リンクは、タスクフローで次に実行するアクションを指定します。すべてのステージ
でリンクが必要です。通常、ほとんどのステージに次の 2つのリンクがあります: 成功
および失敗。成功リンクには、現在のステージの結果に基づいて、次の処理ステージ
(受信ステージ)を指定します。失敗リンクには、ステージのタスクフロー・アクション
が失敗した場合に実行するアクションを指定します。
各タスクフローの最後のステージには、タスクフローを完了する目標として、Endの
最終リンクが必要です。
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変数
タスクフローは、実行時のライフサイクル全体をとおして参照可能なグローバル・コンテキ
ストとして変数を使用します。タスクフロー内で作成された変数は、タスクフロー内のある
ステージから別のステージに値を渡すために使用できます。

タスクフローを使用するための前提条件
Oracle Enterprise Performance Management Systemには、タスクフローに関連するグローバ
ル役割として次の役割が用意されています。次の役割を割り当てられたユーザーは、EPM
Systemの任意のコンポーネントからタスクフローを使用できます。
• タスクフローの管理: この役割では、EPM Systemのコンポーネント全体で、ACLの作
成、編集、スケジュール、割当て、およびタスクフローの実行が可能です。

• タスクフローの実行: この役割では、EPM Systemのコンポーネント全体で、タスクフロ
ーを実行およびスケジュールできます。この役割のみを割り当てられたユーザーは、タス
クフローを作成または編集できません。

タスクフローの作成および管理
タスクフローを使用するには、Oracle Hyperion Enterprise Performance Management
Workspaceの「タスク・フローの管理」画面、または製品固有の画面を使用します。Oracle
Enterprise Performance Management Systemコンポーネントからタスクフロー画面にアク
セスするには、タスクフローの役割(タスクフローを使用するための前提条件を参照)の他に、
これらの EPM Systemコンポーネントへのアクセス権を付与するアプリケーション役割も必
要です。

「タスクフローの管理」画面へのアクセス
通常、「タスク・フローの管理」画面を使用してタスク・フローを操作します。この画面に
は、Oracle Hyperion Financial Managementおよび Oracle Hyperion Profitability and Cost
Managementからアクセスできます。通常、この画面にアクセスするには、次の役割が必要
です:

• Oracle Hyperion Foundation Servicesの「タスクフローの管理」役割
• この画面にアクセスするコンポーネント(Financial Managementまたは Profitability and

Cost Management)の管理者の役割
「タスクフローの管理」画面にアクセスするには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceにログインします。
2. Financial Managementから「タスクフローの管理」画面にアクセスするには:

a. 「ナビゲート」、「管理者」、「連結管理」の順に選択します。
b. 「管理」、「タスクフロー」、「タスクフローの管理」の順に選択します。

3. Profitability and Cost Managementから「タスクフローの管理」画面にアクセスするには:

a. 「ナビゲート」、「アプリケーション」、「Profitability」、「Profitability and Cost
Management」アプリケーションの順に選択します。

第 8章
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b. 「タスク領域」で、「ジョブ・ステータス」を展開して、「タスクフローの管理」
を選択します。

タスクフローの作成
タスクフローを作成するには:

1. 「タスクフローの管理」画面を開きます。「タスクフローの管理」画面へのアクセス
を参照してください。

2. 「タスクフローの管理」で、「新規」をクリックします。
3. 「名前」に、一意のタスクフロー名を入力します。
4. 「アプリケーション」に、このタスクフローが属するアプリケーションの名前を入
力します。
アプリケーション名は、「タスクフローの管理」画面でアプリケーションを分類す
る際に使用されます。

5. 「説明」に、タスクフローの説明を入力します。
6. 「送信」をクリックします。
ステージおよびリンクの追加が可能なタスクフロー・エディタが表示されます。

7. タスクフローにステージを追加するには:

a. 「全般」に、次の情報を入力します:

• 「名前」: ステージ名を入力します。
• ユーザー名: タスクフロー・ステージを開始するために使用するアカウン
トを持つ Oracle Enterprise Performance Management Systemユーザー
を入力します。

• パスワード: 「ユーザー名」フィールドに指定したユーザーのパスワード
を入力します。

b. 「処理」に、次の情報を入力します:

i. 「アプリケーション」で、タスクの実行元のアプリケーションを選択しま
す。

ii. 「アクション」で、実行するアクションを選択し、必要な情報を入力しま
す。
「アクション」リストで選択可能なアクションは、選択したアプリケーショ
ンを反映しています。各 EPM Systemコンポーネントのアクション・リス
トは、次のトピックを参照してください:

• 使用可能な Oracle Hyperion Shared Servicesアクションのリスト
は、表 1を参照してください。

• Oracle Hyperion Financial Managementアクションのリストは、
Oracle Hyperion Financial Managementユーザーズ・ガイドを参照し
てください。

c. 「開始イベント」に、次の情報を入力してイベントをスケジュールします :

i. 「開始イベント」で、「スケジュール済イベント」を選択します。
ii. 「開始日」に、タスクを実行する日にちを入力します。
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iii.「開始時間」で、タスクを開始する時刻を選択します。
iv. このタスクを繰り返す場合は、「繰返し」を選択し、「繰返しの設定」でタスクの
頻度を選択します。

v. タスクの終了日時を入力するオプションを選択します:

• 終了日なし
• 終了条件を選択して、終了条件数を入力します。
• 終了日」: 終了日を入力し「終了時刻」を選択します。

d. オプション: タスクフローにステージを追加できます。
8. タスクフロー・ステージにリンクを追加するには:

a. リンクを追加するステージを選択し、「リンクの追加」をクリックします。
b. 「全般」に、一意のリンク名とオプションの説明を入力します。
c. 「受信ステージ」で、タスクフローの次のステージを選択します。
d. オプション: 必要に応じて、リンク条件を設定します。

9. 「保存」をクリックします。

タスクフローの編集
タスクフローを編集するには:

1. 「タスクフローの管理」画面を開きます。「タスクフローの管理」画面へのアクセスを参照
してください。

2. 「タスクフローのリスト(要約)」から、タスクフローを選択し、「編集」をクリックしま
す。
タスク・フローの最初のステージがデフォルトで選択されます。

3. 「パスワード」に、タスクフロー・ステージを開始するために使用するアカウントを持つ
Oracle Enterprise Performance Management Systemユーザーのパスワードを入力しま
す。

4. 現在のステージを編集するか(必要な場合)、ステージ名をクリックして他のステージを選
択します。
a. 「全般」で、次のステップを実行します。

i. オプション: ステージ名と、タスクフローの初期化にアカウントを使用した EPM
Systemユーザーを変更します。

ii. 「パスワード」に、現在のタスクフロー・ステージの初期化にアカウントを使用し
た EPM Systemユーザーのパスワードを入力します。

b. 「処理」で、次のステージ処理情報を変更します。このタブの任意のフィールドの値
を変更できます。
• 使用可能な Oracle Hyperion Shared Servicesアクションのリストは、表 1を参照
してください。

• Oracle Hyperion Financial Managementアクションのリストは、Oracle Hyperion
Financial Managementユーザーズ・ガイドを参照してください。

c. 「開始イベント」で、ステージ開始のスケジュールを変更します。

第 8章
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d. オプション: 必要に応じて、リンクを変更します。

ノート:

リンクを編集するには、少なくとも、現在のタスクフロー・ステージ
の初期化にアカウントを使用した EPM Systemユーザーのパスワー
ドを入力する必要があります。

i. 編集するリンクの名前をクリックします。
ii. 「全般」で、名前、説明、受信ステージなど、リンクの詳細を編集します。
リンクの送信ステージは変更できません。

iii. オプション: 必要に応じて、リンク条件を変更します。
5. 「保存」をクリックします。

タスクフロー情報の表示
「タスクフローの管理」の「タスクフローのリスト(要約)」には、定義済のすべてのタ
スクフローがリストされます。
タスクフロー情報を表示するには:

1. 「タスクフローの管理」画面を開きます。「タスクフローの管理」画面へのアクセス
を参照してください。

2. 表示するタスクフローを選択します。
3. 「編集」をクリックします。

タスクフローのスケジュール
タスクフローの実行は、「タスクフローの管理」画面からスケジュールできます。
既存のタスクフローをスケジュールするには:

1. 「タスクフローの管理」画面を開きます。「タスクフローの管理」画面へのアクセス
を参照してください。

2. スケジュールするタスクフローを選択します。
3. 「タスクフローのスケジュール」をクリックします。
4. 「開始イベント」で、「スケジュール済イベント」を選択します。
5. 「開始日」に、タスクフローを実行する日にちを選択します。
6. 「開始時間」で、ドロップダウン・リストを使用して、タスクフローの実行を開始
する時刻を選択します。

7. オプション: ジョブを繰返し実行するようにスケジュールするには:

a. 「繰返し」を選択します。
b. 「繰返しの設定」で、「月」や「週」などの繰返しの設定を選択します。
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c. 選択した繰返し設定の頻度をスケジュールします。
8. オプション: タスクフローを、手動で取り消されるか削除されるまで実行するようにスケ
ジュールするには、「終了日なし」を選択します。

9. オプション: タスクフローを指定した回数実行するようにスケジュールするには、x回後
に終了を選択します。テキスト・ボックスにジョブを実行する回数を入力します。

10. オプション: 指定した日付までタスクフローを実行するには、「終了日」を選択し、最後
に実行する日時を選択します。

11.「保存」をクリックします。

タスクフローの手動実行
タスクフローを実行するには:

1. 「タスクフローの管理」画面を開きます。「タスクフローの管理」画面へのアクセスを参照
してください。

2. 実行するタスクフローを選択します。
3. 「今すぐ実行」をクリックします。

タスクフロー・ステータスの表示および実行の詳細
タスクフロー・ステータスをモニターするには、「タスクフロー・ステータス(要約)」画面を
使用します。
タスクフローのステータスを表示するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceにログインします。
2. 「ナビゲート」、「アプリケーション・ライブラリ」の順に選択します。
3. 「管理」、「タスクフロー・ステータスの表示」の順に選択します。
4. 「タスクフローの管理」で、モニターするタスクフローを検出する検索条件を選択します。

• 特定の実行ステータスのタスクフローを検索するには、「ステータス」でタスクフロ
ー・ステータスを選択します。すべてのステータスのタスクフローを検索するには、
「すべて」を選択します。

• 特定のアプリケーションに属するタスクフローを検索するには、「アプリケーション」
に、タスクフローが属するアプリケーションを選択します。

• 特定のタスクフローを検索するには、「タスクフロー」にタスクフロー名を選択しま
す。

5. 検索を特定の期間に限定するには、「開始期間」に開始値と終了値を設定します。
6. 「検索」をクリックします。
7. オプション: 「リフレッシュ」をクリックし、ステータス情報を更新します。
8. オプション: 実行中のタスクフローを終了するには、タスクフローを選択し、「停止」を
クリックします。
選択したステップの結果がアプリケーションから戻されると、タスクフローは停止しま
す。前のステップの結果は破棄されません; ただし、タスクフローを再実行すると、最初
のステップから開始されます。
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9. タスクフロー実行の詳細を表示するには、タスクフロー IDをクリックします。
タスクフロー参加者(要約)が表示され、タスクの詳細およびステータスが示されま
す。

10.「取消し」をクリックし、「タスクフロー・ステータス(要約)」に戻ります。

タスクフロー・スクリプトの場所
タスクフローのステージ中に実行されるすべてのスクリプトは、専用のディレクトリ
に格納する必要があります。このようなスクリプトを含むディレクトリのデフォルト
の場所は、EPM_ORACLE_HOME/common/utilitiesです。
デフォルトのディレクトリ以外のディレクトリにタスクフロー・スクリプトを格納す
る場合は、コマンド・プロンプトで次のいずれかのコマンドを実行して、Oracle
Hyperion Shared Servicesレジストリのプロパティを更新する必要があります。この
コマンドで、SCRIPT_LOCATIONを、タスクフロー・スクリプトを格納するディレクト
リの絶対パスに置き換えます:

epmsys_registry.bat updateproperty SHARED_SERVICES_PRODUCT/
@workflowEngine.ces.location SCRIPT_LOCATION

たとえば、次のコマンドを実行できます。
epmsys_registry.bat updateproperty
 SHARED_SERVICES_PRODUCT/@workflowEngine.ces.location 
C:\taskflowscripts

SCRIPT_LOCATIONディレクトリを不正なアクセスから保護する必要があります。さら
に、セキュリティーを強化するために、保護されたユーザー・アカウントを使用して
サービスやプロセスを実行します。
Shared Servicesレジストリの更新後に Oracle Enterprise Performance Management
Systemを再起動します。

第 8章
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9
Essbaseのプロビジョニング

次も参照:

• Essbaseセキュリティ・モデル
• 前提条件
• EPM System製品へのアクセス
• プロビジョニング・プロセス

Essbaseセキュリティ・モデル
Oracle Essbaseでは、Essbaseサーバーの役割と Essbaseアプリケーションの役割の 2つの
レベルの役割が使用されます。これらの役割は、Oracle Hyperion Shared Services Console
を使用して付与および管理します。
役割に加えて、Essbaseは、ディメンション・メンバー、フィルタおよび計算スクリプトな
どのアーティファクトに対するアクセス制御機能(読取り、書込みなど)を備えています。ま
た、フィルタもアクセスの制限に使用されるセキュリティ・コンストラクトです。
Essbaseアプリケーションの役割に関するプロビジョニング情報は、Oracle Hyperion Shared
Servicesリポジトリに保管されます。Essbaseアーティファクトに関するアクセス制御情報
は、Essbaseのセキュリティ・ファイルである essbase.secに保管されます。このファイル
は、Essbaseと同じサーバー上に保管されます。

前提条件
Foundation Services

• Oracle Hyperion Foundation Servicesが実行されているものとします。Foundation
Servicesを開始すると、次のコンポーネントが開始されます:

– Oracle Hyperion Shared Services

– Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspace

• オプション: ユーザーおよびグループ情報のソースである外部ユーザー・ディレクトリが
Shared Servicesで構成されているものとします。
ユーザー・ディレクトリの構成を参照してください。

Webサーバー
Oracle Enterprise Performance Management System Webサーバーが実行されている必要が
あります。
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Essbaseサーバー
Oracle Essbaseサーバーが実行されている必要があります。Oracle Enterprise
Performance Management Systemインストールおよび構成ガイドを参照してくださ
い。

Administration Services
Oracle Essbase Administration Servicesが実行されていること。『Oracle Hyperion
Enterprise Performance Management Systemインストールおよび構成ガイド』を参照
してください。
EPM Systemコンフィグレータを使用して Shared Servicesモードで Oracle Essbase
をデプロイすると、Administration Servicesの adminユーザーは Oracle Hyperion
Shared Servicesに自動的に外部化されます。
スタンドアロンの Essbaseインスタンスを Shared Servicesモードに変換する場合、
Administration Servicesの adminユーザーを外部化する必要があります。手順は、
Administration Servicesオンライン・ヘルプを参照してください。
Demoや Sampleなどの Essbaseのサンプル・アプリケーションは、インストールさ
れている場合、サーバーに追加されます。これらのアプリケーションを使用して、ア
プリケーションを作成しなくてもプロビジョニング・プロセスをよく理解することが
できます。

EPM System製品へのアクセス
プロビジョニング時には、Oracle Hyperion Shared Servicesや Oracle Hyperion
Enterprise Performance Management Workspaceなどの Oracle Enterprise
Performance Management Systemコンポーネントにアクセスする必要があります。
次のトピックを参照してください:

• Shared Services Consoleの起動
• EPM Workspaceへのアクセス
• Administration Servicesコンソールへのアクセス

プロビジョニング・プロセス
Oracle Essbase Administration Servicesコンソールを使用して、Oracle Essbaseアプ
リケーションを作成できます。
Administration Servicesコンソールを使用して作成する Essbaseアプリケーション
は、ディメンションおよびメンバーを他のアプリケーションと共有しないスタンドア
ロンのアプリケーションです。
Essbaseアプリケーションのプロビジョニング・ステップを次の図に示します。
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ユーザーおよびグループへの Essbaseサーバーの役割のプロ
ビジョニング

すべての Oracle Enterprise Performance Management Systemユーザーが Oracle Essbase
Administration Servicesコンソールにログインできます。Administration Servicesコンソー
ル、および拡張機能によって Oracle Essbaseサーバーで、ユーザーが実行できるアクティビ
ティは、Essbaseサーバーの役割の割当てによって定義されます。
Essbaseが Oracle Hyperion Shared Servicesモードでデプロイされている場合、最初は機能
の管理者アカウントを使用して、Essbaseサーバーおよびアプリケーションを管理します。
ユーザーに Essbaseサーバーの役割をプロビジョニングするには:

1. Oracle Hyperion Shared Services Consoleコンソールに機能の管理者としてログインし
ます。Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. 構成済ユーザー・ディレクトリから、プロビジョニングするユーザーまたはグループを検
索します。ユーザー、グループ、役割および委任リストの検索を参照してください。

3. ユーザーまたはグループに Essbaseサーバーの役割をプロビジョニングします。
a. ユーザーまたはグループを右クリックし、「プロビジョニング」を選択します。
b. オプション: ビューを選択します。
役割は、階層(ツリー)またはリストに表示できます。階層をドリルダウンし、使用可
能な役割を表示する必要があります。リスト・ビューでは、使用可能な役割が表示さ
れますが、階層は表示されません。

c. 「使用可能な役割」で、Essbaseノード(例: EssbaseCluster-1)を展開します。
d. Essbaseノードで、Essbaseサーバーを表すノード(例: EssbaseCluster-1)を展開し
ます。

e. Essbaseサーバーの役割を選択し、 をクリックします。
Essbaseサーバーの役割の説明は、Essbaseの役割を参照してください。

f. 「OK」をクリックします。
g. 「OK」をクリックし、確認画面を閉じます。
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Essbaseサーバー接続の作成
Oracle Essbase Administration Servicesコンソールからタスクを実行するには、
Oracle Essbaseサーバー・インストールに接続する必要があります。最初に、サーバ
ー接続を作成できるユーザーは機能の管理者のみです。
Administration Servicesコンソールから Essbaseサーバー接続を作成すると、Essbase
サーバー接続を表すノードがエンタープライズ・ビューに表示されます。「アプリケー
ション」および「セキュリティ」などのノードが、Essbaseサーバー接続を表すノー
ド内に表示されます。
7つの Essbaseサンプル・アプリケーション(ASOsamp、Demo、DMDemo、Sampeast、
Sample、Sample_U、Samppart)をインストールできます。インストールしたアプリケー
ションは、Oracle Hyperion Shared Servicesに登録され、「アプリケーション」ノード
の下にリストされます。
サンプル Essbaseアプリケーションは、機能の管理者が所有しています。これらのサ
ンプル・アプリケーションは、Essbaseアプリケーションのプロビジョニングに使用
できます。
Essbaseサーバー接続を作成するには:

1. Administration Servicesコンソールに機能の管理者としてログインします。
Administration Servicesコンソールへのアクセスを参照してください。

2. 「Essbaseサーバー」を右クリックし、「Essbaseサーバーの追加」を選択しま
す。

3. 必要な情報を入力します。説明が必要な場合は、オンライン・ヘルプを参照してく
ださい。

クラシック Essbaseアプリケーションの作成
各 Oracle Essbaseサーバーは、それぞれ独自のデータベースを持つ複数のアプリケー
ションをサポートできます。作成した Essbaseアプリケーションは Oracle Hyperion
Shared Servicesに自動的に登録されます。Essbaseサーバーのユーザーは、各アプリ
ケーションおよびそのアーティファクトに別々にプロビジョニングする必要がありま
す。詳細は、Oracle Essbase Administration Servicesオンライン・ヘルプまたは Oracle
Essbaseテクニカル・リファレンスを参照してください。
Essbaseアプリケーションおよびアーティファクトを作成するには:

1. Oracle Essbase Administration Servicesコンソールに機能の管理者としてログイ
ンします。

ノート:

Essbaseサーバー管理者またはアプリケーションの作成/削除の役割が
プロビジョニングされているユーザーも、Essbaseアプリケーションを
作成できます。これらのユーザーは、管理サービス・コンソールから
Essbaseアプケーションを作成する場合、Shared Servicesの役割
(Essbaseアプリケーション作成者など)を必要としません。
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2. Essbaseアプリケーションを作成します。

ノート:

Oracle Enterprise Performance Management Systemでは、Essbaseアプリケ
ーションを作成するユーザーにプロビジョニング・マネージャおよびアプリケ
ーション・マネージャの役割が自動的に割り当てられます。

a. 「Essbaseサーバー」の下の「アプリケーション」を右クリックします。
b. 「アプリケーションの作成」を選択し、次に「集約ストレージを使用」または「ブロ
ック・ストレージを使用」のいずれかを選択します。

c. 必要な情報を入力します。説明が必要な場合は、オンライン・ヘルプを参照してくだ
さい。

3. アプリケーション用のデータベースを追加します。
a. アプリケーションを右クリックし、「データベースの作成」を選択します。
b. 必要な情報を入力します。説明が必要な場合は、オンライン・ヘルプを参照してくだ
さい。

4. アウトラインにディメンションおよびメンバーを追加します。
a. 作成したアプリケーション・データベースを表すノードを展開します。
b. 「アウトライン」を右クリックし、「編集」を選択します。
c. 「アウトライン」タブで「アウトライン」を右クリックし、「子の追加」を選択しま
す。

d. メンバー名を入力します。説明が必要な場合は、「ヘルプ」をクリックしてください。
e. 「確認」をクリックし、アウトラインを検証します。
f. ステップ 4.cからステップ 4.eを繰り返して、その他のメンバーを追加します。
g. 「保存」をクリックします。
h. 「閉じる」をクリックします。

Essbaseアーティファクトの作成
アーティファクトのアクセス制御が機能するようにするには、Oracle Essbaseアプリケーシ
ョン・データベースでフィルタおよび計算スクリプトを作成する必要があります。Essbase
では、フィルタを使用して、データベースの特定の部分に対するセキュリティ要件に対応し、
データベース・セルへのアクセスを制限することによりデータ値またはセルに対するセキュ
リティ・アクセスを制御します。Essbaseサーバーでは、essbase.secにフィルタが保管さ
れます。
計算スクリプトは、データベースの連結方法や集約方法を定義するコマンドです。連結プロ
セスとは別に、割当てや他の計算ルールを指定するコマンドが計算スクリプトに含まれるこ
ともあります。
Oracle Essbase Administration Servicesコンソールまたは MaxLを使用して、フィルタおよ
び計算スクリプトを作成できます。フィルタおよび計算スクリプトの作成と管理の詳細は、
Oracle Essbase Administration Servicesオンライン・ヘルプまたは Oracle Essbaseデータベ
ース管理者ガイドを参照してください。
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セキュリティ・フィルタの作成
セキュリティ・フィルタにより、Oracle Essbaseデータベース内のデータ値(セル)へ
のアクセスが制御されます。フィルタは、粒度が最も細かい Essbaseのセキュリテ
ィ・アクセスです。フィルタを作成する際、データベース・セルに対して、制限を指
定します。フィルタ情報は、Essbaseサーバーの essbase.secに保管されます。
フィルタは、Essbaseのユーザーとグループに割り当てることができます。
フィルタを作成するには:

1. Oracle Essbase Administration Servicesコンソールに、機能の管理者、または
Essbase管理者の役割がプロビジョニングされたユーザーとしてログインしま
す。Administration Servicesコンソールへのアクセスを参照してください。

2. 「Essbaseサーバー」の下の「アプリケーション」を展開します。
3. セキュリティ・フィルタを定義する Essbaseアプリケーションを表すノードを展
開します。

4. セキュリティ・フィルタを定義するデータベースを右クリックし、「作成」、次に
「フィルタ」を選択します。

5. フィルタを作成します。説明が必要な場合は、オンライン・ヘルプを参照してくだ
さい。

計算スクリプトの作成
計算スクリプトを使用して、データベースの計算方法を指定します。計算スクリプト
は、データベースのアウトラインで定義されている計算をオーバーライドします。計
算スクリプトを作成するには、計算スクリプト・エディタを使用します。
計算スクリプトは、Oracle Essbaseのユーザーとグループに割り当てることができま
す。
計算スクリプトを作成するには:

1. Oracle Essbase Administration Servicesコンソールに、機能の管理者、または
Essbase管理者の役割がプロビジョニングされたユーザーとしてログインします。

2. 「Essbaseサーバー」の下の「アプリケーション」を展開します。
3. 計算スクリプトを定義する Essbaseアプリケーションを表すノードを展開しま
す。

4. 計算スクリプトを定義するデータベースを選択します。
5. 「ファイル」、次に「エディタ」、さらに「計算スクリプト・エディタ」を選択しま
す。

6. 計算スクリプトを作成します。説明が必要な場合は、オンライン・ヘルプを参照し
てください。
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ユーザーへの Essbaseアプリケーションの役割のプロビジョ
ニング

各 Oracle Essbaseサーバーでは、それぞれ独自のデータベースを持つ複数の Essbaseアプリ
ケーションを使用できます。Essbaseサーバーのユーザーは、各アプリケーションおよびそ
のデータベースに別々にプロビジョニングする必要があります。
ユーザーに Essbaseアプリケーションの役割をプロビジョニングするには:

1. Oracle Hyperion Shared Services Consoleコンソールに機能の管理者としてログインし
ます。Shared Services Consoleの起動を参照してください。

ノート:

Essbaseアプリケーションのプロビジョニング・マネージャの役割がプロビジ
ョニングされているユーザーは、このアプリケーションの役割を他のユーザー
にプロビジョニングできます。

2. プロビジョニングするユーザーまたはグループを見つけます。
ユーザー、グループ、役割および委任リストの検索を参照してください。

3. 「管理」、「プロビジョニング」の順に選択します。
4. オプション: ビューを選択します。
役割は、階層(ツリー)またはリストに表示できます。階層をドリルダウンし、使用可能な
役割を表示します。リスト・ビューでは、使用可能な役割が表示されますが、階層は表示
されません。

5. Essbaseサーバーを表すノード(例: EssbaseCluster-1)を展開します。
6. Essbaseサーバー・ノードの下で、前の項で作成した Essbaseアプリケーションを表す
ノードを展開します。

7. Essbaseアプリケーションの役割を選択し、 をクリックします。
Essbaseアプリケーションの役割とそれらの埋込み権限のリストは、Essbaseの役割を
参照してください。

8. 「OK」をクリックします。
9. 「OK」をクリックします。
10. オプション: この Essbaseアプリケーションの役割を他のユーザーにプロビジョニング
するには、ステップ 2からステップ 8を繰り返します。

11. オプション: この Essbaseサーバーに属する他の Essbaseアプリケーションの役割を選
択したユーザーにプロビジョニングするには、ステップ 6からステップ 9を繰り返しま
す。

アクセス制御の定義
Oracle Essbaseアプリケーションの役割によって、アプリケーションのデータベースに保管
されているアーティファクトに対する広範囲のアクセス権が付与されます。アクセス制御を
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定義することで、アーティファクトへのアクセスに制限を設定できます。Essbaseの
アーティファクトには、フィルタおよび計算スクリプトがあります。
Essbaseアーティファクトへのアクセス権を付与するには:

1. Oracle Hyperion Shared Services Consoleコンソールに機能の管理者としてログ
インします。Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. ビュー・ペインで、「アプリケーション・グループ」を展開し、次に Essbaseサー
バー・ノード(例: EssbaseCluster-1)を展開します。

3. アーティファクトへのアクセス権限を設定する Essbaseアプリケーションを右ク
リックし、「アクセス権の割当て」を選択します。
「アプリケーション」タブが開きます。デフォルトで、このタブには、この Essbase
アプリケーションに属している役割をプロビジョニングされているユーザーがリ
ストされます。ユーザーとグループをすべてリストすることも、使用可能なグルー
プのみをリストすることもできます。

4. アーティファクトへのアクセス制御を設定するユーザーおよびグループを選択し、
選択済リストに移動します。

5. 「次」をクリックします。
6. アーティファクトへのアクセス権を付与するユーザーを選択します。
7. 「フィルタ」から、ユーザーにアクセスを許可するデータベース・セキュリティ・
フィルタを選択します。

8. 「計算」から、選択したユーザーがアクセス可能な計算スクリプトを選択します。
9. 「計算」の横にあるチェック・マークを選択します。
10. その他のフィルタおよび計算スクリプトへのアクセス権を割り当てるには、ステッ
プ 7からステップ 9を繰り返します。

11.「OK」をクリックします。
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10
Planningのプロビジョニング

次も参照:

• Planningセキュリティ・モデル
• 前提条件
• EPM System製品へのアクセス
• Planningのプロビジョニング・プロセス

Planningセキュリティ・モデル
Oracle Hyperion Planningでは、Planningのグローバル役割と Planningアプリケーションの
役割の 2つのタイプの役割が使用されます。Planningの役割はいずれも Oracle Hyperion
Shared Services Consoleを使用して付与します。
Webフォームおよびディメンション /メンバーなどの Planningアーティファクトは、Planning
ユーザー・インタフェースから管理および定義します。これらのアーティファクトに対する
セキュリティは、Planningアプリケーション内から定義します。Planningアーティファクト
は、Planningのリレーショナル・リポジトリに保管されます。

前提条件
Foundation Services

• Oracle Hyperion Foundation Servicesが実行されているものとします。Foundation
Servicesを開始すると、次のコンポーネントが開始されます:

– Oracle Hyperion Shared Services

– Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspace

• オプション: ユーザーおよびグループ情報のソースである外部ユーザー・ディレクトリが
Shared Servicesで構成されているものとします。
ユーザー・ディレクトリの構成を参照してください。

Webサーバー
Oracle Enterprise Performance Management System Webサーバーが実行されている必要が
あります。

Essbaseサーバー
Oracle Essbaseサーバーが実行されているものとします。
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Oracle Enterprise Performance Management Systemインストールおよび構成ガイド
を参照してください。

Administration Services (オプション)
Oracle Essbaseの管理コンソールである Oracle Essbase Administration Servicesは、
Essbase内の Planningアプリケーション、データベースおよびメンバーの作成を確認
する場合にのみ必要になります。
Administration Servicesが実行されていること。
Oracle Enterprise Performance Management Systemインストールおよび構成ガイド
を参照してください。

リレーショナル・データベース
Oracle Hyperion Planningアプリケーション・データを保管するには、十分な権限が割
り当てられたリレーショナル・データベース・アカウントが使用可能である必要があ
ります。
サポートされているデータベース・プラットフォームおよび必要な権限は、Oracle
Enterprise Performance Management Systemインストール概要を参照してください。

EPM System製品へのアクセス
プロビジョニング時には、Oracle Hyperion Shared Servicesや Oracle Hyperion
Enterprise Performance Management Workspaceなどの Oracle Enterprise
Performance Management Systemコンポーネントにアクセスする必要があります。
次のトピックを参照してください:

• Shared Services Consoleの起動
• EPM Workspaceへのアクセス
• Administration Servicesコンソールへのアクセス

Planningのプロビジョニング・プロセス
Oracle Hyperion Planningアプリケーションは、ディメンションおよびメンバーを他の
Planningアプリケーションと共有しないスタンドアロンのアプリケーションです。こ
れらのアプリケーションは、アプリケーション・ウィザードを使用して作成します。
Planningアプリケーションのプロビジョニング・ステップを次の図に示します。
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Planningのデータ・ソースの作成
各 Oracle Hyperion Planningアプリケーションには、Planningアプリケーション・データベ
ースと Oracle Essbaseサーバーの接続情報で構成される一意のデータ・ソースが必要です。
Planningアプリケーション・データベースは 1つの Planningアプリケーションからの情報し
か保管できないため、各データ・ソースには一意のデータベースが必要です。多くのデータ・
ソースが、1つの Essbaseサーバーを使用できます。
データ・ソースを作成するには:

1. 機能の管理者として Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspace
にアクセスします。EPM Workspaceへのアクセスを参照してください。

2. 「ナビゲート」、「管理」、「プランニングおよび予算策定のサービス」の順に選択します。
3. 「Planning管理」で「データ・ソースの管理」をクリックします。
4. 「データ・ソースの管理」の「アクション」から「作成」を選択します。
5. 「データ・ソース名」に名前を入力します。
6. 「データベース」から、Planningアプリケーション・データベースのデータベース・タイ
プを選択します。

7. アプリケーション・データベースおよび Essbaseサーバーの接続情報を入力します。
Essbaseサーバー設定に Essbaseサーバー管理者(または機能の管理者)の情報を必ず入
力してください。説明が必要な場合は、オンライン・ヘルプを参照してください。

8. 「検証」をクリックして、アプリケーション・データベース接続および Essbaseサーバー
接続を検証します。

9. データ・ソースを作成するには、「保存」をクリックします。

ディメンションおよびメンバーを含む Planningアプリケーシ
ョンの作成

Oracle Hyperion Planningインストールは、複数の Planningアプリケーションをサポートで
きます。作成したアプリケーションは Oracle Hyperion Shared Servicesに自動的に登録され
ます。
ディメンションおよびメンバーを含む Planningアプリケーションの作成には、次のステップ
が含まれます:
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• Planningアプリケーションの作成
• Planningアプリケーションへのアクセス
• ディメンションおよびメンバーの作成

Planningアプリケーションの作成
アプリケーションを作成するには:

1. 機能の管理者として Oracle Hyperion Enterprise Performance Management
Workspaceにアクセスします。EPM Workspaceへのアクセスを参照してくださ
い。

2. 「ナビゲート」、「管理」、「プランニングおよび予算策定のサービス」の順に選択し
ます。

3. 「Planning管理」で「管理アプリケーション」をクリックします。
4. 「管理アプリケーション」の「アクション」から「作成」を選択します。
5. 「データ・ソース」で、データ・ソースを選択します。
6. 「Application」に、アプリケーション名(最大 8文字)を入力します。アプリケーシ
ョン名には、特殊文字(スペース、アスタリスクなど)を含めないでください。

7. 「アプリケーション・タイプ」で、作成するアプリケーションのタイプを選択しま
す。
サンプルの Oracle Hyperion Planningアプリケーション設定を使用するには、「サン
プル」を選択します。サンプルのアプリケーションでは「カレンダ」、「通貨」、「プ
ラン・タイプ」の情報は選択できません。

8. 「Shared Servicesプロジェクト」で、Planningアプリケーションを追加するアプ
リケーション・グループを選択します。
Oracle Enterprise Performance Management Systemでは、デフォルトの Planning
アプリケーション・グループは作成されません。必要に応じて、Oracle Hyperion
Shared Services Consoleでカスタム・グループとして作成できます。アプリケー
ション・グループの作成を参照してください。

9. 「次」をクリックします。
10. サンプル・アプリケーションを作成しない場合は、「カレンダ」、「通貨」および「プ
ラン・タイプ」に情報を入力または選択します。画面で情報を入力したら、「次へ」
をクリックします。説明が必要な場合は、オンライン・ヘルプを参照してくださ
い。

11.「作成」をクリックして、Planningアプリケーションを作成します。

ノート:

作成した Planningアプリケーションは、Oracle Essbase Administration
Servicesの Essbase Serversノード、および Shared Services Console
のステップ 8で選択したアプリケーション・グループを表すノードの下
に表示されます。
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Planningアプリケーションへのアクセス
Oracle Hyperion Planningアプリケーションを開くには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceにアクセスします。
EPM Workspaceへのアクセスを参照してください。

2. 「ファイル」、「開く」、「アプリケーション」、「Planning」の順に選択します。
3. 作成した Planningアプリケーションを選択します。

ディメンションおよびメンバーの作成
Oracle Hyperion Planningアプリケーションを作成すると、デフォルトのディメンションがア
プリケーション・データベースに移入されます。この段階で、次のことを行えます:

• アプリケーションへのカスタム・ディメンションの追加
• ディメンションへのメンバーの追加
ディメンションおよびディメンション・メンバーを追加するには:

1. Planningアプリケーションを開きます。Planningアプリケーションへのアクセスを参照
してください。

2. 「管理」、「管理」、「ディメンション」の順に選択します。
3. オプション: カスタム・ディメンションを追加します。

a. 「ディメンション」で、 をクリックします。
b. ディメンション名とその他の必要な値を入力します。説明が必要な場合は、オンライ
ン・ヘルプを参照してください。

ノート:

カスタム・ディメンションのセキュリティ・アクセスを定義する場合、「セ
キュリティの適用」チェック・ボックスを選択する必要があります。

c. 「保存」をクリックします。
Planningで作成したカスタム・ディメンションは、Oracle Essbaseデータベースに
自動的に書き込まれません。Essbaseデータベースの操作を参照してください。

4. ディメンション・メンバーを追加します。
通貨、期間および年以外のディメンションはすべてセキュア・ディメンションです。セキ
ュア・ディメンションのメンバー(子)についてのみセキュリティを適用できます。
a. 「ディメンション」から、メンバーを定義するディメンションを選択します。
b. 「子の追加」をクリックします
c. メンバー名とその他の必要な値を入力します。説明が必要な場合は、オンライン・ヘ
ルプを参照してください。

d. 「保存」をクリックします。
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e. ステップ 4.bからステップ 4.dを繰り返して、メンバー(子と兄弟)を追加しま
す。

5. カスタム・ディメンションおよびメンバーのデータで Essbaseデータベースを更
新します。手順は、Essbaseデータベースの操作を参照してください。

ユーザーおよびグループへの Planningアプリケーション
の役割のプロビジョニング

各 Oracle Hyperion Planningデプロイメントは、複数の Planningアプリケーションを
サポートできます。Planningユーザーを各アプリケーションに対して別々にプロビジ
ョニングする必要があります。
機能の管理者および Planningプロビジョニング・マネージャは、Oracle Hyperion
Shared Services Consoleを使用して Planningアプリケーション・ユーザーをプロビ
ジョニングできます。
ユーザーまたはグループに Planningアプリケーションの役割をプロビジョニングする
には:

1. 機能の管理者、またはプロビジョニングする Planningアプリケーションのプロビ
ジョニング・マネージャの役割として、Shared Services Consoleにアクセスしま
す。次を参照してください: Shared Services Consoleの起動

2. ユーザーおよびグループへ Planningアプリケーションをプロビジョニングしま
す:

a. プロビジョニングするユーザーまたはグループを見つけます。
ユーザー、グループ、役割および委任リストの検索を参照してください。

b. ユーザーまたはグループを右クリックし、「プロビジョニング」を選択します。
c. オプション: ビューを選択します。
役割は、階層(ツリー)またはリストに表示できます。階層をドリルダウンし、
使用可能な役割を表示する必要があります。リスト・ビューでは、使用可能な
役割が表示されますが、階層は表示されません。

d. 「使用可能な役割」で、Planningアプリケーションを含むアプリケーション・
グループ(例: Planning)を展開します。

e. 対象のアプリケーションを表すノードを展開します。
f. 役割を選択し、「追加」をクリックします。
選択した役割が「選択された役割」リストに表示されます。Planningアプリケ
ーションの役割およびそれらによってアクセスが許可されるタスクのリスト
は、Planningの役割を参照してください。

g. 「保存」をクリックします。
h. 「OK」をクリックします。

3. プロビジョニングを行う各 Planningアプリケーションについて、前のステップを
繰り返します。
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ユーザーとグループの Planningデータベースへの追加
Oracle Hyperion Shared Servicesで新規にプロビジョニングしたユーザーおよびグループを
Planningアプリケーションで使用するためには、それらのユーザーおよびグループを Oracle
Hyperion Planningデータベースに追加する必要があります。

ノート:

次の手順では、ユーザーおよびグループを Planningデータベースに追加するために
使用できる多くの方法のうちの 1つを示します。その他の方法は、Oracle Hyperion
Planningユーザー・ガイドを参照してください。

ユーザーおよびグループを Planningデータベースに移入するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceにアクセスします。
EPM Workspaceへのアクセスを参照してください。

2. Planningアプリケーションを開きます。Planningアプリケーションへのアクセスを参照
してください。

3. 「管理」、「アプリケーション」、「データベースのリフレッシュ」の順に選択します。
4. 「セキュリティ・フィルタ」を選択します。
5. オプションで、他のデータベースのリフレッシュ・オプションを選択します。Oracle

Hyperion Planning管理者ガイドを参照してください。
6. 「リフレッシュ」をクリックします。
7. 「終了」をクリックします。

ディメンション・メンバーへのアクセス権の割当て
アプリケーションのディメンションは、アクセスを許可するユーザーおよびグループを定義
することにより保護できます。アクセス制御は、セキュア・ディメンション(通貨、期間およ
び年以外のデフォルト・ディメンション)のメンバーに対して定義できます。
「セキュリティの適用」オプションを使用して作成されたカスタム・ディメンションでのみ、
アクセス制御のメンバーへの割当てがサポートされます。
アクセス制御を定義するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceにアクセスします。
EPM Workspaceへのアクセスを参照してください。

2. Oracle Hyperion Planningアプリケーションを開きます。Planningアプリケーションへ
のアクセスを参照してください。

3. 「管理」、「管理」、「ディメンション」の順に選択します。
この画面からメンバーを追加できます。

4. セキュリティを割り当てるセキュア・ディメンションを選択します。
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5. ディメンションを右クリックし、「展開」を選択してディメンション・メンバーお
よびその子を表示します。

6. ディメンション・メンバーを選択します。
7. 「アクション」から、「アクセス権の割当て」を選択します。
8. アクセス権の割当てウィンドウで、 をクリックします。

ノート:

現在のアプリケーションにプロビジョニングされているユーザーおよび
グループのみが、アクセス権の追加ウィンドウにリストされます。

9. 選択したメンバーへのアクセス権を付与するユーザーまたはグループを選択しま
す。

10.「アクセス・タイプ」から、メンバーに対して付与するアクセス権を選択します。
11. リストから、アクセス権の関係を選択します。たとえば、選択したメンバーの子に
アクセス権を割り当てるには、「子」を選択します。

12.「追加」を選択します。
13.「閉じる」を選択し、アクセス権の割当てウィンドウに戻ります。
14. ステップ 6からステップ 13を繰り返して、その他のメンバーにアクセス権を割り
当てます。

データ・フォームの操作
データ・フォームはデータ入力用のグリッドです。多くのデータ・フォームを作成し、
ユーザーのニーズを満たすことができます。

データ・フォームのフォルダの作成
データ・フォームのフォルダを作成するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceにアクセスし
ます。EPM Workspaceへのアクセスを参照してください。

2. Oracle Hyperion Planningアプリケーションを開きます。Planningアプリケーシ
ョンへのアクセスを参照してください。

3. 「管理」、「管理」、「フォームとアド・ホック・グリッド」を選択します。
4. 「フォーム・フォルダ」のフォルダを展開して、 をクリックします。
5. フォルダ名を入力します。
6. 「OK」をクリックします。

データ・フォームの作成
複合データ・フォームは単一のデータ・フォームに基づいて構成されるため、複合デ
ータ・フォームを作成する前に単一のデータ・フォームを作成する必要があります。
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複合データ・フォームには、様々なプラン・タイプに関連付けられているデータ・フォーム
など、多数のデータ・フォームが同時に表示されます。ユーザーはデータを入力し、合計収
益など、上位交差に集約された結果を見ることができます。複合データ・フォームを作成す
るいくつかのタスクは通常のデータ・フォームの場合と同じです。
データ・フォームを作成するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceにアクセスします。
EPM Workspaceへのアクセスを参照してください。

2. Oracle Hyperion Planningアプリケーションを開きます。Planningアプリケーションへ
のアクセスを参照してください。

3. 「管理」、「管理」、「フォームとアド・ホック・グリッド」を選択します。
4. データ・フォームを作成するには、「アクション」からオプションを選択します:

• 単一のデータ・フォームを作成するには、「単一のフォームの作成」を選択します。
• 複合データ・フォームを作成するには、「複合フォームの作成」を選択します。

5. フォーム・プロパティ、レイアウトおよびビジネス・ルールを定義します。説明が必要な
場合は、オンライン・ヘルプを参照してください。

データ・フォーム・フォルダへのアクセス権の付与
プランナ、対話型ユーザーおよび管理者にのみ、フォルダへのアクセス権を付与できます。
データ・フォーム・フォルダへのアクセス権を付与するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceにアクセスします。
EPM Workspaceへのアクセスを参照してください。

2. Oracle Hyperion Planningアプリケーションを開きます。Planningアプリケーションへ
のアクセスを参照してください。

3. 「管理」、「管理」、「フォームとアド・ホック・グリッド」を選択します。
4. フォルダを選択します。
5. をクリックします。
6. をクリックします。
7. フォルダへのアクセス権を付与するユーザーおよびグループを選択します。

ノート:

現在のアプリケーションにプロビジョニングされているが、フォルダへのアク
セス権を付与されていないユーザーおよびグループのみが、「アクセス権の追
加」画面にリストされます。

8. 付与するアクセス権のタイプ(「読取り」、「書込み」または「なし」)を選択します。
9. 「追加」をクリックします。
10.「OK」をクリックします。
11. アクセス権の追加ウィンドウで、「閉じる」をクリックします。

第 10章
Planningのプロビジョニング・プロセス

10-9



12. アクセス権の割当てウィンドウで、「閉じる」をクリックします。

データ・フォームへのアクセス権の付与
プランナは、アクセス権のあるデータ・フォームのみ表示またはデータ入力すること
が可能です(また、アクセス権のあるメンバーに対してのみ作業を行うことが可能で
す)。管理者および対話型ユーザーは、すべてのデータ・フォームに対してデザイン変
更のための書込みアクセス権を持ちます。
プランナと対話型ユーザーにのみ、データ・フォームへのアクセス権を付与できます。
データ・フォームへのアクセス権を付与するには:

1. Oracle Hyperion Planningアプリケーションを開きます。Planningアプリケーシ
ョンへのアクセスを参照してください。

2. 「管理」、「管理」、「フォームとアド・ホック・グリッド」を選択します。
3. アクセス権を付与するフォームが含まれるフォルダを選択します。
4. 「フォームとアド・ホック・グリッドの管理」で、フォームを選択します。
5. をクリックします
6. アクセス権の割当てウィンドウで、 をクリックします。
7. フォームへのアクセス権を付与するユーザーまたはグループを選択します。

ノート:

現在のアプリケーションにプロビジョニングされているが、フォームへ
のアクセス権を割り当てられていないユーザーおよびグループのみが、
アクセス権の追加ウィンドウにリストされます。

8. 付与するアクセス権のタイプ(「読取り」、「書込み」または「なし」)を選択します。
9. 「追加」をクリックします。説明が必要な場合は、オンライン・ヘルプを参照して
ください。

10. アクセス権の追加ウィンドウで、「閉じる」を選択します。
11. アクセス権の割当てウィンドウで、「閉じる」を選択します。

タスク・リストの操作
タスク・リストはタスク、手順および期限を一覧表示し、プランニング・プロセスを
通してユーザーをガイドします。管理者および対話型ユーザーが、タスクおよびタス
ク・リストを作成、管理します。タスク・リスト・アクセス・マネージャの役割が付
与されたユーザーは、タスク・リストおよびタスクへのアクセス権を割り当てること
ができます。

タスク・リスト・フォルダの作成
タスク・リスト・フォルダを作成するには:

第 10章
Planningのプロビジョニング・プロセス

10-10



1. Oracle Hyperion Planningアプリケーションを開きます。Planningアプリケーションへ
のアクセスを参照してください。

2. 「管理」、「管理」、「タスク・リスト」の順に選択します。
3. 「タスク・リストの管理」で、タスク・リスト・フォルダを選択して をクリックしま
す。

4. フォルダ名を入力します。
5. 「OK」をクリックします。

タスク・リストの作成
タスク・リストは、タスクの体系化に役立ちます。管理者および対話型ユーザーが、タスク
およびタスク・リストを作成、管理します。
タスク・リストを作成するには:

1. Oracle Hyperion Planningアプリケーションを開きます。Planningアプリケーションへ
のアクセスを参照してください。

2. 「管理」、「管理」、「タスク・リスト」の順に選択します。
3. 「タスク・リストの管理」から、タスク・リストを保管するフォルダを選択します。
4. 「タスク・リスト」で、 をクリックします。
5. タスク・リストの名前を入力し、「OK」をクリックします。

タスクの作成
タスクを作成するには:

1. Oracle Hyperion Planningアプリケーションを開きます。Planningアプリケーションへ
のアクセスを参照してください。

2. 「管理」、「管理」、「タスク・リスト」の順に選択します。
3. 「タスク・リストの管理」から、タスクを追加するタスク・リストを含むフォルダを選択
します。

4. 「タスク・リスト」から、タスク・リストを選択します。
5. をクリックします。
6. タスク・リストの編集ウィンドウで、 をクリックします。
7. 情報を入力して、タスクを作成します。説明が必要な場合は、オンライン・ヘルプを参照
してください。

8. 「保存」をクリックします。

タスク・リストへのアクセス権の付与
タスク・リストへのアクセス権を付与するには:
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1. Oracle Hyperion Planningアプリケーションを開きます。Planningアプリケーシ
ョンへのアクセスを参照してください。

2. 「管理」、「管理」、「タスク・リスト」の順に選択します。
3. 「タスク・リストの管理」から、タスク・リスト・フォルダを選択します。
4. タスク・リストを選択します。
5. をクリックします。
6. アクセス権の割当てウィンドウで、 をクリックします。
7. タスク・リストへのアクセス権を付与するユーザーまたはグループを選択します。

ノート:

現在のアプリケーションにプロビジョニングされているが、タスク・リ
ストへのアクセス権を持っていないユーザーおよびグループのみが、ア
クセス権の追加ウィンドウにリストされます。

8. 付与するアクセス権のタイプ(割当て、管理、管理と割当て、または「なし」)を選
択します。説明が必要な場合は、オンライン・ヘルプを参照してください。

9. 「追加」をクリックします。
10. アクセス権の追加ウィンドウで、「閉じる」を選択します。
11. アクセス権の割当てウィンドウで、「閉じる」を選択します。

Essbaseデータベースの操作
Oracle Hyperion Planningアプリケーションでは、アウトライン、ディメンションとそ
のメンバー、データ・フォームおよびフィルタを保管するための Oracle Essbaseデー
タベースが必要になります。このデータベースは、Planningアプリケーションの作成
プロセスの作成中に自動的に作成されないため、ユーザーが作成する必要があります。
カスタム・ディメンションとメンバー、およびデータ・フォームについてのデータは、
Essbaseデータベースに自動的に書き込まれません。データベースの作成後にカスタ
ム・ディメンションを作成した場合、データベースをリフレッシュして、その情報を
データベースに書き込む必要があります。
Essbaseデータベースを操作するには:

1. Planningアプリケーションを開きます。Planningアプリケーションへのアクセス
を参照してください。

2. 「管理」、「アプリケーション」、「データベースの作成」の順に選択します。
既存のディメンション、ディメンション・メンバーおよびアクセス権限データがデ
ータベースに自動的に書き込まれます。
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ノート:

作成したデータベースは、Oracle Essbase Administration Servicesで、Essbase
サーバー・ノード内の Planningアプリケーション・ノードの下にリストされま
す。

3. データベース・オプションを選択します。説明が必要な場合は、オンライン・ヘルプを参
照してください。

4. 「作成」をクリックします。

アプリケーションの本番モードへの設定
デフォルトでは、新規作成された Oracle Hyperion Planningアプリケーションは、メンテナン
ス・モードとなります。メンテナンス・モードでは、Planning管理者のみがアプリケーショ
ンにアクセスできます。

ノート:

このタスクを実行するユーザーは、Planning管理者である必要があります。

Planningアプリケーションを本番モードに設定するには:

1. Planningアプリケーションを開きます。Planningアプリケーションへのアクセスを参照
してください。

2. 「管理」、「アプリケーション」、「設定」の順に選択します。
3. 「アプリケーションを使用可能にする」で「すべてのユーザー」を選択します。このフィ
ールドは「システム設定」タブの「アプリケーション・メンテナンス・モード」セクショ
ンにあります。

4. 「保存」をクリックします。

Planningアプリケーションのアクセス権レポートの生成
Oracle Hyperion Shared Services Consoleから現在のアクセス権を表示し、レポートを印刷
できます。
アクセス権レポートを生成するには:

1. Planningアプリケーションを開きます。
2. ナビゲートします: 「ツール」。
3. 「レポート」を選択して、「アクセス制御」タブをクリックします。
4. レポートが生成される対象を次から選択します。

• ユーザーまたはグループ
• アプリケーション・オブジェクト
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5. レポートの設定を行います。説明が必要な場合は、オンライン・ヘルプを参照して
ください。

6. 「終了」をクリックします。
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11
Financial Managementのプロビジョニング

次も参照:

• Financial Managementのセキュリティ・モデル
• 前提条件
• EPM System製品へのアクセス
• Financial Managementのプロビジョニング・プロセス

Financial Managementのセキュリティ・モデル
Oracle Hyperion Financial Managementの役割は、Oracle Hyperion Shared Services Console
からユーザーに割り当てられます。データ・セキュリティは、エンティティ、シナリオ、カ
スタムなどのディメンションに指定できます。セキュリティは、Financial Managementセキ
ュリティ・クラスと呼ばれるもので各ディメンションに独立して定義できます。Financial
Managementセキュリティ・クラスは、1つのディメンションの特定のメンバー・セットに対
してアクセス権(変更、表示など)を定義します。通常、セキュリティ・クラスは、ユーザー・
グループに割り当てられます。アーティファクト (仕訳、Webフォーム、Webグリッドおよ
びタスク・リスト)にもセキュリティ・クラスが割り当てられます。

ノート:

異なるディメンションのメンバーの交差に対しては、セキュリティ・クラスを定義
できません。

Financial Managementでは、独自のネイティブ・インタフェースを使用して、データ・セキ
ュリティを定義します。また、データ・セキュリティ情報の独自のリポジトリが管理されて
います。ユーザーおよびグループへのデータ・セキュリティの割当ては、Shared Services
Consoleを使用して実行します。

前提条件
Foundation Services

• Oracle Hyperion Foundation Servicesが実行されているものとします。Foundation
Servicesを開始すると、次のコンポーネントが開始されます:

– Oracle Hyperion Shared Services

– Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspace

• オプション: ユーザーおよびグループ情報のソースである外部ユーザー・ディレクトリが
Shared Servicesで構成されているものとします。
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ユーザー・ディレクトリの構成を参照してください。

Webサーバー
Oracle Enterprise Performance Management Systemコンポーネントをフロントエン
ドするWebサーバーが実行されている必要があります。

リレーショナル・データベース
Oracle Hyperion Financial Managementアプリケーション・データを保管するには、十
分な権限が割り当てられたリレーショナル・データベース・アカウントが使用可能で
ある必要があります。
サポートされているデータベース・プラットフォームおよび必要な権限は、Oracle
Enterprise Performance Management Systemインストール概要を参照してください。

EPM System製品へのアクセス
プロビジョニング時には、Oracle Hyperion Shared Servicesや Oracle Hyperion
Enterprise Performance Management Workspaceなどの Oracle Enterprise
Performance Management Systemコンポーネントにアクセスする必要があります。
次のトピックを参照してください:

• Shared Services Consoleの起動
• EPM Workspaceへのアクセス
• Administration Servicesコンソールへのアクセス

Financial Managementのプロビジョニング・プロセ
ス

Application Administration Consoleおよび Oracle Hyperion Financial Management
Desktopを使用して、Financial Managementアプリケーションを作成できます。
Application Administration Consoleには、Oracle Hyperion Enterprise Performance
Management Workspaceからアクセスできます。
Application Administration Consoleおよび Financial Management Desktopを使用して
作成する Financial Managementアプリケーションは、それぞれ独自のプロファイルに
よってカレンダや言語を定義するスタンドアロンのアプリケーションです。各アプリ
ケーションでは、それぞれ独自のメタデータ・ファイルによってディメンションを定
義します。これらのアプリケーションでは、ディメンションおよびメンバーが他の
Financial Managementアプリケーションと共有されません。
Financial Managementアプリケーションでセキュリティ・クラスを使用してメタデー
タをロードまたはデプロイするには、そのセキュリティ・クラスを事前に作成してお
く必要があります。セキュリティ・クラスは、アプリケーションの作成後に作成また
はロードできます。

第 11章
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プロセスの概要
Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceの「連結管理」メニュー・
オプションを使用した Oracle Hyperion Financial Managementアプリケーションの作成およ
びプロビジョニング・ステップを次の図に示します:

 

 

アプリケーションの作成
Oracle Hyperion Financial Managementアプリケーションの作成には、次のステップが含まれ
ます:

• アプリケーション・プロファイルの作成
• Financial Managementアプリケーションの作成

アプリケーション・プロファイルの作成
アプリケーション・プロファイルには、アプリケーションの言語、カレンダ、頻度および期
間の情報が含まれています。作成するアプリケーションごとにプロファイルを指定する必要
があります。1つのプロファイルを複数のアプリケーションに対して使用できます。詳細は、
Oracle Hyperion Financial Management管理者ガイドのアプリケーション・プロファイルの作
成を参照してください。
アプリケーション・プロファイルを作成するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceにアクセスします。
EPM Workspaceへのアクセスを参照してください。

2. 「ナビゲート」、「管理者」、「連結管理」の順に選択します。
3. 「連結管理」で「プロファイル・エディタ」を選択します。
4. 「プロファイルの選択」で「新規アプリケーション・プロファイルの作成」を選択して、
「OK」をクリックします。

5. 次の設定を入力します:

• アプリケーションの言語
• カレンダ
• 頻度
• 期間

第 11章
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これらの設定の入力の詳細は、Oracle Hyperion Financial Management管理者ガイ
ドを参照してください。

6. 「保存」をクリックします。
7. ファイル・フォーマットを選択して、「OK」をクリックします。
8. 「ファイルの保存」をクリックして、ブラウザで指定されたデフォルトのダウンロ
ード・ディレクトリにアプリケーション・プロファイルをダウンロードします。

データ・ソースの作成
データ・ソース名(DSN)を設定して、スター・スキーマを格納する必要があります。詳
細は、Oracle Hyperion Financial Management管理者ガイドのデータ・ソース名(DSN)
の構成を参照してください。
データ・ソースを作成するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceにアクセスし
ます。EPM Workspaceへのアクセスを参照してください。

2. 「ナビゲート」、「管理者」、「連結管理」の順に選択します。
3. 「連結管理」で「DSNの構成」を選択します。
4. 「DSNの構成」で「アクション」をクリックして、「データ・ソースの作成」を選
択します。

5. 設定を入力してデータ・ソースを作成します。詳細は、Oracle Hyperion Financial
Management管理者ガイドのデータ・ソース名(DSN)の構成を参照してください。

6. 「接続のテスト」をクリックして、設定したデータ・ソース・プロパティが有効で
あることを確認します。

7. 「保存」をクリックします。

Financial Managementアプリケーションの作成
Oracle Hyperion Financial Managementアプリケーションは、Oracle Hyperion
Enterprise Performance Management Workspaceの「連結管理」メニュー・オプショ
ンを使用して作成します。
Financial Managementアプリケーションを作成するには:

1. EPM Workspaceにアクセスします。EPM Workspaceへのアクセスを参照してく
ださい。

2. 「ナビゲート」、「管理者」、「連結管理」の順に選択します。
3. 「連結管理」で「アプリケーション」を選択します。
4. 「アプリケーション」から「アクション」、「新規」の順に選択します。
5. 情報を入力します。

a. 「クラスタ」でアプリケーションを実行するサーバー Financial Managementク
ラスタを選択します。

b. 「名前」にアプリケーション名を入力します。最大で 10文字の英数字または
12バイトです。アプリケーション名は、数字で始めたり、アンパサンド(&)や
アスタリスク(*)などの特殊文字を含むことはできません。
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c. 「説明」にアプリケーションの説明を入力します。
d. 「プロファイル」で、このアプリケーションに使用するプロファイルを選択します。
アプリケーション・プロファイルの作成を参照してください。

e. 「ユーザー管理プロジェクト」で、アプリケーションを追加する既存の Oracle
Hyperion Shared Servicesアプリケーション・グループを選択します。
必要に応じて、Shared Servicesにカスタム・アプリケーション・グループを作成で
きます。

f. 「アプリケーション・タイプ」でアプリケーション・タイプとして「連結」または「税
引当」を選択します。

6. 「作成」をクリックします。

ノート:

作成した Financial Managementアプリケーションは、Oracle Hyperion Shared
Services Consoleのステップ 5.eで選択したアプリケーション・グループを表
すノードの下に表示されます。

グループへの Financial Managementアプリケーションの役割の
プロビジョニング

各 Oracle Hyperion Financial Managementインスタンス(デプロイメント)は、複数のアプリケ
ーションをサポートできます。Financial Managementユーザーを各アプリケーションに対し
て別々にプロビジョニングする必要があります。
Oracle Hyperion Shared Services管理者および Financial Managementプロビジョニング・マ
ネージャは、Oracle Hyperion Shared Services Consoleを使用して Financial Managementア
プリケーション・ユーザーをプロビジョニングできます。
ユーザーまたはグループに Financial Managementアプリケーションの役割をプロビジョニ
ングするには:

1. 機能の管理者、またはプロビジョニングする Financial Managementアプリケーションの
プロビジョニング・マネージャの役割がプロビジョニングされたユーザーとして、Shared
Services Consoleにアクセスします。Shared Services Consoleの起動を参照してくださ
い。

2. ユーザーまたはグループを Financial Managementアプリケーションにプロビジョニン
グします。
a. プロビジョニングするユーザーまたはグループを見つけます。
b. ユーザーまたはグループを右クリックし、「プロビジョニング」を選択します。
c. オプション: ビューを選択します。
役割は、階層(ツリー)またはリストに表示できます。階層をドリルダウンし、使用可
能な役割を表示する必要があります。リスト・ビューでは、使用可能な役割が表示さ
れますが、階層は表示されません。

d. 「使用可能な役割」で、Financial Managementアプリケーションを含むアプリケーシ
ョン・グループ(例: Financial Management)を展開します。
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e. 対象のアプリケーションを表すノードを展開します。
f. ユーザーまたはグループに割り当てる役割を選択し、 をクリックします。

Financial Managementの役割およびそれらによってアクセスが許可されるタ
スクのリストは、Financial Managementの役割を参照してください。

g. 「保存」をクリックします。
ダイアログ・ボックスに正常に終了したプロビジョニングが表示されます。

h. 「OK」をクリックします。
3. プロビジョニングを行う各 Financial Managementアプリケーションについて、ス
テップ 2を繰り返します。

セキュリティ・クラスの作成
セキュリティ・クラスは、通常、メタデータ要素またはアプリケーション・アーティ
ファクト(Webフォーム、Webグリッドなど)のグループで、これによりアプリケーシ
ョン要素に対するユーザーのアクセス権が決まります。セキュリティ・クラスは、メ
タデータ要素またはアーティファクトに割り当てられます。ユーザーおよびグループ
にはセキュリティ・クラスの権限が割り当てられます。
プロビジョニング・マネージャおよび Oracle Hyperion Shared Services管理者は、ア
プリケーションのセキュリティ・クラスをいつでも定義できます。また、セキュリテ
ィ(.sec)ファイルからセキュリティ・クラスをロードすることもできます。Oracle
Hyperion Financial Management管理者ガイドのアプリケーション・セキュリティのロ
ードを参照してください。
プロビジョニング・マネージャおよび Shared Services管理者は、アプリケーションの
セキュリティ・クラスをいつでも定義できます。また、セキュリティ(.sec)ファイルか
ら Oracle Hyperion Financial Managementアプリケーションのセキュリティ・クラス
をロードすることもできます。Oracle Hyperion Financial Management管理者ガイド
のアプリケーション・セキュリティのロードを参照してください。

Financial Managementアーティファクトの作成
Oracle Hyperion Financial Managementセキュリティは、セキュリティ・クラスと呼ば
れるもので各ディメンションに対して独立して定義されます。セキュリティ・クラス
は、ディメンションのメンバー・セットに対するアクセス権を定義します。通常、セ
キュリティ・クラスは、ユーザー・グループおよび Financial Managementアーティフ
ァクト(仕訳、Webフォーム、Webグリッド、タスク・リスト)に割り当てられます。
Financial Managementアーティファクトを作成し、それらにセキュリティ・クラスを
割り当てることにより、アクセスを制御します。
仕訳、データ・フォームおよびデータ・グリッドへのアクセスは、各アーティファク
トに割り当てられたセキュリティ・クラスによって制御されます。アーティファクト
に割り当てられたセキュリティ・クラスをプロビジョニングされたユーザーおよびグ
ループは、Financial Managementアプリケーション内のアーティファクトにアクセス
できます。
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仕訳のロード
外部の総勘定元帳システムの多くは、仕訳情報を含む ASCIIテキスト・ファイルを生成しま
すが、この ASCIIテキスト・ファイルは、Oracle Hyperion Financial Managementアプリケ
ーションにロードできます。必要な場合、ASCIIファイルは Financial Managementアプリケ
ーションにロードする前に編集できます。
仕訳ファイルのモデルを作成するために使用できるサンプル仕訳(.jlf)ファイルが
EPM_ORACLE_HOME/products/FinancialManagement/SampleAppsディレクトリに用意されて
います。
仕訳は、置換モードでロードされます。これにより、新しい仕訳データがロードされる前に、
仕訳ラベルのデータすべてがクリアされます。Financial Management管理者は、作業中、却
下済、提出済、承認済および転記済の仕訳と、標準および繰返しの仕訳テンプレートをロー
ドできます。

ノート:

仕訳をロードする前に、仕訳をロードする期間を開いておく必要があります。
Oracle Hyperion Financial Managementユーザーズ・ガイドの期間の管理を参照し
てください。

作業中および提出済の仕訳のみ置換できます。承認済または転記済の仕訳は上書きできませ
ん。
仕訳をロードするには:

1. Financial Managementアプリケーションを開きます。
2. 「アプリケーション・タスク」を展開し、「ロード」、「仕訳」の順に選択します。
3. 仕訳ファイルに、ロードするファイル名を入力するか、「参照」をクリックしてロードす
るファイルを見つけます。

4. 「区切り文字」に、ファイル内の情報を区切るために使用する文字を指定します。
5. 必要に応じて、その他の設定を指定します。説明が必要な場合は、オンライン・ヘルプを
参照してください。

6. 「ロード」をクリックします。

データ・フォームの作成
通常、Oracle Hyperion Financial Managementユーザーは、データ・フォームを使用して、
Webブラウザなどのインタフェースからデータベースにデータを入力したり、データや関連
テキストを表示、分析できます。データ・フォームを作成するには、次の 2つの方法があり
ます:

• スクリプトの使用
• フォーム・ビルダーの使用
データ・フォームのスクリプト構文は、Oracle Hyperion Financial Management管理者ガイド
を参照してください。
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データ・フォームを作成するには、Financial Management管理者であるか、データ入
力フォームの管理者としての役割が割り当てられている必要があります。
フォーム・ビルダを使用してデータ・フォームを作成するには:

1. Financial Managementアプリケーションを開きます。
2. 「ドキュメント・マネージャ」で、「新規」、「データ・フォーム」の順に選択しま
す。

3. 「管理」、「ドキュメントの管理」、「データ・フォーム」の順に選択します。
4. 「新規」をクリックします。
5. POV情報、行および列情報、オプションでフォーム詳細を入力します。説明が必
要な場合は、オンライン・ヘルプを参照してください。
• フォームをスキャンして構文が正しいか調べるには、「スキャン」を選択しま
す。

• フォームの値をリセットするには、「リセット」を選択します。
6. 「アクション」、「保存」の順に選択します。
7. データ・フォーム名およびデータ・フォームを保管するディレクトリを指定しま
す。

ノート:

エラーがない場合のみ、データ・フォームは Financial Managementによ
って保存されます。

データ・グリッドの作成
データ・グリッドにより、ユーザーは、Oracle Hyperion Financial Managementアプリ
ケーションのデータを手動で入力または編集できます。
データ・グリッドを作成するには:

1. Financial Managementアプリケーションを開きます。
2. 「ドキュメント・マネージャ」で、「新規」、「データ・グリッド」の順に選択しま
す。

3. 「新規データ・グリッド」をクリックします。
4. POV情報、行および列情報、およびグリッド表示オプションを入力します。説明
が必要な場合は、オンライン・ヘルプを参照してください。

5. 「アクション」、「保存」の順に選択します。
6. データ・グリッドの名前、説明、セキュリティ・クラスおよび場所、ならびにデー
タ・グリッドを保管するディレクトリを指定します。
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ノート:

エラーがない場合のみ、データ・グリッドは Financial Managementによって保
存されます。

セキュリティ・クラスのプロビジョニング
セキュリティ・クラスにより、Oracle Hyperion Financial Managementアプリケーションに対
するユーザーのアクセス権が決まります。セキュリティ・クラスは、勘定科目やエンティテ
ィなどのアプリケーション要素に割り当てます。ユーザーまたはグループがアプリケーショ
ン要素にアクセスできるかどうかは、ユーザーまたはグループにアクセス権が付与されるセ
キュリティ・クラスによって異なります。
仕訳、データ・フォームおよびデータ・グリッドへのアクセスは、各アーティファクトに割
り当てられたセキュリティ・クラスによって制御されます。アーティファクトに割り当てら
れたセキュリティ・クラスをプロビジョニングされたユーザーおよびグループは、Financial
Managementアプリケーション内のアーティファクトにアクセスできます。
セキュリティ・クラスへのアクセス権を付与するには:

1. Oracle Hyperion Shared Services管理者、またはアクセス制御を定義する Financial
Managementアプリケーションのアプリケーション管理者として、Oracle Hyperion
Shared Services Consoleにアクセスします。Shared Servicesへのアクセスを参照して
ください。

2. ビュー・ペインで、次のステップを実行します:

a. 「アプリケーション・グループ」を展開します。
b. 対象の Financial Managementアプリケーションを含むアプリケーション・グループ
を展開します。

c. セキュリティの役割へのアクセス権を設定する Financial Managementアプリケーシ
ョンを右クリックし、「アクセス権の割当て」を選択します。
選択したアプリケーションからの役割がプロビジョニングされているユーザーおよ
びグループは、その現在のセキュリティ・クラスの割当てとともに、「アプリケーシ
ョン」にリストされます。セキュリティ・クラスは、これらのユーザーとグループに
のみ割り当てることができます。

3. オプション: クラシック・アプリケーションのセキュリティ・クラスを追加します。
a. 「アクション」から、「セキュリティ・クラスの追加」を選択します。
b. 「クラス名」に、新規のセキュリティ・クラスの名前を入力します。
c. 「OK」をクリックします。

4. 「アプリケーション」で、各ユーザーまたはグループが持つアクセス権を各セキュリティ・
クラスに設定します。デフォルトでは、新しくプロビジョニングされたアプリケーショ
ン・ユーザーおよびグループにはアクセス権が付与されません。説明が必要な場合は、オ
ンライン・ヘルプを参照してください。
• 1つのユーザーまたはグループのセキュリティ・クラスのすべてのアクセス割当てを
変更するには、そのユーザーまたはグループの名前を右クリックしてアクセス・レベ
ルを選択します。
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• 多くのユーザーおよびグループのセキュリティ・クラスのアクセス割当てレベ
ルをすべて同じに設定するには、[Ctrl]キーを押しながらそのユーザーまたはグ
ループの名前を右クリックしてアクセス・レベルを選択します。

• 1つのセキュリティ・クラスのアクセス・レベルを変更するには、アクセス・
レベルのリストが含まれるセルを右クリックしてレベルを選択します。

表 1に、使用可能なアクセス・レベルを示します。
表 11-1 アーティファクトでのユーザー・アクセス・レベル

アクセス・レベル 許可されるタスク
なし セキュリティ・クラスに割り当てられた要素

へのアクセス権がありません。
メタデータ リスト中の指定したメンバーを表示できま

すが、メンバーのデータについては表示も変
更もできません。

読取り セキュリティ・クラスに割り当てられた要素
のデータを表示できますが、レベルを上げた
り却下したりできません。

レベルを上げる セキュリティ・クラスに割り当てられた要素
のデータを表示し、レベルを上げたり、却下
したりできます。

すべて セキュリティ・クラスに割り当てられた要素
のデータを変更し、レベルを上げたり却下し
たりできます。

5. 「アクション」から、「保存」を選択します。
6. オプション: 「アクション」を選択して「セキュリティ・レポート」を選択する
と、セキュリティ・レポートを生成して、プロビジョニングされたユーザーおよび
グループにセキュリティ・クラスが適切に割り当てられているかどうかを確認でき
ます。
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12
Financial Reporting (ドキュメント・リポジトリ)のプロビジョニング

次も参照:

• Financial Reportingセキュリティ・モデル
• 前提条件
• EPM System製品へのアクセス
• プロビジョニング・プロセス

Financial Reportingセキュリティ・モデル
Oracle Hyperion Financial Reportingの役割は、Oracle Hyperion Shared Services Consoleか
らユーザーに割り当てられます。通常、アーティファクトに対するアクセス権はユーザーの
グループに割り当てられます。
Financial Reportingで有用なレポートを作成するには、データ・ソース(Planningや Oracle
Hyperion Financial Managementなど)のデータにアクセスする必要があります。Financial
Reportingがアクセスするデータはデータ・ソースが所有するものであるため、データ・ソー
スと Financial Reportingの間には相互にプロビジョニングの依存関係があります。たとえ
ば、ユーザー JDoeには Financial Reportingの役割がプロビジョニングされていますが、こ
のユーザーは Planningアプリケーション Visionに対してはプロビジョニングされていない
ものとします。このシナリオでは、JDoeは、Visionのデータを含む Financial Reportingレポ
ートを表示できません。

前提条件
Financial Reportingコンポーネント

Oracle Financial Reporting Java Webアプリケーションが実行されている必要があります。

データ・ソースへのアクセス
Oracle Hyperion Financial Reportingのユーザーおよびグループには、データへのアクセスを
許可するデータ・ソースの役割をプロビジョニングする必要があります。データ・ソースに
は、Oracle Hyperion Planningおよび Oracle Hyperion Financial Managementアプリケーショ
ンがあります。

Planning (オプション)
Oracle Hyperion Planningアプリケーションを Oracle Hyperion Financial Reportingのデー
タ・ソースとして使用する場合は、次のものが実行されていることを確認してください:
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• Oracle Essbaseサーバー
• Planningサーバー
• データ・ソースとして使用される Planningアプリケーション

Oracle Enterprise Performance Management Systemインストールおよび構成ガ
イドを参照してください。

Financial Management (オプション)
Oracle Hyperion Financial Managementアプリケーションを Oracle Hyperion
Financial Reportingのデータ・ソースとして使用する場合は、次のものが実行されてい
ることを確認してください:

• Financial Management

• データ・ソースとして使用される Financial Managementアプリケーション
Oracle Enterprise Performance Management Systemインストールおよび構成ガ
イドを参照してください。

EPM System製品へのアクセス
プロビジョニング時には、Oracle Hyperion Shared Servicesや Oracle Hyperion
Enterprise Performance Management Workspaceなどの Oracle Enterprise
Performance Management Systemコンポーネントにアクセスする必要があります。
次のトピックを参照してください:

• Shared Services Consoleの起動
• EPM Workspaceへのアクセス
• Administration Servicesコンソールへのアクセス

プロビジョニング・プロセス
プロビジョニングを円滑にするには、「セキュリティ管理者」というドキュメント・リ
ポジトリの役割を機能の管理者に付与する必要があります:

プロセスの概要
ドキュメント・リポジトリのユーザーおよびグループのプロビジョニング・ステップ
を次の図に示します。
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プロビジョニング・ステップ
データ・ソースのプロビジョニング

Oracle Hyperion Financial Reportingのデータ・ソースには、Oracle Hyperion Planningおよ
び Oracle Hyperion Financial Managementアプリケーションがあります。Financial
Reportingのユーザーおよびグループには、分析や表示のためにデータを取得する元となるデ
ータ・ソースから役割がプロビジョニングされている必要があります。通常、このステップ
は、Planningまたは Financial Managementアプリケーションをプロビジョニングする際に行
います。プロビジョニング・ステップの詳細は、次の章を参照してください:

• Planningのプロビジョニング
• Financial Managementのプロビジョニング

ユーザーおよびグループへのドキュメント・リポジトリの役割のプロ
ビジョニング

ドキュメント・リポジトリの役割によって、ユーザーに Oracle Hyperion Financial Reporting
Web Studioおよび Oracle Hyperion Financial Reportingへのアクセスが許可されます。ユー
ザーが Financial Reporting Web Studioやレポートを使用して表示および分析できるデータ
は、データ・ソースでユーザーが持つ役割によって制御されます。データの表示を許可する
Financial Managementアプリケーションの役割がユーザーに割り当てられている場合、その
ユーザーは、Financial Reporting内の Oracle Hyperion Financial Managementアプリケーシ
ョン・データを表示できます。
ユーザーまたはグループにドキュメント・リポジトリの役割をプロビジョニングするには:

1. セキュリティ管理者として Oracle Hyperion Shared Services Consoleにアクセスしま
す。Shared Servicesへのアクセスを参照してください。

2. ユーザーまたはグループをプロビジョニングします。
a. プロビジョニングするユーザーまたはグループを検索します。
ユーザー、グループ、役割および委任リストの検索を参照してください。

b. ユーザーまたはグループを右クリックし、「プロビジョニング」を選択します。
c. オプション: ビューを選択します。
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役割は、階層(ツリー)またはリストに表示できます。階層をドリルダウンし、
使用可能な役割を表示する必要があります。リスト・ビューでは、使用可能な
役割が表示されますが、階層は表示されません。

d. 「使用可能な役割」で、「ドキュメント・リポジトリ」アプリケーション・グル
ープを展開します。

e. ユーザーまたはグループに割り当てる役割を選択し、「追加」をクリックしま
す。
ユーザーおよびグループに割り当てることができる役割の詳細は、Financial
Reporting (ドキュメント・リポジトリ)の役割を参照してください。

f. 「保存」をクリックします。
g. 「OK」をクリックします。

ドキュメント・リポジトリでの Financial Reportingアーティファク
トの作成

ドキュメント・リポジトリ・アーティファクトには、レポート、ブック、バッチ、お
よびこれらを保管するディレクトリがあります。各アーティファクトは個別にプロビ
ジョニングできます。レポートを作成するには、Oracle Hyperion Financial Reporting
Web Studioを使用し、ブックとバッチを作成するには、Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management Workspaceを使用します。
アーティファクトの作成手順は、Oracle Hyperion Financial Reporting Studioユーザ
ー・ガイドを参照してください。

アーティファクトへのアクセスの制御
ドキュメント・リポジトリ内の Oracle Hyperion Financial Reportingアーティファクト
は、セキュリティ管理者によってそれらのアーティファクトへのアクセスが許可され
たユーザーのみが使用できます。
アクセス制御を設定するには:

1. ドキュメント・リポジトリのセキュリティ管理者として Oracle Hyperion
Enterprise Performance Management Workspaceにアクセスします。EPM
Workspaceへのアクセスを参照してください。

2. 「ナビゲート」を選択し、次に「エクスプローラ」を選択します。
3. 「フォルダ」から、Financial Reportingアーティファクトが保管されているフォル
ダを選択します。

4. アクセス制御を指定するアーティファクトを選択します。
5. 「編集」を選択し、次に「権限の編集」を選択します。
6. 「権限」で、アーティファクトへのアクセス権を指定するユーザー、グループまた
は役割を検索し、  (「追加」)をクリックします。

7. 「選択したユーザー、グループ、役割」ペインで、次のようにします:

a. 「ファイルへのアクセス」列内をクリックし、アクセス権を選択します。
設定可能なアクセスのレベルとタイプは、選択したアーティファクトによって
異なります。たとえば、「プレーン・テキスト」タイプのアーティファクトに
対するアクセス・レベルは、「継承」、「フル・コントロール」、「変更」、「表示」
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および「アクセス権なし」です。説明が必要な場合は、オンライン・ヘルプを参照し
てください。

b. 「お気に入り」列内をクリックし、現在のユーザー、グループまたは役割に対してア
ーティファクトをお気に入りとしてプッシュするかどうかを選択します。

8. 「OK」をクリックします。
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13
Profitability and Cost Managementのプロビジョニング

次も参照:

• 標準 Profitability and Cost Managementのセキュリティ・モデル
• 前提条件
• EPM System製品へのアクセス
• Profitability and Cost Managementのプロビジョニング・プロセス

標準 Profitability and Cost Managementのセキュリティ・
モデル

Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementの役割は、Oracle Hyperion Shared
Services Consoleからユーザーに割り当てられます。データ・セキュリティを Profitability
and Cost Managementのディメンションに指定できます。

前提条件
Foundation Services

• Oracle Hyperion Foundation Servicesが実行されているものとします。Foundation
Servicesを開始すると、次のコンポーネントが開始されます:

– Oracle Hyperion Shared Services

– Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspace

• オプション: ユーザーおよびグループ情報のソースである外部ユーザー・ディレクトリが
Shared Servicesで構成されているものとします。
ユーザー・ディレクトリの構成を参照してください。

Foundation Services Webサーバー
Oracle Hyperion Foundation Services Webサーバーが実行されている必要があります。

Essbaseサーバー(標準 Profitabilityの場合のみ)
標準 Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementアプリケーションは Oracle
Essbaseにデプロイされます。標準 Profitability and Cost Managementでの割当てに必要な
財務データおよびその他のデータは、Essbaseマルチディメンショナル・データベースにイ
ンポートされます。
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Essbaseサーバーが実行されていることを確認してください。Oracle Enterprise
Performance Management Systemインストールおよび構成ガイドを参照してくださ
い。

Administration Services
Oracle Essbaseの管理コンソールである Oracle Essbase Administration Servicesを
使用して、標準 Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementキューブの作成の
確認およびキューブ・アウトラインの最適化を行います。
Administration Servicesが実行されていることを確認してください。Oracle
Enterprise Performance Management Systemインストールおよび構成ガイドを参照
してください。

リレーショナル・データベース(詳細 Profitability用)
詳細 Profitabilityアプリケーションの場合、ディメンションデータとモデル定義は、標
準 Profitabilityアプリケーションのディメンショナル・データとモデル定義を格納する
のと同じリレーショナル・データベースのスキーマに格納されます。このスキーマは
製品スキーマと呼ばれ、Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementのインス
トール時に作成されます。ディメンショナル・データは、アプリケーションをデプロ
イするときに製品スキーマに移入されます。モデル定義は、モデルを構築する際にこ
のスキーマに格納されます。
詳細 Profitabilityアプリケーションの場合、配賦が実行される対象のビジネス・データ
も、リレーショナル・データベースに格納されます(標準 Profitabilityアプリケーション
のように、Oracle Essbaseには格納されない)。このデータが配置されるのは、モデ
ル・データ・スキーマという別のデータベース・スキーマです。モデル・データ・ス
キーマはユーザー定義であり、製品スキーマと同じデータベース・インスタンスにあ
る必要があります。Oracleと MS SQL Serverデータベースのみがサポートされます。

EPM System製品へのアクセス
プロビジョニング時には、Oracle Hyperion Shared Servicesや Oracle Hyperion
Enterprise Performance Management Workspaceなどの Oracle Enterprise
Performance Management Systemコンポーネントにアクセスする必要があります。
次のトピックを参照してください:

• Shared Services Consoleの起動
• EPM Workspaceへのアクセス
• Administration Servicesコンソールへのアクセス

Profitability and Cost Managementのプロビジョニン
グ・プロセス

ウィザードを使用して、Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementアプリケ
ーションを作成します
Profitability and Cost Managementアプリケーションの作成とプロビジョニング・ステ
ップを次の図に示します。
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Profitability and Cost Managementアプリケーションの作成とデプ
ロイ

標準と詳細の 2つのタイプの Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementアプリケー
ションを作成できます。これらのアプリケーション・タイプの詳細は、Oracle Hyperion
Profitability and Cost Managementユーザー・ガイドを参照してください。
Profitability and Cost Managementアプリケーションを作成するには、Oracle Hyperion
Shared Services管理者であるか、Profitabilityアプリケーション作成者の役割を割り当てられ
たユーザーであることが必要です。

標準 Profitabilityアプリケーションの作成およびデプロイ
標準 Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementは、次の条件に従う必要があります:

• 少なくとも 1つのディメンションが POV (視点)タイプに設定されています。最大 4つの
ディメンションを POVディメンションとしてマークできます。

• アプリケーションに 1つ以上のビジネス・ディメンションが含まれている必要がありま
す。

• アプリケーションは、次の各ディメンションを 1つ含んでいる必要があります。
– メジャー
– 割当てタイプ

• ディメンション・ソート順がモデルに対して設定されています。
標準 Profitability and Cost Managementアプリケーションを作成するには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceにアクセスします。
EPM Workspaceへのアクセスを参照してください。

2. 「ナビゲート」、「管理」、「新規アプリケーション」の順に選択します。
3. 「名前」に、アプリケーション名(最大 7文字)を入力します。アプリケーション名には、
特殊文字(スペース、アスタリスクなど)を含めないでください。

4. 「タイプ」で、「Profitability」を選択します。
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ノート:

空のアプリケーションを作成し、メタデータをインポートできます。ア
プリケーションのアウトラインを作成するには、「ブランク・アプリケー
ションの作成」を選択して、「終了」をクリックします。

5. オプション: アプリケーションに必要なディメンションを自動作成するには、「ロ
ーカル・ディメンションの自動作成」を選択します。
各新規ディメンションのディメンション名は、ディメンション・タイプにカッコで
囲んだ(新規)が付いた名前になります。ローカル・ディメンションを自動的に作成
すると、必要なアプリケーション・ディメンションが追加されるため、時間を節約
できます。

6. 「次」をクリックします。
7. ディメンションの選択ウィンドウで、アプリケーションのディメンションを選択し
ます。必要なデフォルト・ディメンションをローカル・ディメンションとして選択
する必要があります:

• メジャー
• 割当てタイプ
• POV (1つ以上 4つ以下の POVディメンションが含まれます)

• 少なくとも 1つのビジネス・ディメンション
• 別名(オプション)

• 属性(オプション)

アプリケーションのディメンションを作成するには:

a. 「ディメンション」列をクリックし、「新規ディメンションの作成」を選択しま
す。

b. ディメンション名およびオプションの説明を入力します。
c. 「OK」をクリックします。

8. 「次へ」をクリックしてアプリケーションを作成します。
9. アプリケーション設定ウィンドウで、次のタスクを実行します。Oracle Hyperion

Profitability and Cost Management管理者ガイドを参照してください。
a. ディメンション・ソート順が各ディメンションに正しく設定されていることを確
認します(メジャー 1、割当てタイプ 2、POV3、ビジネス・ディメンション 4)。

b. アプリケーション内の各ビジネス・ディメンションに、NoMemberを含む、2つ
以上のメンバーがあることを確認します。また、NoMemberが階層の最後のメ
ンバーであることを確認します。

c. 「終了時にデプロイ」を選択します。この選択により、「終了」をクリックしたと
きにデプロイウィンドウが起動します。

10.「検証」をクリックしてエラーが報告された場合は修正します。ライブラリ・ジョ
ブ・コンソールで詳細な検証情報を確認できます。ライブラリ・ジョブ・コンソー
ルを開くには、「ナビゲート」、「管理」、「ライブラリ・ジョブ・コンソール」の順
に選択します。検証リストの詳細は、『Oracle Hyperion Profitability and Cost
Management管理者ガイド』を参照してください。
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11.「終了」をクリックします。
12. アプリケーションをデプロイします。デプロイメント・プロセスにより、アプリケーショ
ンが Oracle Hyperion Shared Servicesに登録され、アプリケーション・サーバーにデプ
ロイされます。
a. Profitability and Cost Managementアプリケーションに対して、「インスタンス名」、
「アプリケーション・サーバー」および「Shared Servicesプロジェクト」を選択し
ます。説明が必要な場合は、オンライン・ヘルプを参照してください。

b. 「デプロイ」を選択します。

詳細 Profitabilityアプリケーションの作成およびデプロイ
詳細 Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementは、次の条件に従う必要があります:

• 少なくとも 1つのビジネス・ディメンションが必要です。
• MeasuresDetailedディメンションが必要です。
• ディメンション・ソート順がモデルに対して設定されています。
詳細 Profitability and Cost Managementアプリケーションを作成するには:

1. フラット・ファイル・インポートを実行して、ディメンションを作成します。

注意:

アプリケーションに含めるビジネス・ディメンション(汎用、勘定科目、エンテ
ィティ、時間、国など)は、アプリケーションを作成する前に追加する必要があ
ります。そうしないと、「アプリケーション・ウィザード」でそれらのディメン
ションを選択できません。

2. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceにアクセスします。
EPM Workspaceへのアクセスを参照してください。

3. 「ナビゲート」、「管理」、「新規アプリケーションの作成」の順に選択します。
4. 「名前」に、アプリケーション名(最大 7文字)を入力します。アプリケーション名には、
特殊文字(スペース、アスタリスクなど)を含めないでください。

5. 「タイプ」で、「Profitability」を選択します。

ノート:

空のアプリケーションを作成し、メタデータをインポートできます。空のアプ
リケーションを作成するには、「ブランク・アプリケーションの作成」を選択し
て、「終了」をクリックします。

6. オプション: 「説明」に、説明を入力します。
7. オプション: アプリケーションに必要なディメンションを自動作成するには、「ローカル・
ディメンションの自動作成」を選択します。
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各新規ディメンションのディメンション名は、ディメンション・タイプにカッコで
囲んだ(新規)が付いた名前になります。ローカル・ディメンションを自動的に作成
すると、必要なアプリケーション・ディメンションが追加されるため、時間を節約
できます。

8. 「Profitability」で、「Detailedアプリケーションとして作成」をクリックします。
9. 「次」をクリックします。
10.「ディメンションの選択」ウィンドウで、アプリケーションのディメンションを選
択します。必要なデフォルト・ディメンションをローカル・ディメンションとして
選択する必要があります:

• MeasuresDetailed (必須)

• 少なくとも 1つのビジネス・ディメンション(必須)

• 別名ディメンション(オプション)

• 属性ディメンション(オプション)

アプリケーションのディメンションを作成するには:

a. 「ディメンション」列をクリックし、「新規ディメンションの作成」を選択しま
す。

b. ディメンション名およびオプションの説明を入力します。
c. 「OK」をクリックします。

11.「次へ」をクリックしてアプリケーションを作成します。
12. アプリケーション設定ウィンドウで、Oracle Hyperion Profitability and Cost

Management管理者ガイドに記載の次のタスクを実行します。
a. すべてのモデル・ディメンションのディメンション・ソート順を設定します。
b. NoMemberの順序を変更し、このメンバーをリスト上の最終世代 2のメンバー
として表示します。

c. POVディメンションのプロパティ、および必要に応じて、複数の POVディメ
ンションの POV表示順を設定します。

d. 「終了時にデプロイ」を選択します。この選択により、「終了」をクリックしたと
きにデプロイウィンドウが起動します。

13.「検証」をクリックしてエラーが報告された場合は修正します。ライブラリ・ジョ
ブ・コンソールで詳細な検証情報を確認できます。ライブラリ・ジョブ・コンソー
ルを開くには、「ナビゲート」、「管理」、「ライブラリ・ジョブ・コンソール」の順
に選択します。検証リストの詳細は、『Oracle Hyperion Profitability and Cost
Management管理者ガイド』を参照してください。

14.「終了」をクリックします。
15. アプリケーションをデプロイします。デプロイメント・プロセスにより、アプリケ
ーションが Oracle Hyperion Shared Servicesに登録され、アプリケーション・サ
ーバーにデプロイされます。
a. Profitability and Cost Managementアプリケーションに対して、「インスタンス
名」、「アプリケーション・サーバー」および「Shared Servicesプロジェク
ト」を選択します。説明が必要な場合は、オンライン・ヘルプを参照してくだ
さい。

b. 「デプロイ」を選択します。
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標準 Profitability and Cost Managementアプリケーションの
Essbaseへのデプロイ

標準 Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementアプリケーションを Oracle
Essbaseにデプロイするには、事前に次のタスクを実行する必要があります。標準
Profitabilityを Essbaseにデプロイする際は、アプリケーションのモデル情報を使用すること
により、スクリプト言語を理解しなくても、収益性および費用分析用として調整可能な
Essbaseデータベースを作成できます。
標準 Profitability and Cost Managementモデル設計には、モデルの Essbaseコンポーネント
に必要な Essbaseのアウトラインおよび計算スクリプトを生成するのに必要な情報が含まれ
ます。各モデルは、次のデータベースにアクセスする必要があります:

• モデル設計を保管するためのリレーショナル・データベース
• 計算データベース(BSO)およびレポート・データベース(ASO)が含まれる Essbaseデータ
ベース。

ノート:

複数のモデルをデータベースに保管できます。

標準 Profitability and Cost Managementアプリケーションの Essbaseへのデプロイには、次
のタスクが含まれます:

• アプリケーションへのステージの追加
• アプリケーションへの POVの追加
これらのタスクの完了後に、アプリケーションを Essbaseにデプロイする必要があります。

アプリケーションへのステージの追加
標準 Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementでは、ビジネスの主要なプロセスや
アクティビティを反映したモデル・ステージを使用します。各ステージには、そのステージ
のデータを保存する交差を定義するためのディメンションを割り当てます。
新たにデプロイされたアプリケーションにステージは含まれていません。アプリケーション
を Oracle Essbaseにデプロイする前に、モデル・ステージを 1つ以上追加する必要がありま
す。

ノート:

モデル・ステージ・データを標準 Profitability and Cost Managementにインポート
できます。Oracle Hyperion Profitability and Cost Management管理者ガイドを参照
してください。

ステージを追加するには:
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1. 標準 Profitability and Cost Managementアプリケーションを開きます。
a. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceにアクセス
します。EPM Workspaceへのアクセスを参照してください。

b. EPM Workspaceから、「ファイル」、「開く」、「アプリケーション」、
「Profitability」の順に選択します。

c. 作成した標準 Profitability and Cost Managementアプリケーションを選択しま
す。

2. ビュー・ペインの「モデルの管理」から、「ステージ」を選択します。
3. 「ステージ」リストの上にある「追加」アイコンをクリックします。
4. 必要なステージ情報を入力します。説明が必要な場合は、オンライン・ヘルプを参
照してください。

5. 「OK」をクリックします。

アプリケーションへの POVの追加
POVは、モデルの様々なバージョンを作成するために使用します。たとえば、予算の
数値と実績の数値の比較を格納したり、様々な変更による最終損益への影響を測定す
るシナリオを実行します。選択した年、期間、シナリオまたはステータスに対するモ
デルの情報や計算を表示するには、POVを追加します。新たにデプロイされたアプリ
ケーションには、POVマネージャ定義は含まれていません。

ノート:

モデル・ステージ・データを標準 Oracle Hyperion Profitability and Cost
Managementにインポートできます。Oracle Hyperion Profitability and Cost
Management管理者ガイドを参照してください。

POVマネージャを追加するには:

1. 標準 Profitability and Cost Managementアプリケーションを開きます。
a. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceにアクセス
します。EPM Workspaceへのアクセスを参照してください。

b. EPM Workspaceから、「ファイル」、「開く」、「アプリケーション」、
「Profitability」の順に選択します。

c. 作成した標準 Profitability and Cost Managementアプリケーションを選択しま
す。

2. ビュー・ペインの「モデルの管理」から、「POVマネージャ」を選択します。
3. 「追加」をクリックします。
4. 必要な POV情報を入力します。説明が必要な場合は、オンライン・ヘルプを参照
してください。

5. 「OK」をクリックします。
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ユーザーおよびグループへの Profitability and Cost Managementの
役割のプロビジョニング

各標準 Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementインスタンス(デプロイメント)
は、複数のアプリケーションをサポートできます。標準 Profitability and Cost Managementユ
ーザーを各アプリケーションに対して別々にプロビジョニングする必要があります。
Oracle Hyperion Shared Services管理者および標準 Profitability and Cost Managementプロ
ビジョニング・マネージャは、Oracle Hyperion Shared Services Consoleを使用して標準
Profitability and Cost Managementアプリケーション・ユーザーをプロビジョニングできま
す。
ユーザーまたはグループに標準 Profitability and Cost Managementアプリケーションの役割
をプロビジョニングするには:

1. 機能の管理者、またはプロビジョニングする Profitability and Cost Managementアプリケ
ーションのプロビジョニング・マネージャの役割がプロビジョニングされたユーザーとし
て、Shared Services Consoleにアクセスします。Shared Servicesへのアクセスを参照
してください。

2. ユーザーおよびグループへ Profitability and Cost Managementアプリケーションをプロ
ビジョニングします。
a. プロビジョニングするユーザーまたはグループを検索します。
ユーザー、グループ、役割および委任リストの検索を参照してください。

b. ユーザーまたはグループを右クリックし、「プロビジョニング」を選択します。
c. オプション: ビューを選択します。
d. 「使用可能な役割」で、標準 Profitability and Cost Managementアプリケーションを含
むアプリケーション・グループ(例: Financial Management)を展開します。

e. 対象のアプリケーションを表すノードを展開します。
f. オプション: 標準 Profitabilityアプリケーションの場合は、ユーザーまたはグループに
割り当てる役割を選択し、「追加」をクリックします。
標準 Profitability and Cost Managementの役割およびそれらによってアクセスが許可
されるタスクのリストは、Profitability and Cost Managementの役割を参照してくだ
さい。

g. オプション: 詳細 Profitabilityアプリケーションの場合は、ユーザーまたはグループに
割り当てる役割を選択し、「追加」をクリックします。詳細 Profitabilityの役割および
それらによってアクセスが許可されるタスクのリストは、Profitability and Cost
Managementの役割を参照してください。

h. 「保存」をクリックします。
i. 「OK」をクリックします。

3. プロビジョニングする各 Profitability and Cost Managementアプリケーションについて、
ステップ 2を繰り返します。
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A
EPM Systemの役割
Foundation Servicesの役割

Oracle Hyperion Foundation Servicesの役割は、次のコンポーネントに属するパワー役割で構
成されます:

• Oracle Hyperion Shared ServicesShared Servicesの役割を参照してください。
• Oracle Hyperion EPM ArchitectEPMAの役割を参照してください。
• Oracle Hyperion Calculation Manager。Calculation Managerの役割を参照してください。
• Financial Managementマネージャ。Financial Managementマネージャの役割を参照し
てください。

Shared Servicesの役割
Oracle Hyperion Shared Servicesのすべての役割はパワー役割です。通常、これらの役割は、
Shared Servicesおよび他の Oracle Enterprise Performance Management System製品の管
理を行うパワー・ユーザーに付与されます。
表 A-1 Shared Services役割(グローバル役割)

役割 説明
管理者
Shared Services管理者の役割は、次の役割から構
成されます:
• 統合の作成
• ディレクトリ・マネージャ
• LCM管理者
• タスクフローの管理
• タスクフローの実行
• プロジェクト・マネージャ
• 統合の実行

Shared Servicesと統合される製品全体へのコン
トロールを行います。この役割は、EPM System
の最も強力な役割であるため、慎重に割り当てる
必要があります。管理者は、Oracle Hyperion
Shared Services Consoleですべての管理タスク
を実行でき、自分自身をプロビジョニングするこ
とも可能です。
この役割は、Shared Servicesに登録されたすべて
のアプリケーションへの幅広いアクセス権を付与
します。管理者の役割は、デフォルトで adminネ
イティブ・ディレクトリ・ユーザーに割り当てら
れます。このユーザーは、Shared Servicesのデプ
ロイ後に唯一使用可能なユーザーです。

統合の作成 ウィザードを使用して Shared Servicesデータ統
合(アプリケーション間でデータを移動するプロセ
ス)を作成します
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表 A-1 (続き) Shared Services役割(グローバル役割)

役割 説明
ディレクトリ・マネージャ ネイティブ・ディレクトリのユーザーとグループ

を作成および管理します
ディレクトリ・マネージャとプロビジョニング・
マネージャの役割を 1人のユーザーに付与する
と、ユーザーは高い役割を得ることができます。
ディレクトリ・マネージャの役割は、プロビジョ
ニング・マネージャの役割が割り当てられたユー
ザーには割り当てないことをお薦めします。

LCM管理者
この役割は、次の役割で構成されています:
• ディレクトリ・マネージャ
• LCMデザイナ
• タスクフローの管理
• タスクフローの実行
• プロジェクト・マネージャ
• プロビジョニング・マネージャ

Oracle Hyperion Enterprise Performance
Management Systemライフサイクル管理を実行
して、本番環境およびオペレーティング・システ
ム全体のアーティファクトやデータを移行します

LCMデザイナ ライフサイクル管理機能を使用して移行定義ファ
イルを作成することで、アーティファクトとアプ
リケーションの移行を設計します。この役割を持
つユーザーは、移行を設計できますが、実行はで
きません。

タスクフローの管理 EPM System製品のタスクフローを、作成、編集、
表示、スケジュールおよび実行します。すべての
タスクフローに対して完全な制御権を保有しま
す。

タスクフローの実行 タスクフローの管理の役割を持ったユーザーによ
って作成されたタスクフローを表示、スケジュー
ルおよび実行します。EPM System製品のタスク
フローの作成または編集はできません。

プロジェクト・マネージャ Shared Servicesアプリケーション・グループを作
成および表示します。

統合の実行 Shared Servicesデータ統合を表示および実行し
ます

EPMAの役割
Oracle Hyperion EPM Architectのすべての役割はパワー役割です。通常、これらの役
割は、アプリケーションの作成およびアプリケーションのディメンションの管理をす
る必要があるパワー・ユーザーに付与されます。

付録 A
Foundation Servicesの役割
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表 A-2 EPMAの役割

役割 説明
EPMA管理者
EPMA管理者の役割は、次の役割で構成され
ています:
• アプリケーション作成者

– Essbaseアプリケーション作成者
– Financial Managementアプリケ
ーション作成者

– Planningアプリケーション作成者
– Profitabilityアプリケーション作成

者
• ディメンション編集者

各種アプリケーションを作成およびデプロイします。
アプリケーション作成者は、デプロイされていないアプ
リケーションのすべてのディメンションを所有します。
作成者はディメンションを作成できますが、アクセス権
限のあるディメンションしか変更できません。Oracle
Hyperion Financial Managementユーザーおよび
Oracle Hyperion Planningユーザーが製品のクラシッ
ク・アプリケーション管理オプションに移動できるため
には、「ディメンション編集者」役割以外にこの役割が
必要です。
アプリケーションを作成したユーザーは、自動的にその
アプリケーションのアプリケーション管理者およびプ
ロビジョニング・マネージャとなります。

Essbaseアプリケーション作成者 Oracle Essbaseアプリケーションを作成します。
Financial Managementアプリケーション
作成者

連結アプリケーションを作成します。アプリケーショ
ンを作成するには、そのユーザーは Financial
Management構成ユーティリティで指定されたアプリ
ケーション作成者グループのメンバーである必要があ
ります。

Planningアプリケーション作成者 Planningアプリケーションを作成します。
Profitabilityアプリケーション作成者 Oracle Hyperion Profitability and Cost Management

アプリケーションを作成します。
ディメンション編集者 ディメンションを作成するためのプロファイルを作成、

管理およびインポートしますディメンションを手動で
作成および管理します。
Webナビゲーションを使用して Financial
Managementおよび Planningのクラシック・アプリ
ケーション管理オプションにアクセスする際に必要で
す。

Calculation Managerの役割
Oracle Hyperion Calculation Managerのすべての役割はパワー役割です。通常、Calculation
Manager管理者を作成するためにこれらの役割が付与されます。
表 A-3 Calculation Managerの役割

役割 説明
計算マネージャ管理者
Calculation Manager管理者の役割は、次の役割
で構成されています:
• Financial Management計算マネージャ管理
者

• Planning Calculation Manager管理者

Calculation Manager機能を管理します
Financial Management Calculation Manager管
理者は Oracle Hyperion Financial Management
の Calculation Manager機能を管理します
Planning Calculation Manager管理者は Oracle
Hyperion Planningの Calculation Manager機
能を管理します

Financial Management計算マネージャ管理者 Financial Managementの Calculation Manager
機能を管理します

Planning Calculation Manager管理者 Planningの Calculation Manager機能を管理し
ます
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Financial Managementマネージャの役割
これらの役割は、Oracle Hyperion Shared Services管理者に Oracle Hyperion Financial
Managementアプリケーションの管理を許可するものです。
表 A-4 Financial Managementマネージャの役割

役割 説明
Financial Managementマネージャ管理者の
役割は、次の役割から構成されます:
• Financial Management管理者
• Financial Managementアプリケーショ
ン作成者

• Financial Management計算マネージャ
管理者

Financial Managementアプリケーションを
作成および管理し、Financial Managementの
Oracle Hyperion Calculation Manager機能
を管理します

Financial Management管理者 Financial Managementアプリケーションを
管理します。

Financial Managementアプリケーション作
成者

Financial Managementのアプリケーション
を作成します

Financial Management計算マネージャ管理
者

Financial Managementの Calculation
Manager機能を管理します

Planningの役割
Oracle Hyperion Calculation Managerに対しては別途 Oracle Hyperion Foundation
Servicesの役割が必要になります。Foundation Servicesの役割を参照してください。
表 A-5 Planningアプリケーションの役割

役割 説明
パワー役割
管理者 アプリケーション所有者、一括割当ての役割に予約されてい

るタスクを除き、すべてのアプリケーション・タスクを実行
します。アプリケーションの作成および管理、アクセス権限
の管理、予算プロセスの開始、通知用電子メール・サーバー
の指定を実行します。データのコピー機能を使用できます。

プロビジョニング・マネージャ Oracle Hyperion Planningアプリケーションにユーザーを
プロビジョニングします

一括割当 データを階層形式でマルチディメンションに分散する一括割
当て機能にアクセスします。この機能ではデータ・フォーム
では表示されないセルやユーザーがアクセス権を持たないセ
ルへの分散も可能です。任意のユーザー・タイプにこの役割
を割り当てることが可能ですが、割当ては慎重に行ってくだ
さい。

付録 A
Planningの役割

A-4



表 A-5 (続き) Planningアプリケーションの役割

役割 説明
Essbase書込み権限 プランナおよび対話型ユーザーの場合: ユーザーに Oracle

Essbaseの Planningデータへのアクセス権(Planningにお
ける各自のアクセス権と同等)を付与します。年および期間
のディメンションへのアクセスを制限するセキュリティ・フ
ィルタを作成しないと、この役割はすべての期間および年へ
の書込み権限を付与します。書込みアクセス権を持つユーザ
ーは Oracle Hyperion Financial Reportingやサードパーテ
ィ製のツールなど別製品を使用して、Planningのデータを
Essbaseで直接変更できます。

承認管理者
承認管理者の役割は、次の役割
で構成されています:
• 承認所有権割当者
承認プロセス・デザイナ

• 承認スーパーバイザ

承認管理者は、通常、組織の地域を担当し、その地域の承認
プロセスを制御する必要はあるが、Planning管理者の役割を
付与される必要はないビジネス・ユーザーです。承認管理者
の役割のユーザーは、プロセスの所有権を手動で取得し、承
認の問題を解決します。次のタスクを行います:
• 承認プロセスの制御
• 書込みアクセス権を持つ Planningユニットに対するア
クションの実行

• 担当内の組織の所有者とレビュー担当者の割当て
• 副ディメンションの変更または検証ルールの更新

承認所有権割当者 Plannerの役割に割り当てられているタスクを実行します。
承認所有権割当て者は、書込みアクセス権を持つプランニン
グ・ユニット階層のメンバーに対して次のタスクを実行しま
す:
• 所有者の割当て
• 確認者の割当て
• 通知対象のユーザーの指定

承認プロセス・デザイナ プランナと承認所有権割当て者の役割に割り当てられている
タスクを実行します。
承認プロセス・デザイナは、書込みアクセス権を持つプラン
ニング・ユニット階層のメンバーに対して次のタスクを実行
します:
• 副ディメンションと書込みアクセス権を持つエンティテ

ィのメンバーの変更
• プランニング・ユニット階層のシナリオとバージョン割
当ての変更

• 書込みアクセス権を持つデータ・フォームのデータ検証
ルールの編集

承認スーパーバイザ プランニング・ユニットを所有していない場合でも、書込み
アクセス権を持つプランニング・ユニット階層のメンバーに
対して次のタスクを実行します:
• プランニング・ユニットの停止と開始
• プランニング・ユニットに対する任意のアクション
承認スーパーバイザは、所有していないプランニング・ユニ
ットのデータは変更できません。

アド・ホック・グリッド作成者 アド・ホック・ユーザーが行えるタスクの実行に加えて、ス
マート・スライスを作成したり、保存します

アドホック・ユーザー アド・ホック機能を使用してデータ・フォームを分析します。
タスク・リスト・アクセス・マ
ネージャ

このリリースには適用されません(将来の使用のために予約
されています)。

プランナ役割
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表 A-5 (続き) Planningアプリケーションの役割

役割 説明
プランナ 承認およびアダプタ・プロセス用のプランを入力および送信

します。他のユーザーが作成したレポートの使用、タスク・
リストの表示と使用、自分自身への電子メール通知の使用可
能化、Oracle Smart View for Officeを使用したデータの作
成が可能です。

対話型役割
対話型ユーザー データ・フォーム、Smart Viewワークシート、ビジネス・

ルール、タスク・リスト、Financial Reportingレポート、お
よびアダプタ・プロセスの作成と維持を行います。予算プロ
セスを管理します。Smart Viewでのスマート・スライスの
作成、セル詳細のクリア機能の使用、すべてのプランナ・タ
スクの実行が可能です。対話型ユーザーは通常、部署の責任
者や事業単位のマネージャに割り当てます。

ビュー役割
表示ユーザー Planningデータ・フォームとライセンスを所有するデータ・

アクセス・ツール(たとえば、Financial Reporting、Smart
View)を使用して、データを表示および分析します。典型的
な表示ユーザーは予算プロセスの期間中および最後にビジネ
ス・プランを参照する必要のある経営者です。

アドホック読取り専用ユーザー スマート・スライスのデータを表示します。

Essbaseの役割
次の表では、Oracle Essbaseに固有の役割について説明します。特定の Essbaseアプ
リケーションまたはデータベースに対する詳細なアクセス権をユーザーとグループに
割り当てる方法の詳細は、Oracle Essbaseデータベース管理者ガイドを参照してくだ
さい。

ノート:

Essbaseアプリケーションを作成するには、Essbase管理者の役割に加え、
Oracle Hyperion Shared Servicesのプロジェクト・マネージャの役割がプロ
ビジョニングされている必要があります。
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表 A-6 Essbaseサーバーの役割

役割 説明
管理者 Essbaseサーバー、アプリケーション、およびデー

タベースへの完全な管理アクセス権を持ちます
ノート: プロビジョニング・マネージャの役割は、
Essbase管理者を移行する際には自動的に割り当
てられます。ただし、Essbase管理者を Oracle
Hyperion Shared Services Consoleで作成する
際には、プロビジョニング・マネージャの役割を
手動で割り当てる必要があります。

アプリケーションの作成/削除 アプリケーションとデータベースを作成および削
除します。このユーザーが作成したアプリケーシ
ョンとデータベースに対するアプリケーション・
マネージャとデータベース・マネージャの権限も
含まれます。

サーバー・アクセス この Essbaseサーバーに属するアプリケーション
またはデータベースにアクセスします。このレベ
ルは、ユーザーがアプリケーションおよびデータ
ベースにアクセスするために必要な最低限のアク
セス権限です。

プロビジョニング・マネージャ ユーザーにこの Essbaseサーバーの役割をプロビ
ジョニングします

表 A-7 Essbaseアプリケーションの役割

役割 説明
アプリケーション・マネージャ 割り当てられたアプリケーション内でデータベー

スとアプリケーションの設定を作成、削除および
変更します。アプリケーション内のデータベース
のデータベース・マネージャの権限も含みます。
アプリケーション・マネージャは、自分で作成し
たアプリケーションおよびデータベースだけを削
除できます。
ノート: プロビジョニング・マネージャの役割は、
Essbaseアプリケーション・マネージャを移行する
際には自動的に割り当てられます。ただし、
Essbaseアプリケーション・マネージャを Shared
Services Consoleで作成する際には、プロビジョ
ニング・マネージャの役割を自分自身に手動で割
り当てる必要があります。

データベース・マネージャ 割り当てられたアプリケーション内のデータベー
ス、データベース・アーティファクト、ロックを
管理します

計算 割り当てられた計算およびフィルタを使用して割
り当てられたスコープを基に、データ値の計算、
更新および読取りを行います

書込み 割り当てられたフィルタを使用して、割り当てら
れたスコープを基に、データ値の更新と読取りを
行います

読取り データ値を読み取ります
フィルタ フィルタの制限に応じて特定のデータとメタデー

タにアクセスします

付録 A
Essbaseの役割

A-7



表 A-7 (続き) Essbaseアプリケーションの役割

役割 説明
アプリケーションの開始/停止 アプリケーションまたはデータベースを開始およ

び停止します
プロビジョニング・マネージャ Essbaseユーザーにこのアプリケーションからの

役割をプロビジョニングします

Financial Managementの役割
Oracle Hyperion Calculation Managerに対しては別途 Oracle Hyperion Shared
Servicesの役割が必要になります。Foundation Servicesの役割を参照してください。
表 A-8 Financial Managementの役割

役割 説明
パワー役割
アプリケーション管理者 すべての Oracle Hyperion Financial

Managementタスクを実行します。この役割
のアクセス権はユーザーが持つ他のアクセス
設定をオーバーライドします。

システムのロード ルールおよびメンバー・リストをロードし、ア
プリケーション要素を抽出します。

内部取引管理 期間の開始と終了、エンティティのロックと解
除、理由コードの管理などを行います。この役
割のユーザーはすべての内部タスクも実行し
ます。

対話型役割
ルール管理者 特定のアプリケーションに対して Calculation

Managerタスクを実行します
ルール・デザイナ 新しいルール・オブジェクトの作成、ルール・

オブジェクトの変更または削除を行います
仕訳の承認 仕訳の承認または拒否します
仕訳の作成 仕訳の作成、変更、削除、送信、未送信などを

行います
貸借不一致の仕訳の作成 貸借不一致の仕訳を作成します
デフォルト アプリケーションの開始と終了、ドキュメント

とお気に入りの管理、Smart Viewの管理、実
行中のタスクおよびデータ・タスクへのアクセ
ス、タスクのロードと抽出を実行します。メタ
データまたはルールの抽出はできません。フ
ォルダを作成できません。

仕訳管理者 仕訳に関連したすべてのタスクを実行します
仕訳の転記 仕訳の転記と転記の戻しを実行します
テンプレートの管理 仕訳の管理のために仕訳テンプレートへのア

クセス権を付与します
繰返しの生成 仕訳の管理のために繰返しの生成タスクへの

アクセス権を付与します
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表 A-8 (続き) Financial Managementの役割

役割 説明
確認監督者 プロセス管理ユニットの開始とプロセス管理

データの承認およびパブリッシュを行います。
プロセス・レベルに応じてプロセス・ユニット
のレベルを上げたり、または拒否したりできま
す。プロセス管理グループをフェーズに割り
当てます。

確認者 1から確認者 10 データがユーザーの指定プロセス・レベルにあ
るとき、データのブロックを表示および編集し
ます

送信者 最終的な承認のためにデータのブロックを送
信します

データのロック データ・エクスプローラでデータをロックしま
す

データのロック解除 データ・エクスプローラでデータのロックを解
除します

すべてを連結 すべての連結を実行します
連結 連結を実行します
データのあるものすべてを連結 すべてのデータで連結します
配賦の実行 配賦を実行します
エクイティ・ピック・アップの実行 エクイティ・ピックアップ・タスクを実行し、

エクイティ・ピックアップの調整を計算します
データ入力フォームの管理 Webでデータ入力フォームを管理します
モデルの管理 このリリースで使用されません
サーバーでのシステム・レポートの保存 サーバーでシステム・レポートを保存します
Excelデータのロード Oracle Smart View for Officeからデータを

ロードします。
内部取引ユーザー 取引の作成、編集、削除、ロード、抽出を実行

します。勘定科目または ID別に照合レポート
を実行したり、取引レポートの実行や複数モジ
ュールでドリルします。

内部取引照合テンプレート 内部取引の照合テンプレートを管理します
勘定科目による内部取引の自動照合 勘定科目ごとに内部取引を自動照合します
IDによる内部取引の自動照合 IDごとに内部取引を自動照合します
許容差のある内部取引の自動照合 許容差の確認をしながら、内部取引を手動で照

合します
内部取引の手動照合 内部取引を手動で照合します
内部取引の不一致 内部取引を未照合に戻します
内部取引の転記/転記の戻し 内部取引の転記および転記の戻しを実行しま

す
Webグリッドでの書戻しの使用可能 Webグリッドに直接データを入力し、保存し

ます
データベース管理 データをコピーおよびクリアして、無効なレコ

ードを削除します
出資比率の管理 出資比率情報を入力および編集します
カスタム・ドキュメントの管理 サーバーとの間でカスタム・ドキュメントをロ

ードおよび抽出します
拡張分析 データベースにデータをエクスポートします
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表 A-8 (続き) Financial Managementの役割

役割 説明
Excelからのデータ・フォームの書戻し Webデータ入力フォームを使用して Smart

Viewからデータを送信します
ビュー役割
上級ユーザー ブラウザ・ビューを使用して実行中のタスクに

アクセスできます。フォルダを作成します。
ルール・ビューア ルール・オブジェクトを表示します
仕訳の読取り 仕訳を読み取ります
プロセス・コントロールの電子メール・アラー
トを受信

電子メールを受信します
内部取引の電子メール・アラートを受信 電子メールを受信します
予約済 現在は使用されていません
データ監査の表示 データ監査情報を表示およびエクスポートし

ます
タスク監査の表示 タスク監査情報を表示およびエクスポートし

ます
ダッシュボード・ビューア ダッシュボードにアクセスします

Financial Reporting (ドキュメント・リポジトリ)の役
割

表 A-9 Financial Reportingの役割

役割 説明
管理者 すべてのドキュメント・リポジトリ・リソースにアクセスし

ます。
セキュリティ管理者 ドキュメント・リポジトリ・ユーザーをプロビジョニングし

ます。バッチ、ブック、レポートおよびドキュメントをイン
ポート、保存および変更します。ショートカットとフォルダ
を作成および変更します。Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management Workspaceを使用して
Financial Reportingのデータ・ソースとデータベース接続を
削除します。

デザイナ バッチ、ブック、レポートおよびドキュメントをインポート、
保存および変更します。ショートカットとフォルダを作成お
よび変更します。EPM Workspaceを使用して Oracle
Hyperion Financial Reportingのデータ・ソースとデータベ
ース接続を作成、変更および削除します。

レポート・デザイナ・スケジュ
ーラ

リポジトリ・コンテンツを管理し、タスクを実行します。リ
ソース権限が「アクセス権なし」に設定されないかぎり、す
べてのリソースへの暗黙的なアクセス権があります。

スケジューラ バッチ・スケジューラ・モジュールを使用してジョブとバッ
チを作成およびスケジュールします。リポジトリに移動し、
アクセス制御を割り当てます。
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表 A-9 (続き) Financial Reportingの役割

役割 説明
参照者 エクスプローラ・モジュールと「開く」ダイアログ・ボック

スを使用するコンテキストのリポジトリ・コンテンツをリス
トします。検索、表示、コンテンツへの登録など
リポジトリへのアクセス権は、ファイル・プロパティと権限
によって保護された個別のファイルとフォルダへのアクセス
を付与しません。

Financial Close Management役割
ネイティブ・ディレクトリ・ユーザーは、Fusion Middlewareに対してシングル・サインオン
を使用できないため、Oracle Hyperion Financial Close Managementの役割によって付与され
たタスクを実行できません。ネイティブ・ディレクトリ・ユーザーが Financial Close
Managementタスクを実行する必要がある場合、それらのユーザーを Fusion Middlewareユ
ーザーとしても作成することが必要です。

Close Managerの役割
表 A-10 Close Managerの役割

役割 説明
決算管理者 Oracle Hyperion Financial Close Management

を管理します。Closeパワー・ユーザーおよび
Closeユーザーが実行できるタスクを実行します。

決算パワー・ユーザー • Closeユーザーが実行できるタスクを実行し
ます

• アラート・タイプを作成および管理します
決算ユーザー 次のタスクを実行します:

• テンプレートの表示
• トランザクション・ダッシュボードへのアク
セス

• ステータスの変更
• アラート、コメントおよび質問の作成および
変更

• フィルタの作成および管理
決算レポート・デザイナ Financial Close Managementレポートを設計し

ます

Account Reconciliation Managerの役割
これらの役割は Oracle Hyperion Financial Close Managementの下に表示されます。
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表 A-11 Account Reconciliation Managementの役割

役割 説明
照合管理者 • システム設定、フィルタ、属性、期間、照

合インスタンス、レートおよびレポートへ
の完全なアクセス

• 自分のコメントを追加および削除します
• すでに会社にいないユーザーによって入
力されたコメントを削除する必要がある
場合に対応するために、調整からコメント
を削除します

• 勘定科目照合の準備または表示はできま
せん

照合パワー・ユーザー • フィルタ、照合プロファイル、照合インス
タンスおよびレポートへの完全なアクセ
ス

• 自分のコメントを追加および削除します
• すでに会社にいないユーザーによって入
力されたコメントを削除する必要がある
場合に対応するために、調整からコメント
を削除します

照合コメント作成者 • 照合および関連する取引にコメントを追
加します

• レポートを作成します
• プライベート・フィルタを作成します

照合策定者 • 照合の準備に関連するすべての機能(取引
の追加、編集、フラグ設定および削除; コ
メントの追加と削除; 添付の追加と削除;
質問への回答; レビュー用の照合の送信な
ど)を実行します

• レポートを作成します
• プライベート・フィルタを作成します

照合レビュー担当者 • 照合のレビュー(取引へのフラグ設定、コ
メントの追加と削除; 照合の却下; 照合の
承認など)を行います

• レポートを作成します
• プライベート・フィルタを作成します

照合参照者 • 参照者権限が付与されている照合を表示
します

• レポートを作成します
• プライベート・フィルタを作成します
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Supplemental Data Managerの役割
表 A-12 Supplemental Data Managerの役割

役割 説明
補足データ管理者 • Supplemental Data Managerの役割を持つ

ユーザーおよびグループをプロビジョニング
します

• 1回かぎりのシステム設定(システム通貨の定
義、使用可能な通貨、期間および頻度の指定)、
ディメンション表の設定、および Oracle
Hyperion Financial Managementからのデ
ィメンション表定義とメンバーのインポート
など、Supplemental Data Managerのすべて
のタスクを実行します

補足データ・パワー・ユーザー • SDMディメンション・エディタが実行できる
タスクを実行します

• データ・セット、フォーム、およびデータ・
セットの要約ビューを作成します

• 参照資料(Excelスプレッドシートなど)をデ
ータ・フォームに添付します

• データ・セット列を管理します
• データ・セット、フォームまたはビューを削
除します

• フォームのアクセス制御を割り当てます
• 期間のオープン、クローズおよびロックを行
います

補足データ・ディメンション編集者 • SDMユーザーが実行できるすべてのタスク
を実行します

• ディメンション・メンバーを追加または削除
します

補足データ・ユーザー • フォームに付与されたアクセス制御に基づい
て、データを入力、承認または表示します

• 検証を実行し、データ・エラーを修正します
• 確認用にデータを送信します
• ワークフロー全体にアクセス権が付与されて
いる場合、データを Financial Management
にポストします

補足データ・ドリルスルー・ユーザー Financial Managementにポストされた詳細デー
タにドリルスルーします

Tax Managementの役割
Tax Governanceの役割

プロビジョニング・マネージャ役割に加えて、Oracle Hyperion Tax Governance役割には Tax
Operationsおよび Tax Supplemental Schedulesに属する役割が含まれています。次を参照
してください:

• Tax Operationsの役割

付録 A
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• Tax Supplemental Schedulesの役割

Tax Operationsの役割
表 A-13 Tax Operationsの役割

役割 説明
Tax Operations管理者 Tax Operationsを管理します。Closeパワ

ー・ユーザーおよび Closeユーザーが実行でき
るタスクを実行します。

Tax Operationsパワー・ユーザー • アラート・タイプを作成および管理します
• Tax Operationsユーザーが実行できるタ
スクを実行します

Tax Operationsユーザー 次のタスクを実行します:
• テンプレートの表示
• トランザクション・ダッシュボードへのア
クセス

• ステータスの変更
• アラート、コメントおよび質問の作成およ

び変更
• フィルタの作成および管理

Tax Operationsレポート・デザイナ Tax Operationsデータを表示するレポートを
設計します。

Tax Supplemental Schedulesの役割
表 A-14 Tax Supplemental Schedulesの役割

役割 説明
Tax Supplemental Schedules管理者 • Tax Supplemental Schedulesの役割を

持つユーザーおよびグループをプロビジ
ョニングします

• Tax Supplemental Schedulesを管理し
ます

• Tax Supplemental Schedulesパワー・ユ
ーザーおよび Tax Supplemental
Schedulesユーザーが実行できるタスク
を実行します

Tax Supplemental Schedulesパワー・ユーザ
ー

• Tax Supplemental Schedulesユーザー
が実行できるタスクを実行します

• データ取集用のデータ・セットおよびフォ
ーム・テンプレートを表示します

• データ・セットとフォーム・テンプレート
を新規データ収集期間にデプロイし、ステ
ータスを「オープン」に設定して含まれる
データ・エントリ・フォームをアクティブ
化します

Tax Supplemental Schedulesユーザー データを割り当てられたフォームに入力して
送信します
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表 A-14 (続き) Tax Supplemental Schedulesの役割

役割 説明
ドリルスルー Oracle Hyperion Financial Managementに

ポストされた詳細データにドリルスルーしま
す

Profitability and Cost Managementの役割
標準 Profitability and Cost Managementの役割

表 A-15 標準 Profitability and Cost Managementの役割

セキュリティ役割 説明
パワー役割
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表 A-15 (続き) 標準 Profitability and Cost Managementの役割

セキュリティ役割 説明
管理者 • ユーザー・アカウントとセキュリティ役割の

作成および維持の他、Oracle Hyperion
Shared Servicesを使用したユーザーのプロ
ビジョニング

• Oracle Essbaseデータベースの作成
• アプリケーション・プリファレンスの設定と

維持
• 共通のディメンションおよびメンバーを選択
してモデル・データベースを構築

• ステージ、ドライバ、POV、ドライバ選択、
割当て、アプリケーション・プリファレンス
などのモデルにおける要素の作成および維持

• POVコピー、計算、検証、データ入力、トレ
ース割当ての実行

• Essbaseへのデプロイと計算スクリプトの生
成

• データのインポートおよびエクスポート
• ライフサイクル管理ユーティリティを使用し
た、開発またはテスト環境から本番環境など
の別の環境へのデータのレベル上げ。

• Oracle Hyperion Profitability and Cost
Managementモデル・コンポーネントのバッ
クアップと復元

• ビジネス・オブジェクトに加えられた変更を
モニターします。

• Profitabilityアプリケーションのホーム画面
へのアクセスによる、Exalytics用アプリケー
ション・ローダーを使用した Profitability
and Cost Managementアプリケーションの
作成、管理、登録、複製および更新。

• Oracle Smart View for Officeの「接続」画面
からの問合せの作成、編集、コピー、削除お
よび起動

ノート: パワー・ユーザーは、タスクの実行に特定
のセキュリティ役割を必ずしも要求しません。た
とえば、パワー・ユーザーが「計算」画面から計
算を実行する場合、このアクションによってタス
クフローが内部で作成されて実行されます。パワ
ー・ユーザーは、「タスクフローの管理」タスクか
ら直接このタスクにアクセスする場合以外は、こ
のタスクの実行に「タスクフローの管理」役割を
必要としません。
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表 A-15 (続き) 標準 Profitability and Cost Managementの役割

セキュリティ役割 説明
パワー・ユーザー • ステージ、ドライバ、POV、ドライバ選択、

割当て、アプリケーション・プリファレンス
などのモデルにおける要素の作成および維持
します。

• POVコピー、計算、検証、データ入力、トレ
ース割当てを実行します。

• Essbaseへのデプロイと計算スクリプトの生
成。

• データのインポートおよびエクスポート
• Profitabilityアプリケーションのホーム画面
へのアクセスによる、Exalytics用アプリケー
ション・ローダーを使用した Profitability
and Cost Managementアプリケーションの
作成、管理、登録、複製および更新。

• Smart Viewの「接続」画面からの問合せの作
成、編集、コピー、削除および起動

対話型役割
対話型ユーザー • すべてのモデリング画面の表示

• データ入力画面でのデータの表示および変更
• トレース割当ての表示
• Smart Viewの「接続」画面からの問合せの起
動

表示ユーザー 次の関数に対して表示のみのアクセス権を持ちま
す:
• トレース割当て
• アプリケーション・プリファレンス
• モデル・ステージ、ドライバ、および POV

Shared Servicesの役割
タスクフローの管理 タスクフローの作成と編集に必要。
タスクフローの実行 ユーザーによるタスクフローの実行と表示のみを

可能にするために必要。この役割を割り当てられ
たユーザーは、タスクフローの作成や編集を行う
ことはできません。
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詳細 Profitability and Cost Managementの役割
表 A-16 詳細 Profitability and Cost Managementの役割

セキュリティ役割 説明
管理者 • アプリケーション・プリファレンスの設定

と維持
• 共通のディメンションおよびメンバーを
選択してモデル・データベースを構築

• レポート・ビューを作成してリレーショナ
ル・データベースにデプロイ

• 次の機能を作成、読取り(表示)、更新、削
除:
– ステージ
– ドライバ
– POV
– ドライバの関連付け
– 割当て
– アプリケーション・プリファレンス
– 計算ルール
– 計算プロセスの管理
– ジョブ・ライブラリおよびステータス
– 表の登録

• 次のタスクを実行:
– POVのコピー
– 検証
– デプロイ
– 計算
– ジョブの停止

• ライフサイクル管理ユーティリティを使
用した、開発またはテスト環境から本番環
境などの別の環境へのデータのレベル上
げ。

• データのインポートおよびエクスポート
• Oracle Hyperion Profitability and Cost

Managementモデル・コンポーネントの
バックアップと復元

• ビジネス・オブジェクトに加えられた変更
をモニターします。

• Oracle Smart View for Officeの「接続」
画面からの問合せの作成、編集、コピー、
削除および起動

• Profitabilityアプリケーションのホーム
画面へのアクセスによる、Exalytics用ア
プリケーション・ローダーを使用した
Profitability and Cost Managementア
プリケーションの作成、管理、登録、複製
および更新。

パワー役割
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表 A-16 (続き) 詳細 Profitability and Cost Managementの役割

セキュリティ役割 説明
パワー・ユーザー • ユーザー・アカウントとセキュリティ役割

の作成および維持の他、Oracle Hyperion
Shared Servicesを使用したユーザーの
プロビジョニング

• レポート・ビューを作成してリレーショナ
ル・データベースにデプロイ

• Profitabilityアプリケーションのホーム
画面へのアクセスによる、Exalytics用ア
プリケーション・ローダーを使用した
Profitability and Cost Managementア
プリケーションの作成、管理、登録、複製
および更新。

• Smart Viewの「接続」画面からの問合せ
の作成、編集、コピー、削除および起動

• 次の機能を作成、読取り(表示)、更新、削
除:
– ステージ
– ドライバ
– POV
– ドライバの関連付け
– 割当て
– アプリケーション・プリファレンス
– 計算ルール
– 計算プロセスの管理
– ジョブ・ライブラリおよびステータス
– 表の登録

• 次のタスクを実行:
– POVのコピー
– 検証
– デプロイ
– 計算
– ジョブの停止

ノート: パワー・ユーザーは、タスクの実行に
特定のセキュリティ役割を必ずしも要求しま
せん。たとえば、パワー・ユーザーが「計算」
画面から計算を実行する場合、このアクション
によってタスクフローが内部で作成されて実
行されます。パワー・ユーザーは、「タスクフ
ローの管理」タスクから直接このタスクにアク
セスする場合以外は、このタスクの実行に「タ
スクフローの管理」役割を必要としません。

対話型役割
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表 A-16 (続き) 詳細 Profitability and Cost Managementの役割

セキュリティ役割 説明
対話型ユーザー • 次の機能を表示(読取り):

– ステージ
– ドライバ
– POV
– ドライバの関連付け
– 割当て
– アプリケーション・プリファレンス
– 計算ルール
– 計算プロセスの管理
– ジョブ・ライブラリおよびステータス
– 表の登録

• Smart Viewの「接続」画面からの問合せ
の起動

表示ユーザー 次の機能を表示(読取り):
• ステージ
• ドライバ
• POV
• ドライバの関連付け
• 割当て
• アプリケーション・プリファレンス
• 計算ルール
• 計算プロセスの管理
• ジョブ・ライブラリおよびステータス
• 表の登録

Shared Servicesの役割
タスクフローの管理 タスクフローの作成と編集に必要。
タスクフローの実行 ユーザーによるタスクフローの実行と表示の

みを可能にするために必要。この役割を割り
当てられたユーザーは、タスクフローの作成や
編集を行うことはできません。

Provider Servicesの役割
Oracle Hyperion Provider Servicesには、管理者パワー役割が用意されています。これ
により、ユーザーは Essbaseサーバー・クラスタを作成、変更および削除できるよう
になります。

Data Integration Management役割
Oracle Hyperion Data Integration Managementでは、Oracle Hyperion Shared Services
によって確立されるセキュリティ環境を使用しません。
Shared Servicesの認証プラグインを使用しているときに、Data Integration
Managementの現在のバージョンにアップグレードする場合は、Shared Servicesの認
証プラグインを登録解除した後で、Informatica PowerCenterリポジトリ・マネージャ
を使用して、ユーザーを再作成する必要があります。このバージョンの Data
Integration Managementはネイティブの Informatica認証にのみ対応しています。
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詳細は、Data Integration Managementのドキュメントを参照してください。

FDMEEの役割
表 A-17 FDMEEの役割

役割 役割ごとのタスク
管理者 アプリケーションを管理し、アクションを実行し

ます
プロビジョニング・マネージャ ユーザーおよびグループへの Oracle Hyperion

Financial Data Quality Management,
Enterprise Editionの役割のプロビジョニング

ドリルスルー FDMEEおよび Oracle Hyperion Financial Data
Quality Managementに適用されます。ソース・
システムにドリルスルーできるかどうかを制御し
ます。
FDMでは、この役割は許容されるタスクとして中
間の役割に適用され、ソース・システムへのドリ
ルバックを制御します。
FDMEEでは、この役割はユーザーが FDMEEのラ
ンディング・ページにドリルできるかどうかを制
御し、ソース・システムへのドリルを制御します。

統合の作成 FDMEEメタデータおよびデータ・ルールを作成し
ます。

統合の実行 FDMEEのメタデータとデータ・ルールを実行し、
実行時パラメータを入力します。トランザクショ
ン・ログを表示できます。FDMユーザーは、
Oracle General Ledgerからデータを抽出する必
要がある場合、この役割を付与されないと、デー
タ・ルールを実行できません。

GL書戻し ERPソース・システムへのデータのライトバック
を使用可能にします。

中間 2–中間 9 データをターゲット・システムにロードします。
中間レベルの役割は FDM管理者によって定義さ
れます。ユーザーにユーザー・レベルが割り当て
られると、そのユーザーは、そのレベル以上を割
り当てられたすべてのオブジェクトへのアクセス
権を持ちます。
たとえば、中間 7の役割を割り当てられたユーザ
ーは、中間 7から中間 9および「すべて」の役割
を使用してアクセスできる各オブジェクトへのア
クセス権を持ちます。パワー・レベルおよび中間
2から中間 6がアクセスできるオブジェクトには、
中間 7ユーザーはアクセスできません。
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B
EPM Systemのコンポーネント・コード

ユーザーが Oracle Enterprise Performance Management Systemアプリケーションで実行で
きるタスクは、役割によって定義されます。登録されたすべての EPM Systemアプリケーシ
ョンからの役割は Oracle Hyperion Shared Services Consoleの役割ビューで表示できます。
役割ビューには役割の名前と内部製品名である製品コードが簡単な説明とともにリストされ
ます。EPM System製品で使用される製品コードを表 1に示します。
表 B-1 EPM System製品で使用される製品コード

製品コード 製品名
HUB Oracle Hyperion Shared Services
CES Shared Services (ワークフロー)
HP Oracle Hyperion Planning
ESB Oracle Essbase
ESBAPP Essbaseアプリケーション
FDM Oracle Hyperion Financial Data Quality

Management
EAL Oracle Essbase Analytics Link for Hyperion

Financial Management
EALBRIDGE 分析リンク・ブリッジ
HFM Oracle Hyperion Financial Management
HPM Oracle Hyperion Profitability and Cost

Management
CALC Oracle Hyperion Calculation Manager
AIF Oracle Hyperion Financial Data Quality

Management, Enterprise Edition
IOP Oracle Integrated Operational Planning
BIEE Oracle Business Intelligence Enterprise Edition
FCC Oracle Hyperion Financial Close Management
BIP Oracle Business Intelligence Publisher

B-1



C
EPM System製品へのアクセス
Shared Servicesへのアクセス

Shared Services Consoleの起動を参照してください。

EPM Workspaceへのアクセス
Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceは、Oracle Hyperion
Planningや Oracle Hyperion Shared Servicesなどの Oracle Enterprise Performance
Management System製品にアクセスできる Oracle Hyperion Foundation Servicesコンポー
ネントです。URLを使用して EPM Workspaceにアクセスするとログオン・ウィンドウが表
示されます。
URLから EPM Workspaceにアクセスするには:

1. 次に移動します:

http://Web_server_name:port_number/workspace/index.jsp
URLの中で、Web_server_nameは Foundation Servicesが使用するWebサーバーが実行
されているコンピュータの名前を示し、port_numberは、Webサーバー・ポートを示し
ます。たとえば、http://myWebserver:19000/workspaceのようになります。

ノート:

セキュアな環境の EPM Workspaceにアクセスする場合、プロトコルとして
https (httpではなく)を使用し、セキュアなWebサーバー・ポート番号を使用
します。たとえば、https://myWebserver:19443/workspaceのような URLを使
用します。

ポップアップ・ブロッカが原因で EPM Workspaceが開かない場合があります。
2. 「アプリケーションの起動」をクリックします。
3. ログオン・ウィンドウで、ユーザー名とパスワードを入力します。
4. 「ログオン」をクリックします。

Administration Servicesコンソールへのアクセス
この手順を開始する前に、Oracle Hyperion Foundation Services、Webサーバー、Oracle
Essbaseおよび Oracle Essbase Administration Servicesが稼働していることを確認します。
Administration Servicesコンソールを URLから起動するには:
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1. 次に移動します:

http://Web_server_name:port_number/easconsole/console.html
URLの中で、Web_server_nameは Foundation Servicesが使用するWebサーバー
が実行されているコンピュータの名前を示し、port_numberはWebサーバー・ポ
ートを示します。たとえば、https://myWebserver:19000/easconsoleのようにな
ります。

ノート:

セキュアな環境の Oracle Hyperion Enterprise Performance
Management Workspaceにアクセスする場合、プロトコルとして https
(httpではなく)を使用し、セキュアなWebサーバー・ポート番号を使用
します。たとえば、https://myWebserver:19443/easconsoleのような
URLを使用します。

2. 「起動」をクリックします。
3. Administration Servicesコンソールをダウンロードしてインストールします。
4. Administration Servicesのログイン画面で、ユーザー名およびパスワードを入力し
ます。

5. 「OK」をクリックします。

付録 C
Administration Servicesコンソールへのアクセス

C-2
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